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　グメーラ「魔ま王おう」伯はく。

　領民たちが影でそう呼ぶ男が、ミーナの目の前にいる。魔王はもちろん称号ではなく、暴君の意だ。ここへ来る道中に耳にした伯はく爵しやくの噂うわさは、どれも芳かんばしくなかった。父親を殺したとか、それ以前に代々奇き矯きような者が多い、とか。

　だから、ミーナは少々身構えて伯爵城の門をくぐった。ところが、大柄で端たん整せいな顔立ちをした執しつ事じらしき男に部屋に通され、伯爵に引き合わされて、拍ひよう子し抜ぬけした。

「では、あなたがパラデール教の新しい司祭さまヴアーリー？」

　訊たずねた声も、立ってミーナを迎えた物腰も、丁てい寧ねいで穏おだやかだった。

　グメーラ伯爵ナリスフレイ。数年前に爵位を継ついだばかりの二は十た歳ちだという。ミーナの二つ上で、この地方特有の抜けるような白さの膚はだをしており、髪と目の色は黒。

　目元の涼すずしい人目を惹ひく顔で、上質の衣服を纏まとう体つきはしなやかだ。

　見目麗うるわしい青年貴族そのもの。

「この人のどこが魔王？」とミーナは思った。初対面で猫をかぶっているだけかもしれないが、そもそも猫をかぶる者なんて暴君とは呼べない。












　これは、意外とツイているかも。ミーナは、ひそかに喜びながらにこやかに挨あい拶さつした。

「ミーナと申します。国王陛へい下か並びに教きよう皇こうさまより任じられ、この度グメーラ伯爵領区で務つとめさせていただくことになりました。どうぞよろしくお願いします」

「たまってますよ、仕事が」

　冗談めかした口調で、若き伯爵が言う。この数年、グメーラ伯爵領は無司祭状態が続いていた。教団が幾いく度ど司祭を送りこんでも、三月と保もたずに逃げ帰ってしまうせいだ。

「どうも評判が悪くてね。十五年前、父が手て酷ひどく追い出して以来」

　先代グメーラ伯はあるときを境さかいに、大の司祭嫌いとなった。理由は伝わっていないが、前伯爵の憎ぞう悪おの矛ほこ先さきとなった当時の司祭は、伯爵と激しく争ったあと領地から叩たたき出された。

　――というのが表向きの話だ。いまだ消えないひそかな噂では、こうささやかれていた。

『その司祭は、前伯爵に殺された』

　噂は今でも、教団内で根強く信じられている。追い出されたはずの司祭の行方ゆくえが未だ、杳ようとして知れないせいだろう。

「もともと、怪かい異いが桁けた外はずれに多い、不人気な土地でもありますし」

　世界は遙はるか昔から、絶えず妖よう魔まに脅おびやかされている。光の女神キリヤナの強い加か護ごがあってさえ、妖魔は隙すきを見ては姿を現し、混乱や厄やく災さいを呼ぶ。

　グメーラがとりわけ怪異の多い土地だというのは常識だった。仕方のないことでもある。グメーラはキリヤナの力の及およぶ範はん囲いの北端にある。言い伝えでは、黒く荒れた海の向こうは妖魔の住まう地だった。

　つまりグメーラは人と妖魔の世界の〈境きよう界かい〉に位置しているのだ。妖魔にとって、まず足がかりになる土地と言ってもいい。

「すみません。本当はこのような場所にこそ、わたしたちが必要ですのに」

　ミーナは言った。ミーナたち聖職者には妖魔を祓はらい、人々を守る義務もある。

「ああ、いや。責せめたのじゃないんだ。もとを正せば父のせいなのだし。――代が替わったのだから、われわれの関係も改善されるよう望んではいますが」

「教皇も同じお考えです、伯爵さま」

「あなたはどうでしょうか」

　穏やかな微笑ほほえみと共に訊かれた。ここは模も範はん的てきに答えるべきだろうと、ミーナは笑顔になる。

「わたしもです」

「それは嬉しいな。歓かん迎げいしますよ、ミーナ司祭ヴアーリー」

「ありがとうございます。みなさまの力になれますよう、懸けん命めいに励はげみます」

「期待しています。ファランド、司祭さまをお部屋へ」

　ナリスフレイは傍かたわらの男に合図した。ミーナをここまで案内した執事のような男が、ミーナの足元から鞄かばんを拾い上げる。

「あの、伯爵さま。お部屋って……、司祭館があるのではないのですか」

「残念ながら、手入れが行き届かなかったせいで少し前に崩くずれてしまったんです。すぐにも建たて直すよう命じますが、当面は我が城にご滞たい在ざいしていただかないと」

　ナリスフレイは、言葉を切って目をきらりとさせた。

「実は楽しみなんです。長いこと、ファランドとわびしい二人暮らしだったので」

　そういえば、廊ろう下かでも誰にも行き会わなかった。こういう城には使用人が大勢住みこんでいるとばかり思っていたのに。

「世話をされる人間はわたし一人です。通いで間に合うし、皆もそのほうが気き兼がねがない」

　魔王伯という綽あだ名なは彼の耳にも届いているようだ。ふっと、目元に翳かげがよぎる。

「司祭。どうぞこちらへ」

　ぶっきらぼうなファランドに促うながされ、ミーナは慌あわただしく辞じ去きよの礼を取った。廊下へ出るその背中に、ナリスフレイの声がかかる。

「ようこそグメーラへ」




　それから十五分後。

　古い廊下を軋きしませて戻ってきたファランドを、ナリスフレイは窓辺で迎えた。ミーナがいたときには開け放ってあった窓は、すでに半分閉じていた。窓ガラスに、幾分歪ゆがんだナリスフレイの顔が映うつっている。

「ミーナ司祭は、西館の〈あの部屋〉にご案内しました」

　報告を受け、伯爵はうなずいた。そこしかないとわかっている。

「ファランド」

「はい」

「わたしは司祭に言ったようには、彼女を歓迎も期待もしていない」

　ガラス越しに、ファランドがうなずくのが見えた。

「むしろさっさと尻尾しつぽを巻まいて出て行ってほしい。歴代の司祭ヴアーリーと同じに。そう言えないのがつらいね。親しげなフリをするのもさ」

「今度も、長くは保たないでしょう」

「そう願っている」

　ナリスフレイは、窓ガラスに映る自らの目を覗のぞきこんでいた。

「でないと、きっと厄やつ介かいなことになる。――あんなに若くてキラキラしていると」

　子どもっぽい形容しか思いつかず、ナリスフレイは歯がゆく思う。が、うすめた糖とう蜜みつ色いろの髪をゆるく二つに編あみ下さげ、翡ひ翠すい色いろの目をしたミーナは、白を基調とした僧そう衣いのせいだろうか、夢のようにまばゆかった。

「司祭はこの冬、十八になったばかりだとか。司祭位は異例の出世でしょう」

「二つしか違わないのか。くそ」

　悪態にファランドが目を上げた。眼まな差ざしに含ふくむものがある。

「何が気に入らない？」

「それでも、司祭を城に置くのかと」

「仕方ないだろう。へたに村で暮らさせて、妙な知恵をつけられるよりマシだ」

「それはそうですが」

　なおも納得しかねるのか、ファランドは言葉を濁にごした。話題を変える。

「フレイ。司祭の荷物ですが」

　親しい呼び方をしたファランドに、ナリスフレイは訊ね返す。

「あの鞄が？」

「尋じん常じようでない重さでした。少々不ふ審しんに思いましたので、強引に開けてみましたが」

　有無を言わさず、荷に解ほどきを手伝うフリでもしたのだろう。

「入っていたものは？」

「それが、石像でした。バスコイの」

　ナリスフレイは目を瞠みはった。怪バス物コイは妖魔から寝返り、神々の使いとなった種族だ。が、その石像は聖職者が――聖職者でなくとも――持ち歩くようなものではない。

「どういう司祭なんだ。変わり者で、グメーラ行きを押しつけられたのか？」

　望んでここに来る司祭がいないのは、ナリスフレイも承知している。

　ファランドは答えなかった。若き伯爵は考えを巡めぐらせ、一人で先を続けた。

「ちょっと様子を見てみるか。……ファランド、しばらくしたら司祭を呼びに行ってくれないか。わたしが散歩に誘っていると」

「かしこまりました」

「もちろん、夕闇が迫せまる前にだよ」

「心こころ得えております」

　ナリスフレイはファランドから視線を外し、空を見み遣やった。太陽は、刻一刻と西へ傾きつつある。白っぽかった真昼の陽ひ射ざしは色を変え、ゆっくりと橙だいだいに近づいていた。

　また、夜が来る。避さけようのない現実に気が滅め入いる。

「しかも、怪物を持ってくる司祭ヴアーリーだって？」

　うんざりだというように独りごとを言ったナリスフレイは、ため息を逃がし、残る片側の窓も閉めた。
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　ファランドの足音が遠ざかってゆくのを聞きながら、ミーナはふう、と息をついた。

　出だしは悪くない。伯はく爵しやくとの初顔合わせは、まずまずうまくやれたと思う。

「正直、伯爵の機き嫌げんが悪ければ、問答無用で首を刎はねられるかもって思っていたけど」

　ミーナはつぶやいた。その最悪の予想は大きく外はずれて、あたたかい微笑ほほえみに迎えられた。

　あてがわれた部屋も悪くない。伯爵城の西館の二階にあり、小さいながらも二間続きだ。手前が居い間まで奥が寝室。寝台は天てん蓋がい付き箱形寝台で、揃そろいの彫ちよう刻こくが施ほどこされた書き物机ライテイング・ビユーローが窓辺に置かれている。

　ミーナは寝台に腰を下おろしてみた。ふかふか。教団の寝台とは大違いだ。幾いく度どか身体からだを弾はずませてから窓辺に寄った。中庭が見下ろせる。伯爵城は東、西、南、北の四つの館がロの字に組まれていて、先程ナリスフレイと引き合わされたのが真向かいの東館だ。

　中庭はどの館からも降りることができ、中央に一段低い丸い広場があった。かつては四あず阿まやが設もうけられていたのだろうが、いまは石いし畳だたみの隙すき間まから草が侘わびしげに伸びている。

　城が顧かえりみられていないのは他も同じで、どの窓ガラスも曇くもっていた。掃そう除じ人にんが埃ほこり取とりに熱心でないのも明らかだ。廊ろう下かは、歩くと足跡が残った。

　ここが華やかだった時代もあったのだろうか。ミーナは思い描こうとしたが、うまくいかなかった。陽ひ射ざしを浴あびていてなお、伯爵城にはじめついた趣おもむきがある。長年の雨風にさらされ、外壁が黒ずんでいるからかもしれない。それが丘の上に聳そびえているのだから、まるで怪奇小説の舞台だ。

「少々陰いん気きくさいけど、何とかやっていけそうよね。伯爵さまも善よさそうな人だったし」

「へっ、どうだかな」

　ミーナが自分に言い聞かせた途と端たん、耳元で否定する声がした。幾いく分ぶん潰つぶれた、少年と大人の中間のようなそれに、ミーナは顔を顰しかめて肩かた越ごしに見み遣やった。

「ギー。着いた早々、水をささないでよ」

　ミーナの視線が捉とらえたのは、ひしゃげた顔の怪物だった。大きさはちょっと太めの猫というところで、膚はだは鉛なまりのような灰色。耳まで裂さけた口からは牙きばがのぞき、手足には鋭するどい鉤かぎ爪づめを持っている。皮ひ膜まくの張った翼つばさを羽はばたかせ、竜のような長い尾がだらりと垂たれている。

　バスコイ。妖よう魔までありながら魔神ジャイナルを裏切り、キリヤナ女神についたとされる種族だ。強引に荷物を開けたファランドが見たのは彼――雄おすだと本人が主張している――である。

　ギー、と子どもの頃にミーナが名づけたこのバスコイは、ミーナのお目付役だった。物心ついたときにはもう彼がいた。その彼が今まで石像のフリをしていたのは、世間ではバスコイは伝説上の生き物でしかないからだ。

　本物を連つれて歩いたりしたら、人々は肝きもを潰すだろう。しかも、このバスコイは人語を喋しやべる。

　おまけに口が悪い。

　ミーナはギーを押し戻して、窓辺から遠ざけようとした。

「誰かに見られたらどうするのよ。グメーラの人々が慣なれるまで、あなたの正体は内緒にしておくんでしょ」

「誰も見てやしねえよ」

「通いの人だっているのを忘れないで」

「へん、あんな汚れた窓から覗のぞいたって見えるもんか」

　鼻を鳴らしたギーは、書き物机の蓋ふたを引き下ろしてその上に降りた。

「おまえ、顔に騙だまされるなよな。あいつが見た目通りのいいヤツだったら、使用人がファランドってヤツ以外、みんな通いだったりするか？」

　答える代わりにミーナが片かた眉まゆを上げると、ギーは続けた。

「ここがいいトコなら、教きよう皇こうどもが、おまえにデカい取り引き持ちかけたりするか？」

「それは、グメーラ行きをほかの司祭さまみんなが断ったからよ」

　ミーナはギーの言うように、おいしい餌えさにつられてここにきた。グメーラで、司祭として一年以上を務つとめあげたあかつきには、贈り物が待っている。

　まず、司教への叙じよ階かい。十代の司教など異例中の異例で、かなり魅力的な「危険手当」といえる。

　そしてもう一点。――あのことに関する情報。

　喉のどから手が出るほどほしいのはそっちだった。教皇や枢すう機き卿きようが固く口を閉ざしてきたあのことについて。

　それを教えてもらうためには、ここがどこであろうと帰るわけにはいかない。

「ギー。いくら脅おどしたって無む駄だですからね」

　多少の困こん難なんは覚悟の上で来た。もし、伯爵が正しよう真しん正しよう銘めいの魔ま王おう伯でも決意は変わらない。

「妖魔が出たらどうするってんだよ」

　ギーはぼやいた。出立前から同じことを言っている。

「あら。その時はあなたが護まもってくれるんでしょ？」

　ミーナは人の悪い顔をした。なぜなら、それがギーの役目だからだ。そのために側にいるのだ、と本人も言っている。

「妖魔からはな」

　ギーが含ふくむもののある声で言った。ミーナは表情で続きを促うながす。

「伯爵が迫せまってきたらどうするんだ」

　ぷっとミーナは吹き出した。このバスコイは何を言い出すのやら。

「よしてよギー。わたしは聖職者よ？」

　生しよう涯がい純じゆん潔けつの誓ちかいを立てた身だ。伯爵だってそこは理解しているだろう。

「ばっかやろう、ヤツは『魔王』なんだぞ」

　平気でそんなものは踏ふみにじるというギーに、ミーナは笑った。

「あの伯爵さまのどの辺にそう思ったの？」

　好色な眼まな差ざしも、スケベジジイのような舌なめずりもなかったではないか。初めから終わりまで完かん璧ぺきな紳しん士しだったと言ってもいい。

　バスコイは答えられず、「なあんだ。いつものあれなのね」とミーナは思った。

　ギーは若い男性司祭がミーナと口をきくのを嫌いやがる。青年上級会士が「仕事を手伝おう」と申し出るのも嫌がる。

　要するに、伯爵が若いのが気に入らないのだ。男前なのも。何かあったらいけないと思っているのかもしれないが、間違いというものは若ければ起こるというわけでもない。

「大丈夫よ、ギー。わたしは間違いなんて起こしません」

「本当だろうな」

「なあに、その信用のなさ」

　ミーナは目を細めた。その手の疑いは一度だってかけられたことのない清きよらかな身だというのに、これはひどくないだろうか。

　ギーは渋しぶい顔をしていた。せめぎ合う感情を押しのけるように言う。

「だっておまえは。いや、ここは」

「え？」

「なんでもない」

　ギーはぷいと横を向いた。

　それきり彼が黙ってしまったため、ミーナは肩かたを竦すくめ、部屋を横切って荷物の整理に取りかかった。身一つといってもいいような量だ。下着と寝間着、日常着でもある僧そう衣いが数組ずつ。筆記用具、愛用の祈き禱とう書しよが二冊にお気に入りの物語本。

　それから小さな銀色の鏡かがみ。

　母の形かた見みだった。十角形を基調とした鏡はキリヤナ女神の象シン徴ボルで〈女神の鏡〉と呼ばれている。信徒なら誰でも持っている平へい凡ぼんなものだ。鎖くさりを通して首からかけるのが一般的で、ミーナも自分のそれを――聖職者とわかる大ぶりなものを――胸に下さげている。

　形見には、初めから鎖はなかった。裏面には母の名が刻きざまれている。

　キリヤナ。

　もちろんそれは女神の御み名なだが、あやかってつけられる女子名でもある。もっとも世間にはキリヤナがあふれすぎているため、呼び名は「キラ」とか「ケイナ」のように様々に工夫を凝こらしていた。現教皇の名は「ケイジャ」というが、それもそのうちの一つだ。

　お母さん、今どこに――。

　ミーナは鏡を握にぎって目を閉じてから、鏡面を綺き麗れいに磨みがいて書き物机の抽ひき斗だしにしまった。祈禱書のうち一冊は、机の上に出したままにしておく。日々や季節の祈いのりの句が記してあり、挿さし絵も豪ごう華かで見ていて飽あきない。

　しぶちんの上司が一昨年おととしくれた、司祭叙階祝いだった。いつも苦い顔をしているが、いいところもあるジーサンだ。と本人に言ったら即罰掃除だろう。

「ミーナ司祭ヴアーリー」

　廊下でファランドの声がした。ミーナはギーに目め配くばせをして扉を開けに行く。

　ミーナよりずっと背の高いファランドは、彼女を見下ろしていた。年の頃は四十半なかばに見え、短く刈かりこんだ黒髪をぴたりと撫なでつけている。冷えた色に見えるのは、髪を撫でつけるのに使う油で光っているせいだろう。目も関係しているかもしれない。氷のような青せい灰かい色しよくだ。

「おくつろぎにもならないうちにお邪じや魔ましてすみません」

「いいえ」

　部屋に通すと、油断のない視線がさっと見回すのを感じた。身ごなしは武人のようだ。

　護ご衛えい兼けん執しつ事じなのか、それともただ武人上がりなのか。判断がつかず、ミーナはファランドに興味を覚えた。

「ファランドさんは、伯爵さまの執事なんですか」

「正確には家令です。違いがわからないなら、どちらでもかまいませんが」

　さらりと厭いや味みを言われた。気がする。

「わたしはこちらで生まれ、こちらで育ちました。父も、その父もそうです」

「じゃあ、代々伯爵家に――？」

「仕つかえております。初代の伯爵さまの頃より」

　それはまた、気が遠くなるような長さだ。グメーラは、領地が誕たん生じようしたその日より、同じ一族に受うけ継つがれてきた。建国が〈神々の時代〉まで遡さかのぼれるというこの国でも、一、二をあらそう旧家である。

　もっとあれこれ訊きいてみたかったが、ファランドがそれを遮さえぎった。

「お疲れのところ申し訳ないですが、お迎えに上がりました。ナリスフレイさまが、司祭にグメーラをご案内したいと」

「伯爵さま自みずからがですか？」

　びっくりして訊いた。そういうもてなしの例は殆ほとんど聞かない。領地専任の司祭がいない場合、どの地方でもパラデールの司祭は数年から十数年で入れ替わるが、たいがい歓迎の意は晩ばん餐さん会かいとして示される。

　わざわざ案内まで買って出るのは、それだけ関係改善を望んでいるのだろうか。

　ファランドが急せかすように言葉を重かさねた。

「まだ明るいうちに、ぜひグメーラをご覧にいれたいと仰おおせです」

「でしたら、喜んで」

　この手の誘いに断る権利はないと承しよう知ちでミーナは答えた。奥の部屋から咳せき払ばらいのような音が聞こえ、ファランドが怪け訝げんな顔をする。

「失礼」

　彼は言い置いて、止める間もなく奥へ向かった。この人は意外に強引だ。後を追いながらミーナは歯は嚙がみする。「気をつけろよ」とか言いたかったのだろうが、ギーのバカ！

　寝室へ踏みこんだファランドは、静まり返った室内を見回していた。書き物机の上には、バスコイの石像がある。ファランドの影から室内を盗み見たミーナは、彼の視線がバスコイ像で止まったのに気づいて背筋が冷えるのを感じた。

　ギーの形が違う！

　先せん刻こく、石像のバスコイは背をたわめ、屋根の上から何かに吠ほえかかるように口を半分開いていた。そこまでは同じだ。けれど、上げていた前まえ脚あしは右で、左ではなかったはず。

　ミーナはとっさに、ギーを窓の外に投げ捨てようかと迷った。が、気づかないフリが一番だと思い止とどまる。

「どうかなさいました？」

　すっ惚とぼけて訊たずねると、ファランドが振り向いた。ファランドは首を傾かしげながらも、気のせいだと自分を納得させたようだった。視線をバスコイ像から引きはがす。

「申し訳ありません、わたしの勘かん違ちがいだったようです。参りましょうか」

「はい」と答えたミーナは、さりげなくギーに怖い顔をしてからファランドについて行った。




　グメーラ伯ナリスフレイは玄関で待っていた。そのまま外へ行くのかと思いきや、彼はファランドをそこに残し、城館の塔にミーナを招まねいた。主塔とでも言うべき、一番立派で高い塔だ。螺ら旋せん階段を延えん々えん上のぼって、突き当たった小さなくぐり戸を開ける。

　風が吹きつけ、視界がひらけた。塔の上に出たようだ。

　岩まじりの丘の上に建てられた伯爵城からは、かなり遠くまでが見渡せる。グメーラは大半が荒れ野だった。だが、今は一面の黄色い小花に覆おおわれている。短い夏の恵みを懸けん命めいに受ける花は、目にしみるほど鮮あざやかな色をしていた。

　はためく髪と僧衣を押さえたミーナを、ナリスフレイが振り返った。

「あまり端まで行かないでください。古いので、崩くずれる怖おそれがある」

　笑顔には親しみがこもっていて悪いた戯ずらっぽかった。軽口をきいても大丈夫そうだと、ミーナは言ってみる。

「怠なまけ者でいらっしゃいますのね、伯爵さまは」

「城の塔から、辺りの案内をするなんて？」

　ナリスフレイは声をあげて笑った。心地ここちよい声だ。この人が聖歌を歌ったら、どんなふうに響ひびくだろうかと、ミーナは頭の片かた隅すみで想像した。

　伯爵は風に乱された髪を振った。燃えるような薔ば薇ら色いろに染そまり始めた西の空に目をやる。

「もう、日にち没ぼつがそこまで来ています。馬を出して、せっかく来て下さった大事な司祭さまを危険な目に遭あわせたら、罰ばちが当たる」

　夜は妖魔の時間だ。キリヤナ女神の光が届かない世界で、妖魔たちは躍おどる。

「こう見えても聖職者なんですよ、わたし」

　ミーナは調子を合わせた。

「少しなら妖魔を祓はらう心こころ得えもありますし、小者なら怖くありません」

「残念ながら、ここいらの妖魔は大物でね」

　ミーナが目を瞠みはるのを見て、ナリスフレイはくすくす笑った。かつがれたとわかって、ミーナもにやりとする。

「意地悪な伯爵さまですこと」

「どうぞナリスフレイ、と」

　名で呼んでいい、と伯爵は言った。驚くと、促すような穏おだやかな肯定が返る。

「長いつきあいになることを願って。ね？　堅かた苦くるしいのはなしにしよう」

　グメーラに司祭が居着かないことを踏まえての言葉だ。でも、と彼は続ける。

「でも、わたしは『司祭』と呼ばせてもらうよ。だって『ミーナ』じゃ、女神に仕えるあなたにあんまり馴なれ馴れしすぎる」

　いまの言葉をギーに聞かせてやりたかった。ほら、きちんと弁わきまえた方じゃない。

「ところで。ファランドが失礼をしたようだね。世話をするくせがついているから、せっかちにあなたの荷物を開いたりなんかして」

「ああ、いいえ。見られて困るものもありませんから」

「バスコイの像も？」

　苦笑ぎみに訊かれた。変なものを持っている、という顔だ。

「お気に入りなんです」

　すまして答えた。変わり者のセンで押すのが一番怪あやしまれない。といいなと思う。

「ずっと部屋にあったものなので。ないと寂さびしいですし」

「わたしならないほうがいいなぁ。夜中に目があったら悲鳴をあげそうだ」

　たしかにバスコイの目は、暗闇で燐りん光こうのように青く点ともる。

「そういえば、バスコイの別名は〈女神の猟犬〉だったよね」

「ええ。神話上は、バスコイは軍神バヌルに仕え、彼の命めいで女神を守ってますから」

「司祭がバスコイに興味を持つのは、あなたの名が『マライナ』だから？」

　何気なく訊かれただけなのに、胸に軋きしるような痛みが走った。ごまかしたくて、ミーナは曖あい昧まいな顔をして訊ね返す。

「ミーナは略りやく称しようだって、やっぱりわかりますか？」

「わかるけれど、嫌なの？　綺麗なのに。マライナ。光の乙女おとめ、女神の娘の名だ」

　キリヤナ女神には麗うるわしい一人娘がいた。それが光の乙女と称されるマライナだ。だがその名は、母のようにあやかってつけられることは滅多めつたにない。

　なぜなら、マライナは穢けがれた者の名でもあるからだ。マライナは光の女神の娘であったがゆえに、魔神ジャイナルにさらわれた。ジャイナルは、力ずくでマライナを我がものにしたという。

　そして陵りよう辱じよくの果はてに、マライナは災わざわいの神エナンを生んだと……神話は語る。

　神話を意識するたび、ミーナはなぜ、と考えずにはいられない。

　なぜ自分は「マライナ」と名づけられたのか。母が「キリヤナ」だから？　けれど自分が「キリヤナ」でありながら娘を「マライナ」と名づけない母親は大勢いる――。

「ミーナ、のほうがなじみやすいでしょう？」

　名前のことには触れてほしくないとにおわせてミーナは言葉を切り、グメーラの荒野を見渡した。斜しや面めんにへばりつくように平屋の家々が連つらなっている。あそこがきっと、通ってきた城下の村だ。家々の壁は影に沈み、夕焼けの上にのしかかる夜に呑のみこまれようとしている。

「みな平屋なのは、風のせいだよ」

　ナリスフレイが話題を変えてくれた。折しも吹きつけた風に、なぶられた髪を掻かき上げる。

「グメーラは厳しい土地でね。冬は積つもるはずの雪も、風が飛ばしてしまう」

「でも、とても綺麗」

　ミーナは目を細めた。花盛りの野には、湖が点在している。吸いこまれそうな青だ。湖面にさざ波が立つと、青は色を深めて藍あいに変わった。

　その美しい景色の向こう、魔の大陸があるという北の海の上には、灰色の雲が低く厚く垂れこめていた。黒々とした海は霧に鎖とざされ、先の様子を窺うかがうことはできない。

「あの霧が、この空を覆わないことに感謝しないと」

　ナリスフレイの言葉はどこか、自分に言い聞かせているように響いた。気になったミーナは、横目でそっと伯爵を見上げる。

　彼は風に逆らうように遙か遠くを見つめていた。西の空に沈んでゆく太陽を。

「寒くなってきたね」

　視線に気づいたナリスフレイがミーナを見た。彼は微笑んでいるのに何故か泣き笑いのようで、ミーナは胸を衝つかれる。

「伯爵さま」

「ナリスフレイ、だよ」

　もう忘れたの、というような顔をする。

　ナリスフレイは再び太陽に目を向け、それから決別するように背を向けた。中に入るようミーナを促す。手招きして先に戸をくぐらせ、敷しき居いを跨またぐときにはさりげなく肘ひじを摑つかんで支えた。

　ナリスフレイが扉を閉ざすと、押し寄せるようだった風の音が遠くなった。城内はいつの間にか薄暗くなっていて、近くにいないと互いの顔がよく見えない。

　ふいにナリスフレイが彼自身の前髪に触れ、直すような仕草をした。眼差しはミーナの髪に注そそがれている。

「ああ」とミーナは髪を整えた。前髪がくしゃくしゃだ。

「司祭の髪は細いから、もつれやすそうだね」

　そういうナリスフレイの髪は、頭を振るとさらり、と鳴る。

「羨うらやましがらせないでください」

「いや、寝起きの突っ立った髪は我ながら興ざめだよ」

　ミーナは思わず想像してしまった。笑いを堪こらえると「ほらね」という顔をされる。

「ナリスフレイさま――」

「司祭――」

　声が重なった。お互いに遠慮しあい、ミーナが先を譲ゆずられた。

「お願いがあるんですけれど」

「いいよ。言ってみて」

「司祭館ができるまで、お城の聖堂を貸していただけませんか。できれば明日から、仕事を始めさせていただきたいなと……」

「なんだ。意外と真ま面じ目めなんだ」

「意外と？」

　不真面目じみた態度はまだこれっぽっちも取っていなかったミーナは目を細めた。ナリスフレイが笑い出し、またからかわれたのだとわかる。

「伯爵さま」

「申し訳ない、もうしないから」

　全然信じられない声で言って、彼はふと表情を曇らせる。あるいはそれは、影のせいかもしれなかった。薄暗いせいでそう見えただけ。

「本当は、わたしもお願いしようと思っていたんだ」

　ナリスフレイはぽつんとつけ足した。

「ただし、誰も来ないかもしれないよ」
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　ナリスフレイはそんなことを言ったが、翌朝、グメーラ伯はく爵しやく城じようの聖堂には、入りきれないほどの人々が詰つめかけていた。

　数年ぶりの礼れい拝はい、〈朝の祈いのり〉が行われるという話は、領民の間を瞬またたく間まに駆かけ巡めぐったようだった。みな、盛せい装そうしている。男性は襟えりのあるシャツを着、既き婚こん女性は耳を覆おおう帽ぼう子しをすっぽりかぶり、未婚の女性は髪を編あんで白いレースをかけている。

　彼らの前に立ったミーナは、人数に圧倒された。ずっと本庁詰めだった彼女は、これほど大勢の前で礼拝を行ったことがない。もっと言えば、礼拝で主座を務つとめた経験は司祭ヴアーリーになるための試問でのみだ。

　ミーナの姿に領民たちが声を漏もらす。幾いく人にんかの目が驚きに見開かれるのを見た。若すぎると思っているのだろう。

　無理もない。司祭ヴアーリーに叙じよ階かいされるには、通常、二十年近い修しゆう練れんを必要とするため、どんなに若い司祭でも二十代後半になっている。十代の司祭はごく稀まれだ。正確にはミーナを含ふくめ、三人しかいない。

　いつもの三つ編みでなく、髪をきりりと結い上げてきてよかった、とミーナは思った。それでいくらかは大人びて見える。

　あとははったりだった。そして度ど胸きよう。大丈夫。どちらにも――というよりその二つにだけは――自信がある。

　ミーナは深呼吸をした。腹の中で掛け声をかけ、緊張をしまいこんで笑顔で挨あい拶さつする。

「おはようございます」

　声は落ち着いて響ひびいた。よし、と内心で拳こぶしを握にぎる。あがってない。少なくとも、そう気づかれる心配はない。

「昨さく日じつ、グメーラ伯領司祭として参りましたミーナと申します。本日、この地で数年ぶりとなる〈朝の祈り〉の儀ぎを、みなさまと執とり行えることを嬉しく思います。グメーラに、女神の篤あつき加か護ごがあらんことを。われらと共に光あれ」

「われらと共に光あれ」

　唱しよう和わし、印を結び頭こうべを垂たれる者たちで人波が揺ゆれた。

　祈き禱とう書しよをひらくと、持っている数人が倣ならった。祈禱書は貴重なもので、彼らは裕福なのだ。祈禱書を持たぬ者は、首からさげた〈女神の鏡メダル〉を取り出して両手で握りしめる。

　〈朝の祈り〉は、夜が終わり、再び朝が巡り来た喜びを共にわかちあうためにある。夜という闇を打ち破り、世界に、光が甦よみがったことを。

　ふさわしい〈祈りの句〉は幾つもあった。ミーナはそらで覚えているページをめくり、一番好きなものを選んだ。身体からだの中に光を集めるような気持ちで息を吸いこむ。

　澄すんだ声が聖堂にあふれた。古い言葉が紡つむがれた。





　耳をかたむけよ　聖なる音に

　ひそやかなる　ささやきに






　パラデールの聖職者たちは「歌う」。それは〈祈りの句〉に独特の抑よく揚ようがあるからだった。声はうねり、高く低く調子を変える。あるときは波のように押し寄せ、あるときは風のように通りすぎる。これらは口く伝でんで受うけ継つがれ、譜ふ面めんを残すことはない。

　言葉は不ふ思し議ぎだ。声も。いつも使っているはずなのに、旋せん律りつを与えるとたちまち〈力〉となる。何かが吸い寄せられてくるのだ。キラキラしたものが、身体中にみなぎる。

　ミーナはその感覚が好きだった。〈祈りの句〉を唱となえると、陽ひ射ざしを浴あびるような暖かさに包まれる。まばゆさで一杯になるので、それをまた声に乗せて送り出す。

　すでに二節目で、身体が温かい。ミーナは目を閉じた。天そらに呼びかけるように。




　光よ




　ミーナの言葉で、聖堂内の空気が変わった。陽が射しこんだかのように明るくなる。





　清きよらかな音を立て　降ふりそそぐ恵みよ

　照てらし給たまえ　あまねくこの地を






　長いこと使われていなかった聖堂に、光が、いっせいに芽め吹ぶく気配がした。冬のように冷えていた空気に溶とけ、隅すみ々ずみまで広がってゆく。ミーナの声が、誰もにそう感じさせていた。雷いかずちに撃うたれたように、祈禱書から顔を上げる者がいる。

　ミーナは祈禱を続けた。光がすべてを染そめてゆく。くらりと、かすかな目め眩まいを覚えた。まるで酒に酔ったかのように。昂こう揚ようしている証あかしだった。声に気持ちが入り、祈禱がうまくいっているときはこうなるのだ。

　途中、目を開けると、詰めかけて入りきれない信徒の後ろにナリスフレイを見つけた。呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、ミーナを見ている。その顔に一瞬翳かげがよぎった、気がした。

　目を合わせたかったが、切れ間なく続く祈りの言葉に気を取られて視線を外はずす。次にそこを見たときにはもう、ナリスフレイの姿はなかった。





　わが女は神はよ　われらを変わらず慈いつくしみ給え






　祈禱の締しめくくりを唱えると、「天そらに在ありて、われらを変わらず護まもり給え」と人々が応じた。ミーナの祝福の印に、彼らが倣う。これで〈朝の祈り〉は終わりだった。あちこちからため息が漏れ、張り詰めるようだった空気が緩ゆるんだ。

　ミーナは祭壇の影で汗ばんだ手をこっそり拭ぬぐった。心地よく指先が痺しびれていた。脚あしが震ふるえているのは緊張からだが、それでもやり遂とげたのだと笑みがこぼれた。人々のもの言いたげな視線に答えようとした途と端たん、膝ひざから力が抜けたミーナはその場にへたりこんだ。

「司祭さまヴアーリー！」

「大丈夫です」

　駆け寄った村人に支えられて立ち上がった。礼拝は、見た目より体力を使うものだ。祈禱の後でふらつく司祭は珍めずらしくない。無司祭状態が続いたグメーラでもみな心こころ得えていて、空あけられた席にミーナは座らされる。

「ばーりー」

　僧そう衣いの裾すそに小さな男の子が飛びついてきた。脚にしがみつき、不安そうに目をめいっぱい開いて見上げてくる。

「平気よ。ちょっと、ほっとしちゃっただけ」

　笑顔を見せると、取り囲む人々の表情が和なごんだ。彼らの眼まな差ざしが、今までよりずっと親しげになる。

　受け入れられたように感じ、ミーナは嬉しくなった。頼りない若造の、間に合わせに送りこまれた司祭、とそっぽを向かれる可能性もあったのだ。

　ところが、ファランドの声がかかると雰ふん囲い気きが一変した。

「お水をお持ちしましょうか司祭」

　人々がはっと身体を強こわばらせる。

　人ひと垣がきが割れ、ファランドが姿を現す。ミーナの膝に飛びつくに任まかせていた男の子を、母親らしい女性が慌あわてて腕の中に引きずり戻した。

　ぎこちない彼らの間をファランドは歩いてきた。誰もがその彼に、小さく頭を下さげる。頭を下げた後は、姿を追ってこっそり窺うかがう。

「お疲れになったのではないですか。顔色がお悪い」

　氷のような声が訊きいた。嘲あざけっているわけではないが、心配しているようでもない。

　ミーナの胸がざわついた。なんだろう。あまり友好的だとは思えない。

「たいしたことじゃありません。礼拝にはつきものの反応です」

「承しよう知ちしておりますが、お身体は大切にしていただかないと。さあ、あなたがたも――」

　帰れと言う含みに村人たちが動いた。ぞろぞろ、聖堂を出てゆく。

　幾人もが名残なごり惜おしそうに振り向いた。ミーナと目が合った一人が、勇気を奮ふるい興おこした。

「司祭さま。夕方は――」

　〈夕べの祈り〉はあるのかと訊いているのだ。日没時、夜の間の無ぶ事じを祈る礼拝である。

　ファランドに咎とがめられるよりも早く、ミーナは答えていた。

「ええ。また夜に会いましょう。みなさま、よい一日を」

　応こたえて男たちは頭を下げ、女たちは膝を折おった。けれどたちまち人のいなくなった聖堂に、ミーナはファランドと残される。

「何も追い立てなくても」

　もう少し話していたかった。楽しいお喋しやべりが始まりそうだったのに。

　ファランドは不満を黙もく殺さつした。追い立てたなど、ミーナの思い違いだとでも言うように。

「もっと手を抜かれたらどうです？」

　ふいに言われた言葉に耳を疑った。聖職者の祈りは、欠かかさず行えば妖よう魔またちを阻はばむ結けつ界かいにもなりうるものだ。

「わたしへの気き遣づかいなら無用です。それに、うまく言えないですけれど、気を〈入れる〉ことはできても〈抜く〉のって難しいんですよ」

〈祈りの句〉には、唱えていると「はいった」と思う瞬間がある。そこに気持ちを乗せてゆくと、本人にも聴きく者にも、光に包まれる至し福ふく感かんが降りてくる。だが逆に、いい加減に唱えた〈祈りの句〉は、身体にゴミを残すのだ。違い和わ感かんがつきまとうし、気分も悪くなる。

「悪いことは言いません。もっと楽にしたほうがいい。――あなたのためです」

「どこが」とミーナは思った。感情が表に出たのか、ファランドが脅おどした。

「このままでは痛い目を見ますよ」

「見せてもらおうじゃないの」

　目を細めたミーナは、すぐに剣けん呑のんな表情を笑顔に変える。

「なぁんて。笑ったほうがいいですよ、ファランドさん。顰しかめ面つらばかりじゃ肩かたが凝こっちゃいますから」

　冗談ぽく言って牽けん制せいしたが、内心はかなり本気だった。真剣に祈るなとは、聖職者に対する侮ぶ辱じよくだ。

　ファランドの瞳ひとみの色が冷えた。彼は苛いら立だちを殺すような口調で言った。

「あなたは何もわかっておられない」

「あなたはわかるように仰おつしやっていません」

　ミーナはぴしりと返した。生来の気の強さが首をもたげ、それでもまだ決定的な決けつ裂れつを呼ばないだけの穏おだやかな笑みを口元に残す。

　着任早々、領主の側近と揉もめるのは愚おろかだ。かといって言いなりになるつもりもなく、ミーナにしてみればぎりぎりの自己主張だった。

「不ふ慣なれで、見ていて危なかしいんですよね？　ごめんなさい、すぐにコツを摑つかみますから」

「そういうことにしておくわよ」と遠回しに言ったのだ。ファランドがここで話題を変えないなら仕方がない、全面戦争だ。

　ファランドが奥歯を嚙かみしめた。歯の軋きしる音が聞こえてきそうだった。首に筋が浮くのを、ミーナは見て見ないフリをする。

「朝食ですが。のちほど、お部屋にお持ちしてよろしいでしょうか」

　彼がやっと押し出した声は苦々しく響いた。譲じよう歩ほを受け、ミーナはその言葉が笑顔で言われたのと同じにうなずいた。

「お願いします」

　答えたとき、聖堂の扉がそっと開いた。顔を出したのは中年の女性で、ミーナを探しているようだったが、ファランドが共にいることに気づいてハッとする。

「す、すみません！」

　早口に詫わびて、音高く扉を閉めた。逃げるように足音が遠ざかってゆく。

　ファランドは「ほらみろ」とでも言いたげな顔をしていた。村人との接触を避さけるためにミーナを独りにしなかったようだ。なぜ？　うまくやっていけたほうがいいはずなのに。

　村人側の様子も妙だった。ファランドの声がかかった途端、みな動きがぎくしゃくした。彼を畏おそれているようだった。

「魔ま王おう伯はく」に仕つかえているからだろうか。ファランドも妖魔のように思われている、とか。

　大柄なファランドには迫はく力りよくがあった。にこりともしないのだから余計にだ。

「ファランドさん」

　声をかけると、彼は目だけを向けた。瞳の色に怯ひるんだが、ミーナは自分の唇くちびるに笑みを形作ってみせた。

　ファランドがぎょっとした。頭がおかしくなったのでは、と探るように見てから訊たずねる。

「なんです？」

「真ま似ねをしてみてください」

「ですから、なぜ」

「あなたが笑顔になれば、ナリスフレイさまの評判も変わるかしらと思って」

　ファランドは絶句した。沈黙のまま数瞬が過ぎ、ようやく彼が呻うめくように返す。

「――必要ありません」

「どうしてですか。畏れられて得るものなんてないでしょう？」

　ミーナの言葉で、ファランドの視線が刃やいばのように鋭するどくなった。剝むき出だしの怒りを感じ、ミーナの肝きもが冷える。

「司祭。あなたの務つとめは女神に仕えることで、あれこれほじくることじゃない」

「ええ。ですけど」

「わたしは、先ほどあなたに譲ゆずりましたよ司祭」

　だからおまえも口をつぐめ。そう言われてミーナは言葉を呑のみこんだ。ミーナはファランドの怒りの琴きん線せんに触れてしまったようだ。でもなぜ？

　ナリスフレイは自分が陰かげでどう呼ばれているかを知っている。多分、傷ついている。「住みこみでないほうが気が楽」「城の聖堂に、人々が来るとは思えない」などと言ったことからだって察せられる。

　なのに、村人とナリスフレイの間の垣根を取とり除のぞく行動を、ファランドは望んでいない。

　ミーナは眉み間けんに皺しわを寄せた。辿たどり着ついた答えは一つで、ミーナはそれを口にしてみた。

「部外者よそものは黙っていろ？」

　ファランドはミーナを見下ろした。脅すように冷ややかに言う。

「そうです。あなたの口は災わざわいの元だ」




　ミーナはまるで牢ろうへ戻される罪人のように私室に連つれ帰られた。ファランドは暴力こそ振るわず礼儀正しかったが、威い厳げんは看かん守しゆのそれだった。ミーナを丁寧に部屋に押しこみ、一礼して扉を閉める。

　施せ錠じよう音おんが聞こえるのではと、ミーナは思わず耳を澄ませてしまった。石像化していたはずのギーが寝室からパタパタ羽はばたいてくる。

「何やったんだおまえ。礼拝をしくじったのか？」

「成功したわよ。だけどちょっと、邪じや悪あくな執しつ事じ、じゃなくて家令と一戦ね」

　肩をすくめたミーナはファランドとのやりとりをかいつまんで話した。小ぶりな長なが椅い子すに勢いよく腰を下ろして、クッションを抱かかえこんでその上で両りよう頰ほお杖づえをつく。

「ふう。こんな横よこ槍やりくらうなんて」

　想像もしていなかった。おまけに笑顔の提案もウケなかった。ファランドは心底、かわいげも茶ちや目めっ気けもないらしい。

「だから言ったろ」

「あなたが言ったのは伯爵さまについてでしょ」

「んなもん一緒だ。けどよ、ヤツは正しいぞミーナ。ほっとけよ。よそ者は黙ってようぜ」

「できません。理由は二つよ。一つ、礼拝に手抜きは不可能だから」

「もう一つは？」

「むかっ腹が立ったから」

「何てこった」

「だってそうでしょ？　あんなふうに脅すなんて冗談じゃないわよ。それに、あの人はナリスフレイさまがどんなにお寂さびしい顔をしているか、誰よりも知っているはずじゃない」

　ミーナは髪からピンを抜いた。滝たきのようにあふれる糖とう蜜みつ色いろの髪を手で梳ときほぐす。緩やかなうねりが背を覆った。二つにわけ、三つ編みに編み直しながらつぶやく。

「非常に、気になるわね」

　ファランドは何かを隠そうとしている。しかも「ほじくり出してくれ」と言わんばかりのやり方で。事実、ミーナは興味を持ってしまった。どんな秘密が眠っているのか。

「おいミーナ。まさか大おお騒さわぎするんじゃないだろうな」

　口をつぐみ半眼になったミーナにギーがささやく。ミーナは両頰杖をついたまま、片方の目だけ見開いて怪バス物コイに答えた。

「あのね。わたしをどんなおばかさんだと思っているのよ。そんなことしません」

　揉めごとを起こせば、ファランドがミーナを追い出す恰かつ好こうの口実になる。

「じゃあ何する気だよ。何もしないなんて言うなよ、そんなの噓うそだからな」

　さすがにつきあいが長いだけあって、ギーはよくわかっている。

「そうね」と彼女は言った。理由も知らず、おとなしくファランドに従うつもりはない。

　不安げなギーに翡ひ翠すい色いろの瞳を煌きらめかせる。

「とりあえず。〈夕べの祈り〉は絶対手加減しないわね」




　手を抜かない〈祈り〉は、神経を針のように研とぎすます。

　その夜、真夜中を過ぎてもミーナは眠れなかった。明日も、日の出後すぐに〈朝の祈り〉があるというのに。村人に確かめたいこともあった。長いこと執り行われていない婚こん儀ぎや葬そう儀ぎがどのくらいあるのか。今からでも希望する者がどれくらいいるのか。

　一年間、だらだら時を過ごす気はない。任期切れまで暇ひまつぶしで逃げる気も。

　教区を任されたという気き概がいより、人々の顔を見て思った。あれほど女神を望む人々をミーナは見たことがない。護ってほしい。彼らは心から願っている。

　だから、ファランドの言いぐさに余計に腹が立つ。

　ミーナの胸はざわざわと騒ぎ、膚はだはすりむいたようにひりついていた。祈りの言葉を「歌い」、光が集まるあの感じは、通りすぎてしまうとなぜか、底のない不安へと変わる。闇が手を伸ばして脚を摑み、地の底に引きずりこもうとするような怖おそれが忍び寄る。

「ギー」

　ミーナは足元のバスコイを呼んでみた。獣けものが鼻を鳴らすような、長々とした音が返る。

「ふがー」

「ギーったら」

　声の調子を強くしたが無む駄だだった。ギーは楽しい夢の中だ。

　自分の目が冴さえているせいで、憎にくさは倍だった。お目付役兼けん護ご衛えいという「名目」こそあれ、日頃のギーはぐうたらだ。大抵その辺をぶらついているか、飼い猫のように昼寝をしている。

　規則正しいいびきに苛立ちを募つのらせ、ミーナはとうとうガバ、と布ふ団とんをはねのけた。寝台に身を起こすと、窓に引いたカーテンの裾に光が漏れていた。きっと満月だ。月が濃い。

　大陸の北にあるグメーラは、真夏でも夜は冷える。ミーナは暖かい毛け織おりのショールを持ってきた自分を褒ほめながら、寝間着の上からそれを巻まきつけた。寝台を滑すべり降りて窓辺へゆく。カーテンを引くと銀色の月の光があふれた。

　寂しい中庭は静まり、向かいの東館にも灯あかりはなかった。左右の北・南館も同じだ。城は眠りについている。

　室内を振り返ると、椅子の背が艶つややかに輝かがやいていた。暖かい色でまとめられているせいか、ふと心が和む。

　よく手入れされた部屋だ。色からすると、以前は女性が使っていたのだろうか。とりとめもなく考えたミーナは、ふいに気づいた。

　なぜ、この部屋だけ掃そう除じが行き届いていたのか。

　妙だ、と今さらながらに思った。二人暮らしで手の回らない城。廊ろう下かはあれほど埃ほこりっぽかったのに。

　ミーナは先触れもなく突然やって来たのだ。ここは間に合わせだったはず。

　掃除を欠かさないのは、誰かの帰りを待つからなのか。

　それとも、誰かの在りし日を偲しのんでいるのか――。

「どんな人だったのかしらね」

　ミーナは月に訊くようにささやいた。何だかグメーラは哀かなしいところのようだ。失った人、寂しげな伯爵、翳かげりばかりが目につく。

「わたしも、あんまり変わらない。か」

　お目付役の怪物。いわくありげな名前。

　自じ嘲ちようして、小さくミーナは笑った。だめだ。気が高ぶったままのせいで、つまらないことばかり考えてしまう。痛みを掘ほり起こすように。

　歩こう、と思った。そうすれば気が紛まぎれる。

　足音を忍ばせて廊下へ出た途端、埃に鼻をくすぐられてくしゃみを堪こらえた。

　廊下の窓は開け放しで、月がひっそりと照らしていた。歩くには充分だ。隅々は暗いが、怖いとは思わない。月もまたキリヤナの化け身しんである。満月である今、その加護は強い。

　祈禱書の〈月げつ光こう賛さん歌か〉を思い出しながら口ずさんだ。きちんとした抑揚ではなかったが、月の光がふわりと珠たまになった。蛍ほたるのようにミーナに吸い寄せられ、髪に、膚に触れて溶ける。いつのまにか、ミーナは月光を纏まとっていた。ほのかな銀色が護るように包んでいる。

　モヤモヤが消え、癒いやされてゆく。

　誰もがそうであればいいのに、と思った。「歌う」ことで、嫌なことやつらいことを忘れてしまえるなら。けれど、そんなふうにはできていないのだ。殆ほとんどの人は「聴く」ことでしか女神を感じられず、だからミーナたち聖職者は「歌う」。

　長い廊下を歩いたミーナは西館の端に行き当たった。建て増しのあとがあり、床や壁の色が変わる。角を曲がれば、北館だ。向こうのほうが古いようだ。わずかにじめついた臭いがする。

　鼻をひくつかせたミーナはたじろいだ。何だろう、空気が冷えた。月光を纏っているせいで灯りに不足はなかったが、先へ進むのをためらった。一歩踏み出して北館の廊下を覗のぞきこむ。窓と月の位置の関係で、光が弱く先は見通せない。

　知らず、踏み出した足を戻していた。「やめておけ」と心に鳴る警けい鐘しように従っておく。

　代わりに、すぐ側の階段を下おりた。中庭に出てみようかと思ったのだ。

　西館の一階には部屋がなく、太い梁はりに支えられた広い廊下となっていた。塔と塔をつなぐ幕壁に似ていて、上部に灯り取りの小窓が点々と開いている。風を感じないのは、時代が下ってそこにガラスを嵌はめこんだからだろう。昔は雨も雪も吹きこむに任せていたはずだ。

　中庭へ抜ける扉は、上半分がガラスになっていた。細かな鉛なまり枠わくに仕切られたガラスが、月の銀色に輝いている。扉の手前に、低い階段があるようだ。

　ミーナは裾を踏まぬよう、片手で寝間着をからげた。階段を上がろうとした瞬間、だしぬけに声をかけられた。

「蹴けるなよ」
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　声はすぐ近く、しかもほぼ真下から聞こえた。

　ぎょっとしたミーナは飛びすさる。寝間着から手を放してしまい、あやうく裾すそを踏ふむところだった。後ろによろめいて、どうにか堪こらえる。破は裂れつしそうな心しん臓ぞうをなだめながら、彼女は声の主を探した。

　相手は中庭に抜ける扉にもたれ、階段に座っていた。影になっていて見えず、たしかにあと一歩で思いきり蹴けるところだった。

「誰？」

　反射的にミーナは訊きいたが、声には聞き覚えがあった。グメーラ伯はくのそれだ。

「ナリスフレイさま？」

　おぼろげながら姿が見える。目が慣なれてくると白い部分――膚はだとシャツが目についた。

　ミーナに誰すい何かを受けた相手は答えなかった。長すぎるほどの間を置いて彼は言った。

「レイヴェン」

「え？」

「俺の名前だ。そんなに難しくないからな、一度で覚えろ」

　命じられて、ミーナは言葉に詰つまった。まじまじ、相手を見つめ直す。光量が足らずに近づいた。ミーナの纏まとう月光がその貌かおを照らす。――ナリスフレイだ。

　服も変わっていない。襟えり元もとにフリルのついたシャツと黒っぽいズボン。ただし、左耳に銀のピアスが光っている。遅い時間のせいか襟元も緩ゆるめられ、だらしなくならない程度に着き崩くずされていた。

　彼は手に何かを持っていた。甘くて、香りを吸いこむだけで鼻の奥が熱くなる火酒だ。

「ナリスフレイさまに似ているのね」

　実はそっくりだと思いつつ言った。レイヴェンと名乗った彼は、苦笑して答えた。

「兄弟だからな」

「兄弟？　双ふた子ごなの？」

「そ。あっちが兄貴」

　初耳だ。これだけ似ているなら、そりゃあ兄弟に違いないだろうけれど……。

「だけど、ナリスフレイさまはファランドさんと二人暮らしだ、って」

「俺を勘かん定じように入れたくないからね」

　ひどくあっさりレイヴェンは言った。

「いわゆる不ふ肖しようの弟なわけだ。それで、いないことになってる」

「そんな――」

「信じない？　じゃあそうだな。三つのとき、俺は気にいらない近所のガキを川に蹴り落とした。七つのとき、家か畜ちく小屋の柵さくを根こそぎ倒して、山や羊ぎを逃がしてやった。十で村のバーサンの大事にしている指ゆび輪わをくすねて、十三で明日が嫁入りって娘を口く説どき落とした。……あとは女絡がらみばっかりだな。あちこちから、とっかえひっかえ」

「何してるのあなた」

　すらすら例を挙あげられ、ミーナは呆あきれてため息をついた。

「まさか酔っぱらっていて、でっちあげているんじゃないでしょうね」

「まだ注ついだばっかりだ。一口舐なめたところにあんたがやってきた」

　彼はそう言って火酒をすすった。ごつい杯さかずきを持った手を、立てた片かた膝ひざに預あずけて訊たずねる。

「で、おまえは？　兄貴の女か？」

　上から下まで眺ながめ回され、ミーナは寝間着にショールを巻まきつけただけの姿に赤面した。胸元を掻かきあわせ、梳とき下おろして背中に流した髪を撫なでつけるが、ちっとも格好がつかない。

「違います。わたしは昨日、パラデールから派は遣けんされてきた者です」

「おまえ、聖職者か？」

　冗談を聞かされたような顔をされ、ミーナはむっとして答えた。

「そうよ。寝間着だからそれっぽく見えないかもしれないけれど。ミーナ司祭ヴアーリーです」

　レイヴェンはミーナを見上げた。彼の瞳ひとみに、髪を下ろしたミーナの姿が映うつる。

「キラキラしてるんだな、おまえ」

「ああ――。ちょっとだけ歌ったから」

「さらっと言う」

　自分を見下ろして確かめるミーナに、レイヴェンは笑った。

「司祭なら誰でも光を集められる、ってわけじゃないだろ」

　それは事実だ。

　ミーナを見つめていたレイヴェンは、なぜか苦笑した。

「要するに、あんたがやったわけか。朝と夕べの礼れい拝はいを」

「したわ」とミーナは肯こう定ていした。レイヴェンが何かを言いかけ、顔を顰しかめる。

「つっ……、くそ」

　苛いら立だちまじりにつぶやいた。片方の目だけ開けてミーナを見る。

「起きたときからあったま痛くてさ。何もできないし、眠れもしない」

「それで、こんなところにいるの？」

「ああ。ここにいると、扉越しに月を感じるだろ？　悪くない」

「そう」

　ミーナなら扉を開けて月光を浴あびたい。だがまあ、人それぞれだ。

　レイヴェンが訊いた。

「おまえは何でここに？」

「あなたと同じ。眠れなくて」

「頭も痛いとか？」

「いいえ、そこは違うけれど。身体からだがざわざわして」

「落ち着かない、か」

　言い当てられた。レイヴェンは少し考えるようにし、再び訊ねる。

「おまえはもしかして、兄貴にもこういう口きいてるのか？」

「えっ、あっ」

　ぞんざいだったかと身を縮ちぢめた。つい、レイヴェンの口調につられてしまった。

「すみません、以後気をつけます」

「気をつけるな」

　今度も命じられた。と言っても、語気は決して強くない。

「そのままでいい。ずいぶん久しぶりだからな、畏かしこまらない物言いは」

　彼はどこか懐なつかしむ顔をした。過去に思いを馳はせる表情がよぎる。

　兄弟でもずいぶん違うのだなとミーナは思った。どこか哀かなしみを秘めていたナリスフレイに対し、レイヴェンは苦々しい。目の配くばり方や仕草も、レイヴェンの方が荒っぽい。

　レイヴェンは杯を口に持っていった。湿しめした唇くちびるを舐めながら、杯をミーナに突き出す。

「飲むか？」

「いいえ」

　グメーラも属する北部の火酒は「魔の酒」と呼ばれるほど強い。ワイン一杯が限度のミーナでは、間違いなく潰つぶれる。

「水で薄うすめてもいいぞ」

「戒かい律りつがありますから」

　ミーナたちに許される酒はワインのみだ。それも、水質の悪い土地があるからと言う理由にすぎない。

「戒律なんざ破ったって、誰も見てないのにな」

　どこか挑いどむような顔をしたレイヴェンに、ミーナは澄すまして返した。

「女神は見ておられます。わたしが罪を犯おかしたと、あなたも知るし、わたしも知るでしょう」

「説教か？　俺の覚えている限り、俺に説教を聞かせた司祭はおまえが初めてだ」

　レイヴェンは空あいているほうの手で前髪を掻かき上げた。

「だから、こうなったんだろうな」

「乱暴者の女たらし？」

　率そつ直ちよくなミーナに、レイヴェンはにやりとした。

「そう見えるか？」

「あなたが告白したんじゃない」

　笑ったレイヴェンは身体をずらし、背後の扉を開けた。清せい冽れつな月光が二人を照らす。

　明るいところで見ると、彼はますますナリスフレイに似ていた。伯はく爵しやくでないのが不ふ思し議ぎなほどだが、表情はやはり違う。口の端を片側だけ、わずかに引くくせのせいだろうか。今にも皮肉を言いそうだ。

　月の眩まぶしさに、レイヴェンは目を細めていた。庇かばうように手をかざしながらミーナを見み遣やる。

「なあ、司祭さま。あんた、懺ざん悔げはできるのか？」

「聞く資格があるかと言うこと？　ありますけど」

　人々の迷いや犯した罪を聞き、共に祈いのるのも司祭の務つとめだ。

「ミーナ、だったな」

　レイヴェンはためらった。幾いく度ども視線をさまよわせてから、決意したように目を上げた。

「今、やってくれたりするか？　俺のために」

「今？　すぐ？」

「そう、ここで」

「そんな急に」

「いつまでこの気持ちが続くかわからんからな」

　敬けい虔けんな気持ちが、と言いたいようだった。気が変わりやすいのだろうか、それとも。

「司祭が嫌きらいなのね」

「嫌いってほど、側にいた試しがないがな。走って逃げたくなる、罪ばかりの身だ」

「それが苦しいのね」

「ああ」

　す、と目をそらすレイヴェンに同情がこみ上げた。幼おさない頃から、彼には諫いさめてくれる司祭などいなかったのだろう。

　この状態で祈れば、完全に眠れなくなる。だがミーナはその事実を押しのけた。

　だとしても何？　ミーナは司祭なのだ。

「いいわ。ただし祈き禱とう書しよも何もないから、一番簡単なものになってしまうわよ」

「それでいい。今、おまえにできることだけで」

「わかりました」

　ミーナが承しよう知ちすると、レイヴェンは酒杯を階段の隅すみに置いた。自分は階段を下り、ミーナの前に跪ひざまずく。ミーナは寝間着の胸元から〈女神の鏡かがみ〉を引っぱり出した。鎖くさりを首にかけたまま、鏡を表にしてレイヴェンに差し出す。こういうときのために、聖職者のメダルは鎖が長めに作られている。

　レイヴェンは押しいただいて、額ひたいに当てた。ほっとしたように声を漏もらした。

「あったかいんだな」

　それはそうだ。今までミーナに触れていたのだから。

「あなたが求めるのは、女神の導き？　それとも赦ゆるし？」

「赦しだ。罪を贖つぐないたい」

「ではレイヴェン」

　ミーナは厳おごそかな声を出した。神の前に立つ者に敬称はいらない。

「レイヴェン・ルシャイン」

　レイヴェンが名乗ったので、ミーナは言い直した。

「レイヴェン・ルシャイン。汝なんじの罪を告白なさい」

「俺の血はけだものだ」

　呻うめくような言葉がこぼれた。救いを訴うつたえるような調子だ。

「父から、祖そ父ふから、悪いものを受うけ継ついだ。そいつが、俺を狂わせる。夜よ毎ごと、もうずっと」

　グメーラ伯は代々奇き矯きような者が多い。村人の噂うわさをミーナは思い出した。

　レイヴェンは上うわ目め遣づかいにミーナを見た。瞳が揺ゆれていて、ミーナは胸を衝つかれる。

「俺は恥じている。盗みや乱暴や――、そういうものが人をどれだけ傷つけたか。キーラも」

　人の名前らしきものをつぶやく。その女性も正しくは「キリヤナ」だろう。

「俺が幸福への道を閉ざした。……面おも白しろ半分にな」

　レイヴェンが続けたが、声が急にくぐもり聞き取れなかった。ミーナは耳を傾けるために上体をかがめた。糖とう蜜みつ色いろの髪が滝のように流れ、レイヴェンの肩にかかる。

「こんな髪をしてたよ」

　メダルを放した彼が指を滑すべらせた。ミーナの髪が、その指の間で弧こを描いてこぼれ落ちる。

「赦しを乞こいたい」

　レイヴェンは指で絡め取った。そっと口へ持ってゆく。












「わたしの髪に口づけしても駄だ目めよ。赦されるためには祈らなくては」

「ああ、祈るよ。祈るから」

　しばしこうさせてくれと言うようだった。むげにもできず、ミーナはそのままにしておく。

「わたしの後に続いて唱となえて。『光なる母よ』」

「光なる母よ」

「『そそぐ慈いつくしみで我を浄きよめ給たまえ』」

「そそぐ慈しみで我を浄め給え」

　声は不ふ明めい瞭りようだった。無理もない、口が塞ふさがっているのだから。

「それだけですか、レイヴェン・ルシャイン」

「いや。まず、これまでの数限りない蛮ばん行こうを悔くいたかった。次へ行くためにな」

「では続けなさい。髪を放してから」

　髪の房ふさを引っぱると、レイヴェンはおとなしく従った。再びメダルに手を伸ばす。ミーナは髪を背に払った。けれどすぐに落ちてきてしまう。

「夜毎――、血が俺をそそのかす」

　レイヴェンはメダルを見つめてつぶやいた。

「どんなに耳を塞いでも消えない。ささやくんだ、駆かり立てる」

「何にです？」

「悪事」

「どんな？」

「まだ犯していない、けれど犯すはずのことだ。止めてくれるか、司祭さまヴアーリー」

「ええ」

「俺と一緒に祈って？」

　すがりつくような眼まな差ざしに応こたえ、ミーナはレイヴェンの手を握にぎった。

「祈ります。あなたの魂たましいが安らぎ、悪事を遠ざけられるよう」

「どんなふうに？」

　答えるより早く、ミーナは腕を引っぱられた。レイヴェンに覆おおい被かぶさるように倒れこむ。声を出すヒマもなかった。なす術すべもなく、半転しながら腕の中に抱き取られる。

　すぐそこにレイヴェンの顔があった。ミーナを見つめて訊ねる。

「こんなふうにか？」

「ちょっ――！　レイヴェン・ルシャイン！」

　叫さけんでもがいたが、力ではかなわなかった。ばたつかせた足は虚むなしく宙を蹴り上げる。

「何するの。放しなさい。わたしは聖職者よ」

「知ってる」

「あなたのしていることは、女神への冒ぼう瀆とくよ！」

「ああ、そうだな」

　レイヴェンは畏おそれるそぶりも見せなかった。耳元に息を吐きかけられ、ミーナは身を捩よじった。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。懺悔を聞いていたはずなのに。

　ちらりとミーナを見た、レイヴェンの目の端が笑う。謀はかられた！

　怒りで目の前が赤くなる。初めからこのつもりで、哀れっぽい顔などしたのだ！

「いますぐおやめなさい、罰ばつを受けますよ！」

　叫ぶと、ぴたりとレイヴェンの動きが止まった。彼はミーナの耳元にささやく。

「罰ならもう受けている」

　声には真実の響ひびきがあった。重いものを感じて身を竦すくめると、レイヴェンの指が背をなぞった。指に沿そって痺しびれが走り、ミーナは声をうわずらせた。

「バヌルの雷いかずちを呼ぶわよ！　あなたを打ち据えます」

「できそうだな、おまえなら」

　そう言うわりには、一向に手が止まらない。

「俺には、こうする権利があると思うがな」

　おまけに無茶苦茶なことまで言い出した。レイヴェンが鋭するどい視線をミーナに投げる。

「おまえのせいで頭が痛い」

「言いがかりよ！」

　ずっと頭痛がしていた、とレイヴェンは言っていたのだ。ミーナが殴なぐったわけではない。

　などと悠ゆう長ちように考えている場合ではなかった。この不ふ敬けいの輩やからをどうにかしないと。

　焦あせりながら頭を巡めぐらせたミーナは、ふいに目を閉じた。長いため息をつく。身体の力を抜くと、レイヴェンが顔を上げた。

「どうした。もう諦あきらめたか？」

「そうじゃなくて。訊きたいと思って。あなたを受け入れれば、あなたは安らぐのかって」

　いきなりレイヴェンが声を荒らげた。

「はっ。聖職者の自じ己こ犠ぎ牲せいの精神か」

「まさか。あなたにわたしを許したら、わたしが女神に背そむくことになるもの。間違いなく教団を追われるわ。よくても降こう格かくして、一生どこかの修しゆう練れん院いんの隅すみっこで下働きね」

〈堕おちたる者〉の烙らく印いんを押され、陰かげ口ぐちを叩たたかれながらの生活となる。

　ミーナは押さえつけられたまま、まっすぐにレイヴェンを見た。

「そうなったあかつきには、保証をいただきたいの」

　呆ほうけたように口を開けたレイヴェンが、口の端をひくっとさせた。苦笑めいたものがそこに浮かび、彼は訊いた。

「だったら、そのときはこの城に嫁に来るか？　伯爵弟夫人として」

　まるで悪いた戯ずらを持ちかけられたかのように、黒い目が煌きらめいた。

「泣き叫ぶより全然マシなこと言うな、おまえ」

　どうやら心からそう思っているらしい。乱暴を働きかけた事実を無視し、共犯者の笑みを覗のぞかせる。

　ミーナも同様のものを浮かべてみせた。

「もしかして、還げん俗ぞくしたいのかおまえ」

「いいえ。目指すは教きよう皇こうだもの」

「それにしちゃ妙なこと言うな」

　くすくす笑いの顔が近づいてきた。レイヴェンの腕が緩む。ミーナは目を伏せかけ、次の瞬間彼の頰ほおを思いきり叩いた！

　爪がレイヴェンの頰を走り、さっと血が滲にじんだ。既すでにミーナは立ち上がっていた。反応が遅れたレイヴェンの腹をこれでもかと蹴り飛ばす。

　低く呻いたレイヴェンが丸くなる。見下ろしたミーナは冷たく言い放った。

「こうするために決まってるでしょ」

　何でもいいから気を引いて、油断させたかっただけだ。

「このクソ女――」

　足首を摑つかまれないよう、ミーナはさっと退しりぞいた。まだ身動きのままならないレイヴェンに鼻を鳴らす。見上げたレイヴェンと目が合った。ミーナは余裕たっぷりに言ってやる。

「お大事にね。伯爵弟閣かつ下か」

　これみよがしに、すれすれを歩き去った。その背後で物音がする。

　肩越しに盗み見ると、レイヴェンは仰あお向むけに倒れていた。両手で腹を抱かかえ、天てん井じようにおとがいを反そらせて――笑っている。

　それは、してやられた自分も、この結末も傑けつ作さくだと思っているような声だった。つまり本気じゃなかったのだ。からかってみただけ。ちくしょう！

　赤くなったミーナは、寝間着を殆ほとんどたくし上げるようにしてずんずん歩いた。

　レイヴェンの笑い声が、いつまでも追ってきた。




　そんな夜は眠れるはずもなく――と思っていたミーナは、夜明け前に意識を失った。どうやら怒りすぎて頭の中が真っ白になり、却かえってそれが身体を緩めたらしい。

　ほんの一時すうっと眠りに落ちこみ、目覚めたのは日の出の直前だった。「空が白み始めている」とギーに揺さぶり起こされ、慌てて身み支じ度たくを整える。半分寝ぼけたまま行おこなった〈朝の祈り〉は最悪だった。気持ちが入らず、言葉が空回りする。

　礼拝の最中、ミーナの心を占しめていたのは怒りだった。あらためて思い出すたび、レイヴェンが忌いま々いましくなる。

　彼はミーナを利用したのだ。聖職者としてどう振る舞うかを承知していた。司祭が嫌いだから？　かもしれない。ちょっとした退屈しのぎ？　かもしれない。

　理由がどうであれ、失礼だ。聖職者に対しても、女性に対しても。

　背を這はい、腰をなぞった手を思い出し、身み震ぶるいが出た。火酒でかすかに甘かった吐と息いき。熱かったささやき声。ああもう、消してほしい、今すぐに！

「レイヴェンはあんなことばかりしているんだわ」とミーナは思った。女性絡みの問題ばかりだと言っていたから、きっとそうだ。あちこちから、とっかえひっかえ。相手はすすんで身を任せるのだろうか。それとも意思などおかまいなしに？

　そんなのどっちでもよかった。不ふ愉ゆ快かいなのに変わりはない。あのときは頭が回らなかったけれど、言ってやればよかった。「あなたがお兄さんを魔ま王おうにしているんじゃない？」と。あの二人は似すぎるほど似ている。悪事を働くのが弟でも、いつしか兄だということになってしまったのかもしれない。

　礼拝が終わるなり、ミーナは聖堂を飛び出した。今朝はファランドがおらず、本当は村人に近づく絶好の機会だったのに。それをふいにしても、文句が言いたかった。

　兄のほうにだ。レイヴェンを探さなかったのは、少しばかり怯ひるんでいたからだ。また押さえこまれたら、もうあの手は通じない。

　ギーが味方になってくれれば。けれど彼は乗り気薄だった。「正体を明かす時期でない」というのが一つ。「結局何もなかったんだろ」というのが二つ。

　それが、普段若い男性と口をきくだけでカリカリするお目付役の言いぐさだろうか。ぐうたらすぎる。

　ミーナは城館の階段を上がり、ナリスフレイの朝食室に飛びこんだ。間取りを知らなくても、見つけるのは簡単だった。埃ほこりっぽい廊ろう下かの足跡を辿たどれば、いずれ行き当たる。

「司祭」

　音高く扉を開けたミーナに、ナリスフレイは目を丸くした。彼は傍かたわらのファランドと話をしていたようだが、ぼそぼそ聞こえていた声が、彼女の登場で途切れた。

「おはよう。――どうかしたかい？」

　ミーナの剣けん幕まくに驚きながらも、ナリスフレイはその場を丸く収おさめようとした。

「礼拝が終わったのなら、朝食を一緒にどう？」

「聞いていただきたいお話があります。そちらが先です」

「それは。まあ、かまわないが……」

　面食らいつつ承しよう諾だくする伯爵の横で、ファランドが渋しぶい顔をしていた。無礼者と言いたいらしい。

　ミーナは家令を黙もく殺さつした。甦よみがえる彼の言葉にも腹が立つ。「このままでは痛い目を見る」。どんな意味だったかはともかく、たしかに痛い目は見た。昨夜。

「伯爵さま、あなたの――」

　言いかけたミーナは愕がく然ぜんとして口をつぐんだ。信じられない思いで訊ねた。

「ナリスフレイさま、その傷……」

　若き伯爵の頰には、一筋、赤い引っかき傷が走っていた。
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　ミーナの言葉に、ナリスフレイは頰ほおを撫なでた。傷に障さわったのか、軽く眉まゆを寄せる。

「ああ、これ。今朝起きたらこうなっていたんだ。寝ていて何かにぶつけたのかもしれない」

　ミーナは混乱した。ぶつけた？　そうは思えない。傷は昨夜、彼女がレイヴェンを叩たたいたのと同じ場所にある。

　伯はく爵しやくがレイヴェンなのだろうか。まさか。でもなぜ？　「弟だ」などと名乗る理由は？

　ミーナは、彼の耳にピアスを探した。銀の輝かがやきはなく、穴があるかはよくわからない。

「それ、引っかかれたように見えますけど」

「引っかけたんだろうな。本の角か何かに。昨日は何冊か本を寝ね床どこに持ちこんでいたから」

　さりげなく言い直された。「引っかく」と「引っかける」。わずかな違いだが、意味の差は大きい。

「目立つかな」

　食い入るように見つめていると、恥ずかしそうに伯爵が訊たずねる。ミーナは曖あい昧まいにうなずくしかできなかった。何とか言葉を押し出す。

「わたし。――昨日の夜、男の人を叩いたんです」

「本当に？」

「ええ。ナリスフレイさまにそっくりな方だったんですけど」

「夢じゃないかな」

　ナリスフレイが笑いまじりに言った。

「だって、わたしは叩かれてないから。少なくともわたしじゃない」

　声は面おも白しろがっていた。空そら惚とぼけるにしてはうますぎる。

「――ナリスフレイさま。夜だけレイヴェンと名乗ったりしていませんか」

　ナリスフレイが苦笑して、「いや」と否定した。

「でしたら、そういう名の弟がおいででしょう？」

「わたしは一人っ子だよ。わたしを産んですぐに母がみまかって、その後、父は死ぬまで独り身を通したから。なんなら誰かに訊きいてみてくれていい」

「その通りですか、ファランドさん」

　ミーナとしては不意をついたつもりで話を振った。ファランドはまったく動じなかった。

「仰おつしやる通りです」

　二人共に否定されてしまい、ミーナは黙るしかなかった。ばつの悪い思いをしているのを見て取り、ナリスフレイが場を救う。

「司祭。朝食にしよう。一仕事終えてお腹がすいているでしょう。ファランド、支し度たくを」

「お腹」とミーナは声に出した。

「そう、思いきり蹴けってやったから、痣あざになっているはず」

　言いながらナリスフレイの腹部に目をやった。伯爵は困こん惑わくしながら訊ね返す。

「ええと、司祭。もしかして、……わたしの腹を見たいって言ってる？」

　ミーナがうなずくと、彼は眉をひそめながら言葉を選んだ。

「あなたはわたしを疑っていて、腹を見せればその疑いが晴れるんだよね？　で、晴れた後は？　気まずくならない？」

　それは、なる。

「ですけど、わたしも噓うそをついているわけじゃないんです。本当に――」

　身振りでナリスフレイが遮さえぎった。

「あなたを責せめたり、おかしいと言っているわけじゃないよ。だってあなたは会ったんでしょう、そのレイなんとかいう男に」

「会いました」

「けれどそれはわたしじゃないわけだから。うーん、仕方ないか」

　ナリスフレイは椅い子すを退ひいた。立ち上がってシャツの釦ボタンに手をかける。

　気軽すぎる伯爵の行動に、ファランドがはじかれたような大声で止めた。

「フレイ、度が過ぎます！　あなたもです、司祭。弁わきまえなさい、これは伯爵に対する侮ぶ辱じよくだ」

　気き迫はくに、ミーナもナリスフレイも抗あらがえなかった。ファランドは問答無用でナリスフレイのシャツを直し、叱しかられた子どものような伯爵から離れる。

「司祭の朝食をお持ちします」

「毒薬をお持ちします」にも通じる声音で言って、彼は部屋を出ていった。椅子にかけたナリスフレイに促うながされ、ミーナも真向かいに腰を下ろす。

　ぎこちなく目が合うと、ナリスフレイが先に微笑ほほえんだ。とはいえ、この機会に素す早ばやくシャツをはだけるつもりはないようだった。着き崩くずれればバレる。面倒になるのは見えていた。

「すみません」

　ミーナは詫わびた。彼はとばっちりを食ったようなものだ。

「いや、いいよ。それより、闇なるグメーラにようこそ」

　声は皮肉に満ちていた。ミーナにというより、土地に対するそれだ。

　ため息を一つついて、ナリスフレイは話し始めた。

「本当は、何か起こるだろうと予想していた。昨日、あなたのおかげで数年ぶりに〈祈いのり〉が甦よみがえったからね、妖よう魔まにしてみたら不ふ愉ゆ快かいこの上ない出来事だ」

「その仕返しですか？」

「ちょっとした腹いせ、かな。これが初めてだとは言わないよ」

　ミーナの背筋が冷えた。あれは妖魔だ、とナリスフレイは言うのだ。

「どうやらわたしの姿を盗んだようだね。やれやれ、一言断ってもらわないと」

　ナリスフレイはあえて冗談にしてみせた。

「平然としすぎて見えるかい？　けれど、これくらいで騒さわいでたらグメーラ伯は務つとまらない。なんて言ったら怖いかな？」

「いいえ、怖くは。何だか納得がいかないですけど」

　ミーナは、ナリスフレイの理由を問う眼まな差ざしに答えて言った。

「あの人、温かかったです。妖魔は氷のように冷たいって言いますよね」

「言い伝えとしてはね。それはおそらく、女神が光の化け身しんであるのに対する位置付けのためじゃないかな」

「信じていらっしゃらないんですか、ナリスフレイさま」

「……まあね。それより司祭。気がつかなかった。あなたが叩いたなら、そいつはあなたにそれほど近づいて――？」

　遅まきながら、はっとナリスフレイが青ざめる。

「特に何事もありませんでした。痛い思いをしたのも、怪け我がをしたのも向こうです」

「意外に乱暴――失礼、勇ゆう敢かんなんだ」

　安あん堵どしながら、ナリスフレイが口を滑すべらせた。睨にらみつけると、笑いながら詫びる。

　その笑顔と雰ふん囲い気きに追求はうやむやになってしまった。ミーナの朝食が運ばれてきて、話題は当たり障りのないものに始終する。

　礼儀正しい会話を続けながら、ミーナは内心目を細めていた。あやしい。いつの間にか、うまく丸めこまれてしまったフシがある。

　昨日ミーナが会ったのは妖魔で、あれはささやかな怪かい異い。これが伯爵の主張だ。公平を期すなら、被害らしい被害の出ない、その程度の報告は各地にある。けっこう多い。そして妖魔は闇にひそむ。退魔の護ご符ふがないような場所には、どこだろうと入りこむのも確かだ。

　とはいえ、妖魔が佇たたずむだろうか。月を扉越しに、火酒の杯さかずきなど持って。

　ミーナとしては納得のゆく説明は二通りだ。

　レイヴェンは、いると見なされない不ふ肖しようの弟。

　もしくは、ナリスフレイの夜の顔。

　頰に傷があることを思えば、説は後者に傾かたむいている。

　今ミーナに向けている春の陽ひだまりのような表情が、夜、別のものに変わる。レイヴェンの目。レイヴェンの手。想像して感覚が甦り、うっすら、頰が朱に染そまった。

「司祭？」

　伯爵に怪け訝げんな顔をされ、ミーナは焦あせった。慌あわてて返事をしようとし、舌を嚙かんでしまう。

「何でもありません」

　舌がじんわり痛くて、笑顔が少し引きつった。




　予定になかった朝食会を終え、ナリスフレイはミーナと別れた。ゆうべよく眠れなかったという彼女に、彼は昼寝を勧すすめた。司祭館がない以上、日々のこまごまとした勤つとめもない。〈夕べの祈り〉までおとなしく寝ていてくれるのなら、そのほうがいい。

　廊ろう下かで珍めずらしく、通いの掃そう除じ夫ふと行き会った。いつもは柱の隅すみに逃げこむのが、礼れい拝はいに出て気が大きくなったのかその場で頭を下さげた。鷹おう揚ようにうなずき返して執しつ務む室しつへ向かう。振り向いて様子を窺うかがっているのは承しよう知ちだ。普段通りを心がける。

　執務室の扉を閉ざしてほっとした。部屋を横切って窓を開け放つとき、硝子ガラスに映うつった自分を目で追った。こわばった顔。

　あるいは嘲あざけりの表情。

　窓に背を向けてもたれ、ナリスフレイは腹を手で庇かばって毒づいた。

「……くそ」




　それからの数日を、ミーナはナリスフレイを避さけて過ごした。

　真相を突きとめるつもりはある。わからないものをそのままにしておけない性分でもある。けれど、どうにも心が騒さわいで仕方がなかった。恥ずかしいというか、気が咎とがめるというか。ナリスフレイと顔を合わせると、余計なことばかり考えるのだ。彼を透すかし見るように、レイヴェンの気配を探してしまう。

「レイヴェンが気になっているの？」という内なる声を、ミーナは全身で否定していた。そういう――そういうわけじゃない。レイヴェンは不ふ埒らちな真ま似ねを働いたのだ。ミーナには一いつ矢し報むくいる権利がある。などと思ってみても、それが既すでに気になっている証しよう拠こだった。しかも一矢なら、あの夜のうちに報いている。

　かといって、夜、もう一度城内をさまよう勇気はなかった。次に会ったらレイヴェンはどうするだろう。予測がつかない。

　村人たちとの距離もなかなか縮ちぢまらなかった。礼拝は相変わらず盛せい況きようで、誰もが餓うえたように女神を求めている。みな、心が痛むほどに熱心だ。

　彼らはまた、ミーナに話しかけたいそぶりを見せていた。ミーナも応こたえたかった。けれど果はたせていない。ファランドがこれまで以上に睨みを効きかせている。

　我が慢まんも限界に近づいていた。遠くない将来、ミーナは癇かん癪しやくを起こすと断言できる。

　そんなある日、〈朝の祈り〉のために聖堂に赴おもむいたミーナは、集まった人々の顔色の悪さに眉根を寄せた。みな、今にも叫さけび出しそうに張はり詰つめている。

「どうしました」

　ミーナの背後から声がした。ファランドだ。日頃ファランドを怖おそれているような彼らが、今日はなぜか一様にほっとした。まとめ役らしい老人がファランドに近づく。

「ファランドさま。村にまた――」

　老人は含ふくみを持たせ、語尾を濁にごした。これといって表情を変えずにファランドがうなずく。

「わかりました。行きましょうか」

「ですが礼拝が……」

「ならば、終わり次第」

　短い、ささやきに近いやりとりが続く。ファランドはミーナに背を向けていた。会話から締しめ出したいのが明らかだ。ファランドはミーナを振り向いて「どうぞ」と言った。儀式を執とり行えというのだ。

　あれこれ文句を並べる代わりに、ミーナは片眉を上げた。それを見たせいか、村人の誰かから声が飛んだ。

「ファランドさま、司祭さまに来ていただいてはいけませんか」

　声は若い女性のもので、震ふるえていた。ファランドやまとめ役の叱しつ責せきを怖れているのかもしれない。

「何かあったのですね」

　ミーナはファランドに向かって訊いた。人々の怯おびえようと司祭を頼る点、この二つから推測はついた。

「怪異ですか」

「畑の作物が……！」

　男性がうわずった声を逬ほとばしらせた。口々に周りが諫いさめたが、また別の所から誰かが言う。

「家か畜ちくもです」

「そちらへ先に参りましょう」

　ミーナはきっぱりとうなずいた。隠かくそうとするファランドに怒りを覚えた。厳しく言ってやる。

「お忘れですか、妖魔から人々を護まもるのもわたしの務つとめです」

　あとは有う無むを言わさず、まとめ役を振り向いた。

「案内をお願いできますね」

「司祭――」

　苛いら立だちを抑おさえるファランドを、ミーナは見上げた。

「あなたもいらっしゃいますよね」

　主導権を握にぎるセリフに、ファランドの瞳ひとみがぎらついた。どこまでも不愉快な女だと思われたのがわかる。不愉快で上等だった。問題が怪異である以上、ミーナに退くつもりはない。ミーナは司祭なのだ。

　ファランドの出方を窺うような村人たちは、けれど目に見えて安堵していた。「ほら」とファランドを非難したかった。司祭が来ると言うだけで、これだけ違うではないか。

「こちらです、司祭」

　自分が案内役を買って出ることで、ファランドは優位を取り戻そうとしたようだった。

　ミーナたちはぞろぞろと聖堂を出た。伯爵城のある丘から、村への道を下ってゆく。夜が明けたばかりで、まだ空気は冷たい。東の空ではじけた曙しよ光こうが、石いし垣がきが幾筋も横切る、黄色い花に覆おおわれた荒れ野をゆっくりと染め変えてゆく。石ころだらけの道に、ミーナたちの影が伸びる。

　村は殆ほとんどが農家だ。風をよけるために傾けい斜しやのついた屋根は低い。どれもがっしりとした造りで、まるで地に根を生はやしているかのようだ。

　家の周りには、石塀に守られた小さな畑がぽつぽつ作られていた。グメーラの痩やせた土地は耕こう作さくには向かず、よさそうなところを見つけては作物を植うえているのだろう。

　その畑で、まだ赤ん坊の食事にすら足らないような育ちきらない根菜が、地面から顔を覗のぞかせていた。根こそぎだ。

　ひっくり返って植わっている、と気づくのにしばしかかった。

　畑に掘ほり起こしたあとはない。初めからこう植えられていたとでも言うように。とうてい、人の手によるものではなかった。妖魔のしわざだ。

「ひどい、なんてこと」

　つぶやいたミーナにまとめ役が首を振る。

「踏ふみにじられたわけではないですから、埋うめ戻もどせばどうにか育ちましょう。ですが、失われたものは戻りませぬ」

　ミーナは、失われたものが何かを間もなく知った。辺り一面に白い羽は根ねが散っている。鶏にわとりの羽根だった。かすかな風に、一つ、二つとあおられてはためく。やわらかい羽毛が、綿のようにふわふわと舞った。

　鶏がどうなったのかミーナは訊かなかった。訊かずともわかった。かなりの羽根が赤黒いもので濡ぬれている。

「やられたのは、どのくらいです？」

　ファランドの言葉にまとめ役が答える。

「四、五羽でございましょうか」

　鶏は、と含む口調だった。まとめ役を見み遣やったが、彼は黙ってミーナを荒れ地の斜面へ連れていった。辺りには大きな石がごろごろと転ころがり、羊し歯だと苔こけがすべてを征服せんばかりに覆っている。

　その中ほどに、折りかさなって横たわる影があった。白っぽい毛皮の――山や羊ぎだろうか。近寄りかけたミーナは立ちすくんだ。息を詰める。

「司祭さま？」

　たちまち彼女を囲む村人たちが緊張した。ミーナは首を振る。

「いいえ。大丈夫」

　噓うそだった。ここには彼らの気づかない臭においが立ちこめていた。正しくは「気配」だろうか。空気が禍まが々まがしく歪ゆがんでいる。

　ミーナは鳥肌を立てた。司祭になるための勉強中、候補者たちを集めて開かれた会を思い出す。それは秘密の会だった。幾いく重えにも築いた力の壁の中で、枢すう機き卿きようが封印を破って開いた筺はこからも、これと同じ気配が漂ただよった。

　妖魔の気配だと覚えさせるためのものだ。あのときの、身体からだが氷に変わるような冷たさをミーナは忘れていない。

「ヴァーリー！」

　足元にまつわりつくようについてきていた子どもたちが、ミーナの僧そう衣いにしがみついた。泣き声の彼らの頭を、ミーナは撫でてやる。一般に、子どもは敏びん感かんだ。説明のつかない恐おそろしさを感じたのだろう。

「ここにいるのよ」

　子どもたちを見ているよう、大人たちに目め配くばせで頼んだ。辺り構わず触るために汚れた子どもたちの手を僧衣からそっと外はずして、ミーナは死んだ山羊の前に立った。

　山羊は二頭いた。親子のようで、一頭はもう一頭より一回り小さい。顔もあどけなく、草地を跳はねるように駆け回る姿が目に浮かんだ。

　二頭は安らかな顔つきをしていた。けれど鼻はな面づらは霜しもに覆われ、毛皮は氷の屍し衣いに包まれている。

　凍りついていた。盛せい夏かだというのに。

「こいつら、昨日までは生きてました。俺が自分で餌えさやって、小屋に追いこんだんです」

　持ち主の男が言った。悲しんでいいのか怒るべきかわからず、戸と惑まどっているようだ。

「『妖魔が手を触れた』のね――」

　人や獣けものが不可解な死を迎えることをそう呼ぶ。この死に様で、それ以外は考えられない。

「埋めてやりなさい。いつものように、貴き石せきと一緒に」

　ファランドが指示を出した。聖職者に頼らない浄じよう化かの方法だが、ミーナは聞きき咎とがめた。

「いつも？　こういうことがしょっちゅう起こるの？」

「グメーラは怪異の多い土地ですので」

　ファランドは答えたが、だったらいいというものではない。村人たちの諦あきらめたような顔も気になる。

　ミーナは質問しかけたが、ファランドのほうが早かった。男たちを促す。

「さあ早く。使った分の貴石は、代金を届けますから買い足しておくように」

「その必要はありません」

　ミーナは駆け出そうとする男たちを止めた。怒りを目に宿すファランドに挑いどむように言う。

「わたしが祈ります」












　人々の間からどよめきがあがった。喜びと怖れがない交まぜになっている。

「司祭」

　ファランドが警告の顔つきをした。ミーナにはその理由がわからない。浄化は貴石でもできるが、司祭が祈るほうが効き目があるではないか。少なくとも人々は安心する。

　ミーナはかまわずに、さっさと草地に膝ひざをついた。知るものか。

　半なかば目を開けたままの二頭。面白半分にむしられた命が哀あわれだ。

　ミーナが首からさげたメダルをたぐると人々が倣ならった。ミーナは「歌う」。声に惹ひかれて集まる光が、二頭を苦しみのない世界へ導いてくれるよう祈る。

　目を開けると、死んだ山羊たちは穢けがれない姿を取り戻していた。それどころか、毛皮は洗い立てのように真っ白だ。

　妖魔の冷たい気配も消えていた。静かに息をついたミーナにだけ聞こえるよう、ファランドが押し殺した声でささやく。

「満月が過ぎ、これから朔さくにむかうという時期に――」

　ぎくりとしたミーナに、まとめ役の男が、敬うやまうように頭こうべを垂たれて歩み寄った。

「もう一つお願いできますでしょうか、司祭さまヴアーリー」

　彼はファランドに逆らうと決めたようだ。目に揺ゆるぎのない光がある。

　ミーナはうなずいて立ち上がった。軽い目め眩まいを感じた彼女を、婦人たちが両脇から支える。

　ファランドは何も言わなかった。今、村人を咎めるつもりはないようだ。斜面を下り、別の場所へ向かうミーナたちについてくる。

「ここ、どなたの家？」

　ミーナは案内された家の前で訊いた。特別変わったところのない農家の一つだ。荒あら漆しつ喰くいの塗ぬられた母おも屋やと家畜小屋が鉤かぎ型がたに配置され、残りの二辺を黒ずんだ石垣が囲った、小さな中庭つきのものである。

　入り口には鋳ちゆう鉄てつの魔ま除よけがかけられていた。女神を守る軍神、バヌルの鉄てつ槌ついだ。各地で見られる風習で、土地によっては扉に紋もん章しよう化かされた鉄槌が彫ほりこまれていたりもする。

「逆さかさになってる……」

　鉄槌は上下を返され、柄えの部分が上になっていた。魔除けを否定する、つまり「呪われろ」と言うも同然の行為だ。

「いたずらにしてはひどすぎるわね」

　魔を呼ぶと言われるため、めったなことではここまでしない。

「グメーラでは悪いた戯ずら以上の意味を持ちます」

　まとめ役の声が不吉に響ひびいた。

「これは『魅み入いられたしるし』です。合図と言うべきでしょうか」

「合図？」

「そうです。この家の誰かを連つれていく、という」

「誰が、誰を？」

　寒気を感じながらミーナは訊いた。

「魔ま王おう伯はくがだよ！」

　誰かが吐き捨てるように叫んだ――。
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　魔ま王おう伯はくが村人をさらう。その言葉は恐おそろしいほどの沈黙を生んだ。恐おそれをなしたまとめ役が、言った者は名乗り出るよう命じたが、さすがに従う者はなかった。見せしめに縊くびり殺されると感じたのかもしれない。実際、ファランドがやりかねないほどの怒りを纏まとっていた。空気が、彼の周りだけ冷える。

　だがファランドは村人の叫さけびを黙もく殺さつし、ミーナに訂てい正せいしてみせた。

「これは妖よう魔まのしわざです」

「おうちの方は中にいらっしゃるのかしら」

　うなずいたミーナは訊きいた。ことさら、さりげない口調を保つ。張はり詰つめた空気をなんとかしたかったのだ。それには、話を進めるのが一番いいように感じた。

「兎うさぎみたいに怯おびえてまさ」

　農夫の一人が怒りをこめて答える。妖魔、もしくは伯はく爵しやくに対する怒りのようだ。

　ミーナは扉を叩たたこうとし、そうしていいものだろうかとためらった。まとめ役の老人が代わりを引き受けた。潮しお風かぜに吹かれ白茶けた扉をドンドンと叩いて名乗り、司祭を連つれてきたと告つげる。すぐ、中で動きがあった。慌あわてたために物に蹴け躓つまずくような音が響ひびいて、閂かんぬきが耳みみ障ざわりに外はずれた。若い男が顔を覗のぞかせる。ここのあるじのようだ。

　彼は目を血走らせていた。髭ひげも剃そっておらず、人々の中からミーナを選び出すと呻うめいた。

「司祭さまヴアーリー……」

　縋すがりつく顔をしてミーナたちを招まねき入いれる。足を踏ふみ入れた室内は暗かった。窓という窓がかたく閉ざされ、古ぼけたテーブルに置かれた蠟ろう燭そくだけが部屋を頼りなく照らしている。

　夜と恐怖に支配された空気に、ミーナはまず言った。

「窓を開けましょう。大丈夫、いまは昼間です」

　表情をこわばらせる男に、ミーナは女神が守ってくれるからと力づける。鎧よろい戸どは、ミーナと一緒に入ってきた村人たちが外した。朝の光が灰色の室内を浮かびあがらせる。中には扉がなく、台所と居間は石の壁で仕切られている。火の消えた暖だん炉ろの側に置かれた長なが椅い子すで、男の家族が寄り集まっている。

　男の妻らしい女性が、幼おさない子どもを二人、腕の中に抱かかえていた。その隣にはミーナよりも若い少女が一人、青ざめて座している。顔立ちがよく似ているから、あるじの妹だろう。

　彼らは食い入るようにミーナを見つめていた。はっと立ち上がったのは若妻で、無意識にか数歩前に出た。口を開きかけるが言葉にならない。涙があふれ、そのまま顔を覆おおってしまう。

「しっかりして。さあ、座りましょう」

　ミーナは彼女を支えて長椅子に戻らせた。座り直した母親の嗚お咽えつは止まらず、怯おびえた二人の子どもがそのスカートにしがみついた。幼いほうの男の子が母親とミーナを見比べ、おずおずとミーナの編あみ下さげた髪に触れる。

「平気よ、怖がらなくていいの」

　敷しき石いしの床に膝ひざをついたミーナは子どもに微笑ほほえんでみせた。幽ゆう霊れいのように血の気を失ったあるじの妹が、声を震ふるわせながら訴うつたえた。

「この子たちにはお義ね姉えさんが必要なんです。ですから、行くならわたしが――」

「だめよ」、「馬ば鹿かを言うんじゃない」と兄夫婦の声が重なった。部屋を横切ってきた兄が、妹の肩かたを摑つかんで激しく揺ゆさぶる。

「そんなことはさせない。俺がさせない！」

「落ち着きなさい」

　ファランドの声がかかると兄妹はびくりとした。あるじである兄がとっさに言い返そうと顔を上げた。が、言葉は呑のみこまれた。目をそらして答える。

「……はい」

　そのやりとりに、ミーナはひそかに眉まゆをひそめた。奇妙だ。どういうことだろう。

　逆さにされたバヌルの鉄てつ槌ついは、妖魔に『魅み入いられたしるし』だという。けれど村人はそれを「伯爵に魅入られたしるし」と同義に受け取っているようだった。しかも、狙ねらいはどちらかの女性だと決めてかかっているふうだ。この家にはあるじも、二人の子もいるというのに。

「以前にもこういうことが？」

　ミーナは誰にともなく訊いた。誰も答えなかった。見回すと皆が視線を避さけ、揺るぎないファランドのそれとぶつかることになる。

　ファランドは「すべてはおまえのせいだ」と言うような顔をしていた。だが、質問に答える気はないらしい。

「怖れるな。きっと司祭さまヴアーリーがお力になってくださる」

　まとめ役の声がした。怯えた家族の顔に希望がひらめき、けれどすぐに消えた。

「ですが」

　漏もれたのは、幾いく度ども裏切られてきた者のつぶやきだった。それをまとめ役が否定する。

「この方は光に護まもられている。われらを護ってくださる」

　断言にファランドが顔色を変えた。目で人が殺せるなら、ミーナは死んでいただろう。




　村から戻ったミーナの話をギーは黙って聞いていた。辛しん抱ぼう強づよく、という表現がふさわしそうだ。話が進むにつれ眉み間けんの皺しわがどんどん深くなり、結んだ口の中で尖とがった歯が軋きしる。

「というわけなの」とミーナが締しめくくった途と端たん、ギーは雷かみなりを落とした。

「どうするんだよおまえ。こんな、どっぷり首まで漬つかっちまって」

「けりがつくまで関わるしかないと思うの」

「ミー。ミーミーミー」

「やめてよ。その連呼、思いっきりバカにされてる気分」

「バカにしてるに決まってるだろ。だってよ。けりがつくっておまえ――」

「これ、自分が蒔まいた種だもの。刈かり入れだけ人に押しつけるようなことはしたくない」

　そういうのはミーナのやり方ではない。たとえ愚おろかだと言われても。

　ギーは頭を掻かきむしらんばかりになった。

「だからさあ。俺は言ったろほっとけって。家令だって引っこんでろってさあ」

「無理よ。怪かい異いをしらばくれるなんて、それだけはできない」

「だからって、ああくそっ。やってくれたなバーサンども」

　ギーの怒りは、ミーナにグメーラ行きを命じた教きよう皇こうと枢すう機き卿きようらに向かった。腹黒、ごうつくばりとひとしきり悪あく態たいをつく。

　状況とはあまり関係ない悪態だと思ったが、ミーナは黙っておいた。ギーだってわかっているだろう。要は八つ当たりしたいだけなのだ。

　バスコイには好きなだけ罵ののしらせておいて、ミーナはため息をついた。

「なんだか、どんどん変な方向に行ってる……。ううん、そもそも初めから変なのよね。怪異が多いなら、どうしてもっと教団を頼らないのかしら」

　パラデールには、妖魔との戦いに特化した聖職者の集団もある。グメーラ伯が要よう請せいすれば、教皇は派は遣けんを厭いとわないだろう。

　だが伯爵が、というよりファランドが取っているのは逆の態度だった。司祭を歓かん迎げいせず、ミーナを問題の外に置こうとしている。

「そのほうが、みんな安心して暮らせる気がするんだけど」

　領民たちは女神の加か護ごを望んでいる。否、ずっと望んできたのだ。

　ただ、戦う相手は妖魔ではないように思えた。グメーラ伯ナリスフレイだ。

　彼らは本気でナリスフレイを「魔王」伯だと考えている。もしくは妖魔と同義のように。

「魔王伯の噂うわさは真実ってことかもな」

「まさか。いやだ、ギー、あなたナリスフレイさまから妖魔の気配を感じるの？」

「ああ、と言いたいとこだけど、いいや」

　ただしこの間見た限りでは、と注ちゆう釈しやくがついた。ギーは、グメーラに到着したその日、鞄かばんの中から覗き見ただけだ。

「それじゃあファランドさんが、っていうのは？」

「おまえはどう思う、ミーナ」

　能力ちから試だめしをするように訊たずね返された。ミーナは首を振る。

「全然。パゼル枢機卿の首を賭かけてもいいわよ」

　勝手に上司の首を賭けた。冗談に応こたえて、ギーが顰しかめ面つらをする。

「じじいの首なんざほしくないね。しかしさ、先代に叩き出されたって司祭も、案外、頑がん張ばりすぎたからだったりしてな」

　ミーナはどきりとした。そうかもしれない。

「でも、これは何とかしなくちゃ。妖魔はあの家の誰かをさらう、と宣せん言げんしたのだもの」

　あれは隣人による悪いた戯ずらではない。魔の気配があり、人ならざる力が、作物や家か畜ちくを荒らした。この件の背後には間違いなく妖魔がいる。

　妖魔。魔神ジャイナルの配下の者たち。彼らは人に災わざわいを成なすことで、女神に倒され眠りに就ついた魔神の傷が癒いえると信じているという。聖典でも魔神の復活は予言されていた。この地が妖魔の手により再び黒く塗ぬりつぶされたとき、ジャイナルは甦よみがえる。

「助けてください」という彼らの言葉が、ミーナに重くのしかかった。連れ去りを阻はばむには戦うしかない。けれど一人では無理だ。

「……ケイジャ教皇はお力ちから添ぞえ下さると思う？」

「だろ？　手紙書いてみろよ」

「あなた、届けてくれる？」

「駄だ目めだね」

　すぐさま突っぱねられ、ミーナは目を丸くした。

「ギー？　あなたなら聖都までひとっ飛びじゃない」

「そのひとっ飛びに、おまえを連れて行けないだろ。俺は、片時だっておまえと離れるつもりはないからな」

　ギーはミーナのためにいる。ため「だけ」にと言ってもいい。ミーナを守る、それが使命で、他の誰かの危機など関係ないのだ。実際、指一本動かさない。

「だけど、そうしてもらわないと間に合わないわ。本庁に手紙が届くのって、ここからだと一月くらい？」

「本庁に着くのにはな。そこからバーサンの机まで二週間。山積みになって開封の順番待ちで十日ってとこじゃねえの？」

　運が悪いと、机から滑すべり落ちて棚の隙すき間まで三年。となるかもしれない。

　それでは遅すぎるのだ。用意がととのった頃には、妖魔は目的を果はたしどこかへ消えている。

　かといって、ミーナ一人にできるのは対処法だけだ。家族全員に祝福を授さずけ、家も浄きよめて祈いのりの効果を高める。ある程度の間ならば、それで遠ざけておけるだろう。

　だが「ずっと」ではない。そして「大物」には効きかない。

「ここの妖魔は大物ばかりだ」というナリスフレイの言葉を思い出した。からかうための噓うそだと思いたい。けれど噓も、噂と同じに真実を含ふくむ場合がある……。

「ねえギー、おねが」

「嫌やなこった」

　ギーはセリフを遮さえぎって答えた。ぷいと横を向かれてしまう。彼の強情さを知っているミーナは、しばらく怪バス物コイを眺ながめてから書き物机ライテイング・ビユーローの椅子を引いた。教皇に宛あてて手紙を書く。ギーには勝手に盗み見させておいて、蠟ろうを溶とかして封をした。

「おい、宛名の経由地ってなんだよ。それ、どこの司祭館だ」

「グメーラのお隣。村の人に頼めば、そこまでなら届けてもらえるかと思って。あとは巡じゆん回かい便びんに積つんでもらえばいいわけじゃない、教団の」

　パラデール教団は独自の郵ゆう便びん網もうを有している。聖都の本庁、各国の本部や各司祭館との間でやりとりされる書しよ簡かんは、専任の会士たちが集めてまわり、彼らによって運ばれてゆく。

「それ、イヤミか？」

「イヤミじゃなくて、現実的な行動。あなたが行ってくれないからって、手をこまねいてはいられないでしょ。グメーラにはわたししかいないんだし、時間がかかるにしてもできることはしないと」

　もちろん、これから毎日、ギーにはごねてごねまくるつもりだ。が、最終的に泣き落とせない場合もあるため、保険をかけるわけである。

　などと考えているとはおくびにも出さず、ミーナは席を立った。封書をヒラヒラさせながら寝室を出る。

「おい、どこ行くんだよ」

　ギーの声が追ってきた。振り向いたミーナはにっこりする。

「当然、これを出しに行くのよ」




　城館を出たところで、ミーナは運よく村人と行き会った。通いの使用人の一人のようだ。ちょうど帰り支じ度たくをしていた男に手紙を見せると、彼は快こころよく引き受けてくれた。数日中に出かける用事があるという。

　大事な手紙なのだと念を押すと、男はしっかりうなずいた。懐ふところに丁てい寧ねいに差し入れ、緩ゆるく下くだる坂を村へと下おりてゆく。

　村の様子が気になったが、ミーナは城に留とどまった。打てる手は、すでに朝のうちに打ってきている。今日はこれ以上何もやれない。うろうろすればファランドに気づかれる。たぶん、あんまりいいことじゃない。

　今朝、これでもかと関係を悪化させたばかりだ。刺激は充分すぎる。

　いや、これで追い出されるかもしれない。彼にとって、ミーナはきっぱり邪じや魔ま者ものだ。あんな対立まで引き起こす気はなかったが、結果的にはそうなってしまった。

　間違ったことをしたつもりはなかった。だって、ファランドにむかっ腹が立っていようといまいと、放っておけない。

　けれど、自分を馬鹿だとも思う。あのことを知りたくてグメーラに来たのに……。

「やめた。何か実のあることをしようっと」

　考えても気持ちが沈むばかりだ。何か実のある――、そう、掃そう除じをしよう、聖堂の。日常の仕事のうちでもあるし、磨みがき立てれば夕方の礼れい拝はいが気持ちよく執とり行える。

　ミーナは思いつきに満足して聖堂へ向かった。裏の小部屋から箒ほうきや桶おけを見つけ出してくる。

　井戸で冷たい水を汲くみ雑ぞう巾きんをすすいで絞しぼると、気持ちが引き締まった。夏の間、水みず拭ぶき仕事は楽しいものだ。反対に、霜しもの降りる頃から雪解けまではつらい奉ほう仕しとなる。お湯を使うという合理的な発想は教団にはない。日々の生活これすべてが修しゆう練れんであり、女神に仕つかえる道だ、と考えるからだ。

　ミーナは信徒席を丁寧に拭ふいていった。自然と鼻歌がこぼれる。

　もともと聖堂の掃除は嫌きらいではない。場所柄、ちょっとした祈りの言葉で光の気配を感じられるからだ。けれど自室や受け持ち上司の部屋の掃除は「大」が十くらいつくほど嫌いだった。しなくていいなら、一生したくない。

　うやむやになってしまった〈朝の祈り〉代わりに、光の句を口ずさむ。やっぱり「歌って」気持ちがいいのは賛さん歌かや祝しゆく歌かだ。理り屈くつ抜ぬきの温かさに身体からだが満たされる。

　ミーナは鼻歌まじりに雑巾をかけた。ふいに何かに突き当たる。

　一瞬わけがわからなくなり、棒立ちになった。信徒席の隅すみに立っていた人にぶつかったらしい。見知った顔だったが、ミーナは混乱して口がきけなくなった。

「大丈夫ですか、司祭」

　よろけたミーナの肘ひじを黒髪の青年が支える。これはどっち？　自信がなかったがミーナは訊いてみた。

「ナリスフレイさま……？」

「そうだよ。幽霊でも見たような顔だね。そんなに驚かせたかな」

　困ったような微笑みは伯爵のものだ。声音も穏おだやかでレイヴェンとは違う。

「ごめんなさい、気づきませんでした」

「楽しそうに掃除をしていたよ。だからあなたを見ていた」

　袖そでを指さす仕草に見下ろすと、集まった光がミーナをあわく取りまいている。歌声がやみ、それは薄うすれてゆこうとしていた。ミーナにとってはいつものことだ。

「あなたが若くして司祭になった理由もわかる。あなたは、特別に女神に愛されているんだ」

「そうでしょうか」

「謙けん遜そんしなくていいよ。だって、そんなに護まもられている」

　かすかにだが、声に苦い、妬ねたましげな響きが混じった。誰もが見せる反応だ。

　ミーナは曖あい昧まいな笑顔で応じた。だからこそ寂さびしいこともあるのだとは――言わない。光は女神であり、包みこまれたいと願うからこそ、人は祈りを捧ささげる。その光を苦もなく受けるのだから、羨うらやまれても仕方がない。

　ミーナは型通りに答えた。

「女神はきっと、わたしに特に強くお命じなのでしょう。光を強く根づかせよ、と」

「かもしれない。パラデールもそう考えてあなたを寄よ越こしたんだろうね」

　ミーナは教団の内幕をばらすのは控ひかえた。グメーラはたしかに光を必要としている。

「座って」

　ナリスフレイに促うながされ、ミーナは手近な椅子に腰を下ろした。信徒席は横にひと続きのベンチだ。中央の通路を挟はさみ、ナリスフレイがミーナと向かい合う。

　どうやら、彼は話があって来たようだ。その顔色は優すぐれず、どことなく気まずい沈黙が生まれる。

「――聞いたよ、今朝のこと」

　ナリスフレイがそう切りだした。声の調子は重い。

「すみません」

　詫わびなければならない気がしてミーナは言った。彼にはファランドが逐ちく一いち報告しただろう。

「どうして」と訊ねる声に、ミーナは棘とげを感じた。口調自体は穏やかだが、なぜそう思うかをミーナの口から語らせようとしている。

「ファランドさんの仕事を……やりにくくしてしまったかもしれません」

「そんなつもりはなかった？」

　優しく続いた問いにミーナはうなずく。ファランドの気持ちなどかまうものかと出しゃばったのは、村人と険けん悪あくにするためじゃなかった。

「司祭。ファランドは皆とわたしをつなぐ唯ゆい一いつのものなんだ」

　グメーラ伯家に代々仕えるファランド家が、領地のすべてを取り仕切っているのだとナリスフレイは言った。彼は伯爵の代理として様々なことをこなし、役人に指図をする。その一方で村人の相談にも乗り、彼らの声をナリスフレイに届ける。

「そのファランドを困らせるような振る舞いは、慎つつしんでほしい」

「ですけど。司祭がいるのですから、あの場合は――」

　静かに、ナリスフレイが首を振った。ミーナを見つめたまま口を開く。

「必要ない。司祭、理解してほしい。グメーラはそうやってきたんだ。今までずっと」

「怪異を見過ごしにですか」

　尖ったミーナの声に、ナリスフレイが初めて語気を荒らげた。

「見過ごす!?　浄じよう化かの貴き石せきは誰が与えていると思っているんだ」

　貴石は主おもに水すい晶しようだが、聖職者の祈りが籠こめられている。限られた者が作っているため、かなり値が張る。それを惜おしみなく買い足させるファランドの指示は、ミーナも聞いた。

「だったら、なぜ」

　ナリスフレイは答えなかった。苦しそうな表情になり、やがて「司祭」と呼びかける。

「司祭。わたしに『司祭などいなくていい』とは言わせないでくれ。あなたにはグメーラにいてほしい。皆もそれを望んでいる。朝夕に礼拝がある。それだけで、どんなに彼らの気持ちが安らぐか」

　では、承しよう知ちなのだ。人々が女神を求め、慈じ悲ひに縋ろうとしているのを。

「でしたら」と言いかけるミーナを、ナリスフレイが遮った。

「わたしは、あなたに残ってほしい。ここに、伯爵領区の司祭として」

　一語一語がつよく、はっきりと発音された。裏に含む意味を嗅かぎとって目を瞠みはると、彼は穏やかさをかなぐり捨てた。

「ちゃんと言おうか。わたしに気に入るような司祭として、存在してほしい」

　お飾りとして。

　ミーナは呆ぼう然ぜんとした。信じられない思いで確かめる。

「じゃあ。あれは、あなたの、ナリスフレイさまのご命令だったのですか」

「礼拝の手を抜けとファランドに言わせたこと？　ああ」

　ナリスフレイが認めた。何を思い出したのか、ふっと苦笑する。

「あなたを見くびって後悔している。しらばくれて、城での礼拝なんか許可しなければよかったよ。まさか、女マ神ラのイ娘ナが来るなんてね」

　光を集める力をそう喩たとえられる。名前はミーナの弱点だ。ずきりと胸が痛む。ナリスフレイは気づかなかった。あるいはそのフリをした。独りごとのように低く漏らす。

「ただ一いつ生しよう懸けん命めいなだけの新任であってほしかったよ――」

「新任」は「ぼんくら」のように聞こえた。ナリスフレイはよそよそしく、初日の親しげな様子はかけらもない。あれは芝しば居いだったのだろうか。否定できない。彼は初めから、司祭を邪魔だと思っていたのだから。

「あなた個人に恨うらみはない」

　心を読んだようにナリスフレイが言う。大げさに、その表情が急に明るくなった。

「今からでも遅くないんじゃないかな。わたしたちはきっと、いい関係になれる」

　それはナリスフレイの望む「いい関係」だ。何もできない――しない司祭。人々の訴うつたえを聞き、悩みに耳を傾かたむけ、けれど妖魔に立ち向かおうなどとはしない。

　答えられないミーナに、伯爵は皮肉っぽく言った。

「謝るよ、司祭。友だちごっこなんてしないで、こう始めるべきだった」

「そうね、『魔王伯』の顔で」

　痛つう烈れつな返事にナリスフレイが押し黙る。だが、彼はすぐに答えた。

「――そうだね」

　瞳ひとみを傷ついたような色がよぎるが、ナリスフレイは素す早ばやく押し隠した。

「判断を誤あやまったよ。冷たく、横暴にすればよかった」

　領民の噂通りに。首を刎はねられると身構えた、ミーナの想像そのままに。

「伯爵さま」

　もう名前では呼べず、ミーナは訊いた。

「あなたが司祭を遠ざけるのは、レイヴェンのせい？」

　今しかないと斬きりこむ。

「レイヴェンは本当は弟さんなんでしょう。じゃなければ、あなたの夜の顔か」

「またその話か」

　ナリスフレイがうんざりしたようにかぶりを振った。

「しつこいですよ、司祭。わたしに兄弟はいない、夜だけその名を名乗ったりもしていない。頼むから、今度こそ村で誰かを捕つかまえて訊ねてください。裏づけのために」

「わたしは違う答えが聞けると思っています。村では魔ま除よけを逆さまにされた家から、誰か女性がさらわれると決めてます。この間、レイヴェンはわたしに言いました。『女絡がらみの揉もめごとばかり起こしてきた』って」

　ミーナは伯爵の目を見て言った。ナリスフレイの顔に苛いら立だちが浮かぶ。

「だから？」

　訊ね返した声は少しばかり大きかった。大き過ぎた。

「だから――」とミーナは繰くり返かえして言葉を失う。馬鹿だ。せっかくの機会だったのに、先を続けられるような説明をまだ思いついていない。

　ミーナがうつむくと、話は終わりだと言わんばかりにナリスフレイが立ち上がった。ミーナを詰なじるような真似はせず、静かな声で締めくくった。

「しばらく考えてみてください。お互いにとって、一番いい選択は何か」

「いやだと言ったら？」

　反発にナリスフレイは首を振る。

「考えたくないよ。とても不ふ愉ゆ快かいな事態になるだろうからね」

「脅おどしですか」

「司祭、返事はあらためてにしましょう」

　さざ波すら立たないような声で、けれどミーナをぴしりと封じた。伯爵の秘めた気性が垣かい間ま見える。

　ナリスフレイは聖堂から去りかけ、立ち止まってミーナを振り返った。忘れていたのか劇的な効果を狙ってなのか、懐から封書を取り出した。

「それ」

　ミーナが教皇に宛てて書いた手紙だ。押したばかりの封ふう蠟ろうが艶つややかに赤い。

　説明されずともわかった。ミーナが手紙を預けた男から手に入れたのだ。おそらく、奪ったのではなく渡されたのだろう。あの男は間違いなく坂道を下りていった。けれどそれは見せかけで、ミーナが城館に引っこむなり駆け戻ってきたのだ。

　ナリスフレイの表情で、ミーナは想像が正しいことを知った。あなたに与くみする村人もいるのね、と言いかかるのをこらえる。

「今回は大目に見ましょう、司祭」

　伯爵はよく見えるよう手紙をかざし、まっぷたつに引ひき裂さいた。












「言うまでもないですが、二度目はありません。十五年前、父にたてついた司祭と同じ途みちを辿たどりたくなければ、どうか慎んでください」

　十五年前。ひやりとしたミーナに、ナリスフレイは言い置いて出てゆく。

「噂がささやく通り、あの司祭は死んだよ。――わたしの父が殺した」
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　司祭は、先代伯にたてついて殺された。

　たてつく、とはどんな行動を指すのだろうとミーナは思う。本庁に助力を乞こう手紙を書くようなことだろうか。怪かい異いを腫はれ物もののように扱あつかうやり方に、異を唱となえることか。

　どちらにしろ、ミーナは警告を受けた。次に差し出た真ま似ねをしたら、殺すぞ、と。

　だけど。

　できることがあるのにそれをせず、自分は黙っていられるだろうか。

　いいえ、とミーナはつぶやく。いいえ。

　命を奪われた山や羊ぎの親子。青ざめたあの家族や村人を思うたびに、胸が疼うずく……。




「伯はく爵しやくさま。お話があります」

　警告を受けてから二日を置き、ミーナはナリスフレイの執しつ務む室しつへ踏みこんだ。前もって時間を割さいてくれるよう頼まなかったのはファランドの妨ぼう害がいを避さけるためだ。予想通り、というか何というか、ファランドは突然現れたミーナに苛いら立だちを露あらわにした。

「すみません、フレイ」

　食い止められなかったと詫わびる家令に、ナリスフレイが鷹おう揚ように手を振る。

「かまわない。どうせこうなっただろうし。司祭、あなたに鏡かがみを見せてあげたいよ」

　すごい剣けん幕まくだとでも言いたいのだろう。承しよう知ちしているミーナは答えなかった。ナリスフレイは机を挟はさんだ真向かいに椅い子すを用意させた。ミーナに座るよう促うながす。

　昼下がりの執務室は夏の恵みに満ち、光にあふれていた。陽ひ射ざしを受けたナリスフレイの髪が、暖かみを帯おびた深い茶色に見える。

　彼はミーナに余裕の眼まな差ざしを向けて訊きいた。

「戦闘態勢？」

　髪を、きっちり結ゆい上げてきたのを指しているのだろう。まったくその通りだった。いつもの緩ゆるい三みつ編あみでは迫はく力りよくに欠かける。

「見たところ、この間の返事を聞かせに来てくれたようだけれど。わたしを失望させる気かな？」

　心中を見み透すかすような口調だった。それでいて、表情は草花の話でもするようだ。

「伯爵さまはとことん嫌いやなヤツになれる方みたいですね」

　ナリスフレイは冷たく微笑んだ。

「知りたくなかったよね、すまない」

「演じておいでなのでしょ？」

　悪びれもせずに言ったナリスフレイに、ミーナは図星を指した。顔色を変えるナリスフレイに、これ見よがしに頭を下さげてみせる。

「あなただけじゃなく、わたしもとことん嫌なヤツになれるんです」

「――――」

　ナリスフレイが絶句した。膨ふくれ上がる怒りを押し殺そうとしている。悪いわね伯爵さま、とミーナは思った。でも、ただ訴うつたえただけでは響ひびきそうにないから、初めにどすんと一発、揺ゆさぶりをかけたのよ。

　彼は魔ま王おう伯と怖おそれられ、誹そしられるのにも慣なれている。心を塞ふさぎ、言葉を届かせない術すべにも長たけているだろうと判断して、この手を選んだ。怒っているとき、人は心を閉じてはおけない。

「何が狙ねらいだ、司祭」

　だがナリスフレイは手強かった。訊たずねた声はすでに、鎧よろいを纏まとい始めている。

「うやむやにせず、理由を教えていただきたいなと思って」

「理由？」

「わたしにお飾りになれと言うなら、あなたは怪異への中ちゆう途と半はん端ぱな対応の説明をするべきでしょう？　――もしかして、一種の恐怖政治ですか？」

　答えを引き出そうとあえて苛つかせた。ナリスフレイが熱い息を漏もらす。ファランドが口をひらきかけるが、それを制した。

「おまえは黙っていろ。できないなら、下がっているんだ」

　家令は苦労して言葉を呑のみこんだようだ。その間に、ナリスフレイはミーナを睨ねめつけた。

「あなたは死にたいのか」

「まさか」

　澄すまして答えると、ナリスフレイは爆発するかに見えた。だがそうはならず、深いため息をつく。

「司祭、無む駄だはよしませんか。あなたのような人は、理由を聞いたっておとなしくはならない。それとも約束しますか。わけを言えば、わたしの気に入るように振る舞うと」

「そんなの、聞いてもいないうちから答えられません」

「ほらね。そして聞いたら、さらに騒さわぐんだよ。つまりは、そういう答えなんです」

　詳くわしく訊こうとしたミーナは、静かに封じられた。

「司祭。あなただって人々の耳に入れたくない秘密をお持ちのはずだ」

　真っ先にギーが浮かんで、ミーナは口をつぐむ。ナリスフレイはすぐさま見抜いた。

「ご理解いただけたようで、何より」

　辛しん辣らつな声が突き刺さる。ミーナがうつむくと、その声はわざとらしく優しくなった。

「あなたはまだお若い。この世には手に負おえない物事もあるのを知らないから」

「たった二つ違いで、そうおっしゃるんですか」

「その若さで司祭のあなたは、聖都の本庁育ちのはずだ。初めて温室から出られたとしたら、それは赤子同然でしょう？」

　かっと顔を上げると、涼すずやかに追い打ちをかけられた。

「気に障さわったのなら、失礼」

　ミーナは目が眩くらむような怒りを覚え、喉のどの奥に力を入れた。まるで天てん秤びん皿ざらのあちらとこちらに乗って、錘おもりをやりとりしているようだった。今回はミーナの負けだ。

「また出直してきます」

　苦し紛まぎれにそう言って席を立った途と端たん、ナリスフレイが叫さけんだ。

「いい加減にしてくれ！　どうしてわかってくれないんだ？　これは、誰にもどうにもできないことだと言っているだろう！」

　ナリスフレイの、初めて聞く「生の」声のような気がして、ミーナは息を呑む。彼は感情に任まかせて机を両手でひっぱたいた。音の凄すさまじさに身体からだを退ひいたミーナは、ふと彼の手首に目を留とめる。

　その両手首には包ほう帯たいが巻まかれていた。黄色く滲にじんでいるのはすり潰つぶした薬草のようだ。

「伯爵さま――」

「目め敏ざといね」

　ナリスフレイが苦笑を浮かべた。言いい逃のがれる言葉を探せなかったのか、手を机の下に隠かくす。

「司祭。そろそろお時間なのでは」

　冷静に口を挟んだのはファランドだった。怪異のあった日以来、ミーナは日暮れまでの数時間をあの家族のもとで過ごしている。話し相手がいれば、少しでも気が紛れるかと思ってのことだった。ナリスフレイたちに気づかれていないと本気で思っていたわけではないが、今まで咎とがめなかったのは、やはり黙認だったらしい。

「帰りは迎えに行ってやってくれ、ファランド」

　さっきまでのはげしいやりとりなどなかったかのように、ナリスフレイが命じた。ミーナが驚くと、うんざりしたように説明する。

「毎日、あなたが暗い中を無ぶ事じに戻るかどうかと気を揉もむのが馬ば鹿からしくなった」

　村でそのまま夕方の礼れい拝はいも行うため、どうしても帰りは日が暮れてからになる。

「どうぞお気をつけて。あなたに女神の加か護ごのあらんことを」

　あしらうように手で追い払われ、頰ほおに血がのぼってくるのをミーナは感じた。だが、もう何も言い返せず、口を結んで執務室を後にする。




　村へゆく道すがら、ナリスフレイの声が頭から離れなかった。

『どうしてわかってくれない』

　あの叫び声に、胸を切きり裂さかれたかのようだ。染しみるように痛む。

　自分は、彼の仮面を剝はがしてしまったのだと思った。あそこにいたのは伯爵ではなく、ただの青年だったように感じていた。

　勝つ見こみのない、あてどのない戦いに挑いどまねばならない、孤こ立りつ無む援えんの――。

　瞼まぶたの裏を、傷つき、血を流しているナリスフレイの姿がちらつく。あれはそういう声だったように思う。感情が、こらえきれずに逬ほとばしった。

　仕向けたのは自分だと思うと、罪悪感が募つのった。ため息を殺すミーナの耳に、気き遣づかわしげな声が届く。

「お疲れですか、司祭さま」

　我に返ったミーナは、柔やわらかな茶の髪をひとつに束たばねた女性と目があった。

　そうだった。ミーナはもう村に着いて、あの家族といるのだ。世間話をしていたつもりが、いつの間にか物思いに耽ふけっていた。

「お茶、お淹いれしますね」

　あるじの妹が気をきかせて席を立った。手伝おうと腰を浮かす義あ姉ねを手で制し、彼女は竈かまどの前に立った。お菓か子しのおこぼれを期待して子どもたちがついてゆく。

　あるじの妻はヴェラといい、妹はフィリカという。あるじは畑に出ている。普段は二人も手伝うのだが、何かあっては困ると留守番をさせられていた。足りない人手は村人が交替で補おぎなっているようだ。

　ヴェラはミーナにすまなそうな微笑ほほえみを向けた。

「お顔の色が優すぐれないのは、毎日いらしてくださるせいですよね」

「いいえ。そうじゃないの」

　ナリスフレイの姿が頭から離れないだけだ。

　二十代半なかばのヴェラはミーナの表情を見守って間を置き、ためらいがちに言った。

「伯爵さまは、さぞやお怒りでしょう。こんなつまらないことに、司祭さままで巻まきこんで」

「つまらないことだなんて。とても大事なことです。それに伯爵さまだって」

　ヴェラを安心させようと庇かばうセリフを口にしかけ、ミーナは気づいた。

　あの人、伯爵さま。わたしがここに来るのに目をつぶって、それに、日没の礼拝を終えて暗い中を帰ってくるからと心配して……。

　ナリスフレイの気配りがこれっぽっちも見えていなかった。たしかに、怪異そのものをなくそうとはしていないが、それ以外では精一杯、できることをしている。

　ミーナ自身が、やろうとしたように――。

「伯爵さまは、あなたがたを案じています」

　ミーナはつぶやくように言った。自分の振る舞いを思うと、顔を上げていられなかった。

「本当は、伯爵さまも悪い方じゃないんです。よね」

　ヴェラが視線を床に落とした。口調はそう思いこもうとしているようだった。

「ただ、少しばかり変わっていらして。お寂さびしく暮らしておいでですし、代々、その……」

　奇き矯きような者が多いという部分は濁にごした。だがその言葉は、あのときの怯おびえようや団結しようとする村の態度とは矛む盾じゆんして聞こえた。ミーナが見み遣やると、ヴェラは泣き笑いの表情になる。

「だからって、怖くないわけじゃないんです。連つれていかれたら、どうなるかわかってますもの。わたしには夫がいますし、フィリカは――」

　嫁入り前だ。ヴェラは台所の義妹を窺うかがい、声を落とした。

「もし、そんなことになったら。この辺りには、他人と情けを交かわした娘を妻にする男はいません。ましてや、お手をつけた御お方かたが御方なら」

「じゃあ、前にもこういうことが？」

「幾いく人にんか、ひっそり暮らす娘さんを知ってます。噂うわさに耐えかねて逃げ出した者も、かわいそうに心の病にかかってしまった者もいて。二度と帰らなかった者も。それは男性ですが」

「亡なくなったの？」

　殺されたのではないかと言われている、と目が語った。けれどヴェラは、また自分を納得させようとする。

「でも、領主が領民を好きにするのは、きっとどこにでもある話ですよね」

　たしかにありふれた話だが、正しくはない。それに理由もなく領民を殺す権利もない。

「ねえ、ヴェラ。正直に言って、あなたも伯爵さまのしわざだと思う？」

　ミーナが訊たずねるとヴェラは目を丸くした。信じられないように訊き返す。

「司祭さまは、違うとお思いですか」

「違ってほしいなと思ってるけど。そういうことじゃなくて。事実、怪異があったわけでしょう？　あれは人の力じゃないわ」

「……グメーラを護まもってくださっているのは、伯爵さまなんです」

　質問とはややずれた答えが返った。

「北の海の向こうは恐ろしい土地です。だから、昔から言われているんです。伯爵さまに耐えよ、と。あの方がいるほうが、いないよりずっといいはずだから、って」

「ごめんなさい、意味がよくわからないのだけど」

「あの家の方々が、妖魔と取り引きをしているという噂です」

　代々、というのだ。ミーナは目を瞠みはった。ヴェラが悲しそうに言い足した。

「あの司祭さまも、そんな顔をなさいました。そして、消えてしまわれた」

「告発しようとしたの？」

　ミーナの脳のう裏りをかすめたのが、まさにそれだった。妖魔と通じるのは、魔神ジャイナルを信しん仰こうするに等しい罪と考えられている。

「わたしはまだ子どもでしたし、司祭さまがどんなつもりだったかは。ですが、司祭さまが大人たちと何度も相談していたのを覚えています。それがある日、司祭さまはお城に呼ばれていって……」

　戻らなかった。殺されたのだ――。

　ヴェラは拳こぶしを膝ひざの上でぎゅっと握にぎった。

「心配なんです、わたし。司祭さまはよくしてくださるから。ですから――」

　ミーナもいつか、突然、姿を消すのではないかと。

「そうなったらわたし、わたしたち申し訳なくて」

　声は尻しりすぼみに消えた。なんといっても、彼らはミーナを担かつぎ出そうとしているのだから。けれどミーナは、おかしいとは思わなかった。ヴェラの気持ちは理解できる。

「だけど、怯えたりしないで暮らしたいわよね。わたしも、あなたたちの誰かが泣くのなんて見たくない」

　きっとナリスフレイもだ。再び彼を思い出し、ずきりとする。

　もどかしさにミーナは唇くちびるを引き結んだ。みんな、同じなのに。これでいいとは思っていないのに。どうにかしたいのに、……どうにもできない。

　ミーナは無性に歌いたかった。「手に負えない物事」なんか、風にさらわれてしまえばいいのに――！




　村で夕刻の礼拝を終えると、ファランドが迎えに来ていた。無む蓋がいの小さな馬車は二頭引きだ。

　ファランドは無言でミーナを乗せた。夜空では日ひ毎ごと痩やせ細る月が、獣けものの爪つめよりも鋭するどく輝かがやいている。おそらく、明後日あさつてが朔さくだ。

　風が出始め、辺りに潮しおの匂いが満ちた。風は北の方角から吹いてくる。

　北海からの風を、人々は魔の風と怖れる。ファランドの仕立てた馬車の馬たちも嫌いやがっているようだった。時折、見えない妖魔が鼻先にしがみついたかのようにかぶりを振る。

　馬を操あやつるファランドの背中は、ミーナを拒きよ絶ぜつしていた。話したくないのはわかるけれど、と思いつつミーナは声をかける。

「相談があるんですけど」

　予想通りに無視された。が、注意がこちらに向いたのは感じた。

　だからミーナは続けた。荒れた道を行く音にかき消されないよう、心持ち身を乗りだす。

「妖よう魔まの関心をよそに向けても、知らん顔をしてくれます？」

　ファランドは心底びっくりしたようだった。普段の無表情を忘れて振り向いた。落ち着いて、と言うようにミーナは笑みを浮かべる。それから別のことを指摘した。

「すぐ先に石が見えてますから、乗り上げないようにしないと」

「この道は目を閉じていたって走れます。そんなことより、何ですって？」

　問い返され、ミーナは繰くり返かえした。

「だから、言葉の通りよ。あの家族から、妖魔の目をそらしたいと思うの」

　ファランドが馬車を止めた。ぶら下げた角灯ランプが揺れ、光の環わを地面に投げかける。

「あなたは――」

　まだわからないのかと言いかけるファランドを、ミーナは遮さえぎった。

「怒りたいなら、最後まで聞いてからどうぞ。あれから、わたしなりに色々考えたんですから。昼間、伯爵さまには申し訳ないことをしました。あんなふうに怒らせたのは、悪かったと思ってます」

　謝罪が効いたのか、渋しぶ々しぶ、という口調でファランドは促した。

「伺うかがいましょう」

「この件には妖魔が関わっています。それは、ファランドさんも否定しないですよね」

「ええ」

「村では、それを伯爵さまのしわざのように思っています。前例があるそうね」

　ファランドは答えなかった。

「伯爵家は妖魔と取り引きがあるとも聞きました。それをどうこう、と言うのじゃないの」

　激げつ昂こうを誘いそうになり、ミーナは急いで制した。

「矛盾すると思うのにも、この際目を瞑つむります」

「矛盾？」

　聞き咎めるファランドにミーナは顔を顰しかめた。こちらから言わせるつもりなのか。

「だってそうでしょう？　妖魔と取り引きをするのに、怪異を鎮しずめようと心を配るの？　ああしてお苦しみになるの？」

　領民を震ふるえ上がらせる反面で庇ひ護ご者しやを気取って支配するなら、悩む必要なんてないのだ。

「言えと仰おつしやるなら言いますけど、妖魔を追い払えない事情がおありなのでしょ？」

　ナリスフレイの言動に理屈をつけようとするなら、それしかなかった。推論を述のべたミーナは、ファランドの目を覗のぞきこんだ。感情の動きを見逃すまいと思う。

　ファランドはさすがだった。青せい灰かい色しよくの瞳ひとみは、ちらりとも揺るがない。

　どっと吹いた風が二人の髪を乱した。答えを読みとるのをミーナは諦あきらめ、続きを口にする。

「事情を、今回はあえて訊いたりしません。妖魔を祓はらうのなんのと大騒ぎもしないわ。その代わりに、ヴェラたちに目をつけた妖魔だけはどうにかさせて。それを見逃してほしいの」

　ファランドの目つきが、化け物でも見るように変わった。低い声で訊いた。

「なぜです。司祭だからですか」

　非難がましいセリフに、ミーナは苦笑した。グメーラでは聖職者は悪者のようだ。

　もちろんミーナは聖職者で、人々にためらいなく手を差しのべるよう教えられてきた。けれど、その気持ちだけで言っているのではない。

　ふいに瞼まぶたの裏に一面の雪がちらつき、目を閉じて締しめ出す。顔を歪ゆがめたのは一瞬で、ミーナはすぐにいつもの表情に戻った。

「おせっかいだから、よ」

「まったくですね」

　にべもなく同意したファランドは、ついと横へ視線を流す。

「あなたは政治を学ばれるべきでしょう。その調子で、何が目指すは教きよう皇こうなのか」

　何かがミーナの中で引っかかった。突きとめようとしている間にも、ファランドの言葉が続く。

「だいたい、どこへそらすつもりです。そらしたところで、標的が変わるだけで妖魔は――」

　文句を並べたてながら彼は身じろぎした。気づかれてしまったミーナは、認める。

「ええ、わたしを連れていこうとするでしょうね」

「司祭――」

「目を剝むかなくてもいいわ、ファランドさん。自分が何を言ったか、どう聞こえるか、ちゃんとわかってますから」

　ついでに言えばギーの反応もだ。相談もなしに始めて、さぞや怒るに違いない。

　否いな、この作戦を知った時点で憤ふん死しものだろう。

　ごめんねギー、と部屋で石像のフリをしているだろうお目付役に詫びる。だが、他の方法はなさそうなのだ。ナリスフレイと、自分の妥だ協きよう点てんになりそうなものは。

　絶句していたファランドが言葉を取り戻し、訊いた。

「ご自分に妖魔の関心を集めてどうなさるおつもりですか。申し上げておきますが、パラデールの司祭だからと見逃されたりはしない。むしろ、余計に苛さいなまれるでしょう」

「忌いま々いましい光の女神の使徒ですものね。でもわたしは、たぶん大丈夫だと思うから」

　切り札はギーだ。彼はミーナの護ご衛えいであり、属ぞくする種族バスコイは、かつて力のある妖魔だった。彼はそこいらの妖魔には引けを取らないし、倒すのも厭いとわない。ましてやミーナに手をかけようものなら、喜んで八つ裂きにするだろう。

　卑ひ怯きような手ではあると思う。それでも、ヴェラたちが泣くのとどちらがいいかという話だ。

　内面を見透かそうとするように、ミーナをじっと見つめていたファランドが訊いた。

「その自信がどこから来ているのか、お聞かせねがえますか」

　それはちょっと難しい。だからミーナは逃げた。

「伯爵さまにいただきたかった説明と引き換えにしましょうか。そういう答えですので」

「つくづく賢さかしい方だ」

　ファランドは馬車を出した。がこん、と一度大きく揺れた馬車が、リズミカルに城への坂を上り始める。

「ファランドさん」

　うやむやにされそうだと感じ、ミーナは声をあげた。ファランドは、肩越しにすら振り返らず答えた。

「あなただっておわかりでしょう。わたしが、はい、と言うわけがない」

「わたしは妖魔を祓わないわ。方法は言えないけれど、妖魔たちは勝手に自じ滅めつするの。それだったら余地があるはずです。違いますか」

　遠回しに「妖魔に言い訳できるのでは」とにおわせた。騒ぎになれば、そういう必要もあるのではないかと考えたのだ。

　ファランドは無視した。とりつく島すら見せず、馬に鞭むちを当てる。

「そんなのじゃ防ふせげないと思っているんですか。それともやっぱり伯――」

　あやういところでミーナは口をつぐんだ。伯爵が首しゆ謀ぼう者しやなのか、と言うところだった。

　けれど、充分すぎたようだ。ファランドの声は妖魔もかくやと思うほどに冷えていた。

「司祭。もう、あなたと話すことはないようです」

　失敗した。ミーナは自分を罵ののしりながら唇を嚙かむ――。

　湿しめった北風が、彼らをなぶる。夜の中にさらに濃い影として聳そびえる伯爵城は、灯り一つなく、まるで巨大な墓ぼ標ひようのようにミーナの目には映うつった。
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　風は次第に強さを増し、やがて嵐となった。

　荒れ狂う風は雷雨をともない、グメーラの家々と、伯はく爵しやく城じようの窓という窓を叩たたいて回る。外は急激に冷えこみ、季節外はずれの雹ひようまで降ふった。伯爵城のうらぶれた中庭も、たちまち白い粒に覆おおわれる。

　嵐のあまりの凄すさまじさに、ミーナは眠れずにいた。他にも、眠れない材料があった。伯爵やファランドとのやりとりを思い出すたび、迷めい路ろの行き止まりにいるような気持ちになる。あれもだめ、これもだめ。

　どうしようもない。

　毛布を身体からだに巻まきつけ、箱形寝台の縁ふちに腰かけてぼんやりと足をぶらつかせる。ファランドの言葉の何に引っかかったのかに気づいたのは、そんなときだった。村からの帰り、馬車の中で交かわした会話だ。

『何が目指すは教きよう皇こうなのか』

「そうよ」

　だしぬけな一言に、ギーがうさんくさげに顔を上げる。いつもなら寝台の端はしで丸まってぬくぬくしている時分だが、今こ宵よいのバスコイは違う。寝台を囲む側板に、後うしろ脚あしでしがみついている。

　彼は片かた眉まゆを蠢うごめかせた。「どうした？」と訊きく代わりだ。

「レイヴェンに言ったのよ、わたし」

　出会った夜、からかい半分に押し倒されて。気をそらそうと取った行動に、彼が還げん俗ぞくしたいのかと訊いたから、いいえ、目指すは教皇だもの――と。

「伯爵さまたちは、レイヴェンなんて知らないと言っているのよね」

「？　ああ」

　よく呑のみこめないままにうなずくギーに、ミーナは言った。

「だったらなぜ、ファランドさんはわたしがレイヴェンに言ったことを知っているの」

　違い和わ感かんはそこだった。「何が」と馬ば鹿かにするなら、あのやりとりを彼から聞いていなくてはならない。

「やっぱりレイヴェンはいるんじゃない」

　少なくとも、ファランドとは話をする間柄だ。レイヴェンが言ったのでなければ、ファランドは知りようがないのだから。

「どういうことなの」とミーナはつぶやいた。レイヴェンはそれほどまでに隠かくしたい存在なのだろうか。不ふ肖しようの弟だからか、ナリスフレイのもう一つの顔だからか。

　眉み間けんに皺しわを寄せるミーナの傍かたわらで、バスコイは大あくびをした。

「全然興味ないね」

「ギー」

「もう真夜中過ぎてんだぞ、寝ろよ。ちょうど嵐もおさまったみたいだしさ」

　いつのまにか、風の音は消えていた。凍いてつくようだった部屋の空気も緩ゆるみ始めている。

　反論すると説教が始まりそうだったため、ミーナは黙っておいた。お小言の種はすでに、充分過ぎるほど蒔まいている。放っておいても、どれか一つが芽め吹ぶけば大目玉だ。

　昼間、伯爵に説明を求めたことも、村からの帰りにファランドにした提案のことも話していない。けれど、遅かれ早かれ耳に入るに違いない。

　なので、寝台から滑すべり降おりて窓辺へ行った。日ひ除よけを引き開け、外はどうなっているだろうと窓を開ける。

　ひんやりと水気を含ふくんだ空気が流れこんだ。月まで届きそうな、高く哀かなしげな声が闇を切り裂さく。

　狼おおかみの遠とお吠ぼえ。

　あるいは犬かもしれないが、ミーナはぎくりとした。狼は妖よう魔まに魅みせられた種族だといわれている。彼らの遠吠えは妖魔を呼ぶとされ、忌いみ嫌きらわれている。

「閉めろよ」

　嫌いやなものを聞いたとギーが顔を顰しかめた。その通りだと思ったミーナは窓を閉めかけ、別の声を聞きつける。

　誰かが叫さけんだ。

　声はすぐに途切れてしまい、ミーナは耳を澄すませた。ギーが急せかす。

「ミーナ」

「待って」

　ミーナはもう一度外に注意を向け、それから振り向いた。たしかに外から聞こえたのだが、発せられたのは城の中からだ。

「聞こえたわよね？」

　人間よりも感覚の鋭するどいギーにミーナは訊たずねた。石化を解といているのに、バスコイは微び動どうだにしない。

　重ねて訊ねる前に、また聞こえた。やっぱり叫んでいる。断定はできないが、男性らしい。絶ぜつ叫きようと言うより怒ど声せいだ。声が壁にはね返ったのが届いたような、ぼやけた印象を受ける。

「何？　あれ、伯爵さま？」

　訊きながらぴんとこなかった。かといって、ファランドの声にしては高すぎるようだ。

　まさか、とミーナははっとする。レイヴェン？

　ミーナは部屋を出ようとした。頭上を追い越したギーが、先回りして扉の前に立ち塞ふさがる。

「出るな、ミーナ」

「どうしてよ」

　いつになく厳きびしい声にミーナは目を瞠みはった。お目付役は頑かたくなに繰くり返かえす。

「出るな」

「理由も何もなし？」

　ミーナはむっとした。一番我が慢まんのならない命令の形だ。

　さらにギーは決めつけた。

「おまえには関係ない」

「関係ないってわかるほど、よく聞こえるの？」

　バスコイには可能かもしれなかった。彼らの五感は人よりも優すぐれている。

「誰の声なのか教えて。もし村の人だったりしたら、それは関係なくなんかないわよ」

「村人じゃない」

　ギーは短く答えた。続けて誰だかを明かす気はないのだ。青い瞳ひとみが燐りん光こうのように点ともっていた。威い圧あつし、質問をさせまいとしている。

　ミーナは訝いぶかしんだ。このバスコイはたいがい陽気で、ぐうたらで、質問をはぐらかすのだってうまい。その彼が真顔で圧力をかけるなんて滅めつ多たにない。

　それだけ、ミーナを関わらせたくないのだろう。なぜ？　答えは出なかったが、ふと思い出した。そう言えばここ数日、ギーはミーナより寝るのが遅く、起きるのが早かった。「珍めずらしいわね」程度にしか考えていなかったが、あれは夜通し起きていたからなのか。

「これ、いつから聞こえてるの」

　はったりだったが訊いてみた。ギーとのつきあいは長い。彼が惰だ眠みんをむさぼるのをやめたのならば理由がある。この声は今夜が初めてではないのだ。

　ぼんやり光る目をまっすぐ見つめた。ギーは神の眷けん属ぞくの端くれだからなのか、ごまかしはしても完全な噓うそをつくのを嫌う。根比べならミーナは強い。ギーも承しよう知ちしているはずだ。

　再び狼が吠えた後、ギーが折れた。

「ちくしょう。三日前くらいからだよ」

「怪かい異いがあった後から？」

「そうだけど、だからって言ってどうするってんだ？　礼れい拝はいで疲れてるおまえ起こして、なんかいいことあるか？　夕めし食って、床につくなり『きゅー』じゃねえか」

「きゅーじゃねえか、って。怪異と関わりがあるかもしれないじゃない」

「へっ。わかってないなおまえ。ありそうだから言わないんだろうが」

「ちょっと！」

　腹を立てたミーナは声を荒らげた。怪異と関わりがありそうですって？

「ふざけんな。誰がおまえを危険な目に遭あわすかよ」

　ギーも気を悪くした。ミーナは焦じれたが、いつまでも会話が嚙かみ合わないのは知っている。彼はミーナが無ぶ事じであれば、それでいいのだ。バスコイに人と同じような他人への気き遣づかいを期待するのが間違っている。

「どいてちょうだい、ギー」

　ミーナは言った。押しのけようとすると、翼つばさに顔をぴしゃりと叩かれた。彼にどく気はない。本気のようだ。ミーナとバスコイは睨にらみ合う。

「ここから絶対出さないって言うなら教えて。あれは誰。どうしてあんな声をあげているの」

　ギーは上下に牙きばの突き出した口を結んだままだ。

「怪異と関わりがあると思うわけは？」

「屋敷で、よくない気配がする。強くなってる」

「――朔さくが来るから？」

　月に一度、女神の加か護ごのない夜が来る。月が姿を消す「朔」がその日だ。

「ああ。満ちてきてやがる、ひたひたとな。気づかなくって幸せだよな」

　バスコイにとって、それは悪あく臭しゆうのようなものなのだろう。ミーナは同情した。彼女は人にしては聡さといほうとはいえ、そこまで敏びん感かんではない。

　と、ふいに外で鋭い音が響ひびいた。ガラスが砕くだけた？

　ミーナは寝室にとって返した。開いた窓から中庭を見み下おろす。

　四あず阿まやの跡あとの敷しき石いしが白く浮かんで見える。ガラスらしきものがきらめいた。黒くねじ曲まがったものが転ころがっているのは、窓の鉛なまり枠わくだろうか。

　目を凝こらしたミーナの視界の隅すみを、黒いものがかすめた。隣の北館の窓から、何かが飛ぶ。

　人影。中庭にすらりと降り立った人物にミーナは息を殺した。

　ナリスフレイさま！

　彼はいつもの服装をしていた。白いシャツ、黒いズボン。合わせるのは革かわのブーツ。けれどひどく着き崩くずれていた。シャツの釦ボタンが半分ほどはずれている。髪もめちゃくちゃだ。

　彼は苛いら立だたしげにかぶりを振った。辺りに目を配くばるやり方に、ミーナは混乱した。

　レイヴェン――!?

　どちらにしろ、彼は荒すさんだ様子だった。無理もない。その両手には黒い鉄の枷かせが嵌はまっていた。頼りなく細い月だというのに、やけにはっきりと見える。手の甲が血で赤い。鎖くさりは途中で引きちぎられている。

　閉じこめられていたようだ。ミーナの脳のう裏りに、両手首に包ほう帯たいを巻いていたナリスフレイが浮かんだ。

　どういうことだろう。つながれていたのはグメーラ伯？　それとも。

　彼は忌いま々いましげに両手の枷を見み下おろしていた。嵌めこまれた石が、月光にきらりと応こたえる。

　石は浄じよう化かの貴き石せきだろうか。ミーナが考えたとき、石がはじけ飛んだ。くすぶる煙を上げながら、枷が二つに割れた。彼の足元に落ち、ガチャリと鎖が音を立てる。

　噓でしょう。ミーナは目を疑った。これは、人ならざる力だ。

　彼は確かめるように手首を回し、口に持っていった。傷を舐なめる。城壁の向こうからは狼の声がする。一頭、二頭。違う、三頭だ。声はバラバラの方角からのろしのようにあがっている。

　彼は顔を上げた。数歩助走して、伯爵城の東館の屋根を跳び越えた。姿を消す。

　ミーナはへたりこみそうになっていた。伯爵城は三階建てだ。否いな、たとえ平屋でも、人には無理だ――。

　グメーラ「魔ま王おう」伯。

　噂うわさは本当だったのだ。間違いない。彼は妖魔から力を授さずかっている。

　ミーナは椅い子すによじ登り、窓枠を跨またいだ。ぎょっとするギーの声を背に飛び降りる。

　金茶の髪が翼のように広がった。

「ミーナ！」

　衝しよう撃げきをやり過ごそうと膝ひざをついたミーナは、転がっていた鉄の枷に手を伸ばした。指先で触れ、びくっとして引っこめた。焼けるほどに冷たい。

　石の嵌めあとには霜しもがついていた。凍こごえる妖魔の力だ。

　北館を振り仰あおぐと、二階の窓がなくなっていた。虚きよのような黒い穴を開けている。

「何しやがるんだ馬鹿！　俺を殺す気か!!」

　バスコイがわめきながら飛んできた。おろおろと周囲を回られ、うるさくなる。

「二階からくらい、何回も飛んだことあるでしょ。そんな場合じゃないわ。ギー、わたしを連れて飛んで」

「はあああっ!?」

「はあじゃなく、飛んで！　追うのよ！」

　なぜそうするのか、自分でもわからないままに突き動かされた。彼が誰であれ、何であれ、このまま放ってはおけない。

「もう！　いい、一人で行く」

　焦れたミーナは駆け出した。我に返ったバスコイが、青い目を天の月に向ける。

「ちくしょう」

　低く悪態をつき、腕を伸ばした。文字通り伸ばしたのだ。怪物のそれを人の腕に変え、ミーナを横抱きに空へ舞い上がる。

「恨うらむぞキリヤナ！」

　ぼやきは風に乗って消えた。ミーナは邪じや魔まにならぬよう、髪をひとまとめにしてねじって押さえた。彼を探す。どこ？

　彼は城の築きずかれた丘を下りきっていた。数歩駆けては跳ちよう躍やくする。溶とけきらない銀色の雹ひようの上に、彼の影が黒く躍おどる。

　ギーがあとを追った。羽音に、一瞬彼が首を巡めぐらせる。ギーが舌打ちした。靄もやのようなものがミーナを包んだ。「雨雲だ」とギーが教える。軍神バヌルに仕つかえるバスコイの能力ちからだ。

　彼は何をするつもりだろうか。ヴェラたちをさらうのならば止めたい。そう思う一方で、ミーナはわからなくなっていた。本当に彼が妖魔だとしたら、自分は対たい峙じできるのか。そして彼は、なぜ枷につながれていたのか。

　村を襲おそわせないため？　だが彼は「魔王」ではないのか――。

　夜の闇に、獣けものの息づかいと足音が混まじる。見下ろすと狼の群むれだった。彼を護ご衛えいするよう、従っている。

「どこから？」と思わずにはいられなかった。想像にぞっとする。狼は森に棲すむものだ。だがグメーラに森はない。木は、大地にへばりつくようにしか生はえないのだから。

　狼はよそから来た。どこかの森か、あるいは、風と共に海を越えて。

　彼はある家の前で立ち止まった。狼たちが、周りをぐるりと取り囲む。

　魔ま除よけの鉄てつ槌ついを逆さにされたヴェラたちの家だ。この時刻、戸も窓もかたく閉ざされている。

　狼の臭いにか、横の畜ちく舎しやで山や羊ぎたちが騒さわいだ。喉のど笛ぶえに食らいつかれたかのような悲鳴があがるが、家人が火かき棒を手に飛び出してくることはなかった。追い払える数ではないと知っているのかもしれない。

「そうね。鶏にわとりも食い散らかされてたわね」

　雪のように積つもる白い羽は根ねを思い出し、ミーナは独りごとを言った。

　長いこと、彼は家の戸を見つめていた。だが押し入ろうとはせず、あやしげな術を使う様子も見せずに離れてゆく。

　狼は家畜に未み練れんのあるそぶりだったが、彼についていった。彼は村を抜ける。黒い海の広がる北を目指す。青い湖水群が見渡せた。どれもが同じように、細い銀の月を映している。

　やがて、彼はごつごつした岩肌の断だん崖がいに辿たどり着いた。もし飛び降りるなら下は海だ。波が砕くだけ、岩を削けずりながら渦うず巻まく音が聞こえてくる。波の音は嵐の音に似ている。ミーナは自分が雨に打たれているように錯さつ覚かくした。

彼は漆しつ黒こくの北の海を見つめていた。風がその髪をなぶる。

　どれくらいそうしていたのか、彼は振り向いた。いつ現れたのか、狼たちの手前に三つの影が生まれていた。彼らを見た途と端たん、ミーナは悪お寒かんが走った。凍てついた妖魔の〈気〉だ。

　ミーナを包む雨雲が濃くなる。ギーが警けい戒かいしたのだ。

　妖魔のうち二人は、美しい青年の姿をしていた。もう一人は、半人半獣の恐おそろしげなそれだ。

　姿形こそ違え、彼らは一様に膝を折った。臣しん下かの礼。そうとしか思えないものを彼に取る。

「戻りましょう」

　ミーナはささやいた。一刻も早くここを立ち去らねば。彼は妖魔をかしずかせたのだ。取り引きとか、力を授かっているとか、そういう問題ではなかった。これはとても、ミーナ一人の手には負おえない。

　一人と一匹は伯爵城に逃げ帰った。寝室に退却し、開けっ放しだった窓を急いで閉めた。ランプの明かりは消えていたが、つけ直す気にもなれない。どっと寝台に座りこむと、身体の底からの深いため息が出た。

　今頃になって震ふるえがくる。身体が冷えきり、そのくせ汗が吹き出した。とんでもないものを見てしまった。想像だにしていなかった。

「あれかよ、やつらが隠していたのって」

　つぶやいたギーは悪あく態たいをついた。

「やってくれる」

　悪態は伯爵たちではなくべつの誰かに向けられたようだったが、ミーナの耳にはろくに聞こえなかった。心を占しめるのは「なぜ」そして「どうすれば」だ。

「わたし、自分を囮おとりにするつもりだったんだけど」

　不意打ちの告白に、ギーが目を剝むいた。わめきかけるのを手で制してミーナは続ける。

「妖魔のしわざだと思っていたのよ。少なくとも、そういう立場で物を考えたの。だって、そうじゃないと矛む盾じゆんするもの。伯爵さまの態度と」

　彼は苦しんでいた。寂さびしそうだった。振り絞しぼるような叫び声も、北の海を見つめた物もの憂うげな眼まな差ざしも、思い出すたび心が痛む。

「人に言えない事情があるから、伯爵さまは妖魔が悪さをして、ヴェラたちを連れていこうとしても、手が出せないのかって思って」

「だったら妖魔をてめえに向けて、俺に殺させようってか？　馬鹿野郎！」

「怒ど鳴ならないでよ。怒鳴られて当然だけど」

「当たり前だっ！」

「わかってる。でもギー。それしかないと思ったの。わたし、嫌なの。どうしても、人がつらい目に遭あうのをただ見ているのは嫌なの」

　ミーナは強情を張るように繰り返した。それから、床に目を落とす。

「だけど、何なの、これ。まるでちぐはぐよね。どうして？」

　伯爵は怪異に半なかば目を瞑つむり、司祭はお飾りでいいと言い、けれど「魔王」を枷につなぐ。つないだ理由は彼を表に出さないためだ。妖魔に見まみえさせないためだ。

　なぜ。なぜ。どんなに考えても見えてこない。

　突とつ如じよ廊ろう下かを踏み鳴らす足音が聞こえ、ミーナははっとした。雷鳴のようなそれは二つ。この家にいるのは二人。だから、彼とファランドだ。

　足音の荒々しさに肝きもが冷えた。ばれた？　かもな、とギーと目でやりとりをする。

　逃げ出すわけにもいかず、ミーナは寝台にもぐりこんで掛かけ布ふをかぶった。

「ミーナ」

「やりすごせるかやってみる」

　彼女の言葉でギーが石像化した。机の上で、背をたわめたいつもの姿勢を取る。

　廊下に面した扉が小さく軋きしんで開いた。鍵かぎ！　とミーナは顔を顰める。内錠を下ろすべきだった。だがもう遅い。

　扉は開いたまま、様子を窺うかがうような間があいた。そのまま行ってくれればと願ったが、足音は入ってきた。居間を抜け、寝室へ。ランプの油の臭いが鼻を突いた。光が顔にかざされたのを感じる。

「眠っておいでです」

　男の声がした。ファランドの声だ。

　もう一人の気配も感じたが、彼だと思われるそちらは無言だ。靴くつの間に挟はさまった小石が、床との間でにじられて哭なく。どちらかが近づいてくる。寝台の、ミーナの膝の辺りが沈んだ。腰かけたのだろう。

「ああ、寝汗までかいてら」

　冷たい手が額に触れ、髪をまさぐった。ぞくりとしたがミーナは身じろぎをこらえる。

　ああ、早く出ていってと祈いのった。彼からは潮しおのにおいがして、あの崖にいたからだと心しん臓ぞうが逸はやる。

「なんだ。気のせいだったか」

　彼は幼おさない子にするように、髪を優しく指で梳すいてもつれをといた。子こ守もり唄うたでも歌いそうな手つきだった。寝言でも言うべきか、寝返りをしようか。迷ったミーナは、彼の声を聞いた。

「なんてな。知ってるんだよほんとは」

　言葉が終わらないうちに、ミーナは髪を鷲わし摑づかみにされ引き起こされた。ミーナはぱっと目を開ける。痛みに、寝たフリなどしていられない。

　彼が目の前にいた。片脚を投げ出し、もう片脚を寝台に乗せている。

　彼は乱暴にミーナの髪を後ろに引き、彼女におとがいを上げさせた。中ちゆう途と半はん端ぱな横座りのまま、ミーナは頭の後ろに手をやる。

「手を放して。髪が抜けてしまう」

「ああ」

　答えた彼はさらに力をこめた。ミーナを動けなくさせておいて、顔を寄せる。

「それは返答次第だな、司祭さまヴアーリー」

　ランプの灯あかりの下、彼の目は凍てつくようだった。

「おまえ、何を見た」
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　見み下おろして言う彼の声も目も、纏まとう〈気〉も冷えていた。色で表すなら黒、闇の色だ。妖よう魔ま、魔ま王おうという言葉がミーナの頭のなかで雪のように躍おどる。

「俺の秘密を知ったよな？」

　彼が訊きいた。

「追ってきただろ。あれはおまえじゃないとは言わせん」

「髪を放して」

　ミーナは痛みと戦いながら言った。司祭の立場を明確にするため、あえて命令形で繰くり返かえす。

「放しなさい」

「レイヴ」

　ファランドが諫いさめた。レイヴ。聞いてショックだった。これはレイヴェンなのだ――。

「レイヴ」

　辛しん抱ぼう強づよいファランドの声で、レイヴェンはゆっくり指を開き、ミーナの髪から手を抜いた。金の糸が目の前をよぎる。ミーナの髪だ。抜けて爪つめに挟はさまっていたそれを、レイヴェンは寝台に落とした。

　ミーナは後頭部を押さえた。脈みやく打うつような痛みが瞬しゆん時じに怒りに変わる。感情は抑おさえる間がなく、右足がレイヴェンへと飛んだ。

　腰を狙ねらう蹴けりを、レイヴェンは足首を摑つかんで止めた。踝くるぶしが悲鳴をあげるほど締しめつける。

　どちらが優位か見せつけるように笑って、手を離した。突き放すのではなくそっと。何度挑いどんでも同じだ。そう言うように。

　ミーナは戦意を喪なくした。激情が萎しぼむ。レイヴェンは余裕で答えを待っている。

「あなた、レイヴェンなの？」

　ミーナはあえて訊いてみた。寝台の奥に逃げ、放り出してあったショールを巻まきつける。本当に、と問うような彼女に、彼は面おも白しろがる顔をした。

「兄貴かと思ったか？」

「いいえ。たぶん、あなただと思ってた」

　苦い声に、レイヴェンは片かた眉まゆを上げた。

「気に入らんらしいな」

　ミーナは言葉を探した。乱暴に扱あつかわれた怒りと、彼だと知った衝しよう撃げきで感情がごちゃ混まぜになっていた。胸の辺りがスウスウする。きっと哀かなしくもあるのだ。

「そうね。こんな再会はしたくなかったわね」

「俺もだ。おとなしく、朝まで布ふ団とんをかぶってるっていう選せん択たく肢しはなかったのか？」

「いつもみたいに眠れなかったのよ。嵐だったし、考えごともあったし」

「こういう女は薪まき割わりでも言いつけてくたびれさせておけ、ヨキ。水みず汲くみとかな」

　ヨキというのはファランドの名のようだ。ファランドは臣しん下からしく詫わびた。

「申し訳ございません」

「後で謝るなら先にやっておけ。いつか嗅かぎつけると思ってたんだろうが」

　きつい言葉をファランドに浴あびせたレイヴェンは、ミーナににやりとした。

「嗅ぎつけたよな」

「ええ、あなたは妖魔みたいな力を使うわ」

「は、認めたな。魔王伯を前に、まだそんな口がきけるんだな。強がりか？　なかなかいい」

　レイヴェンが笑うと、纏う〈気〉はずいぶんやわらいだ。冷ひややかな闇色は妖魔から、冷れい酷こくな人のレベルにまで落ちている。

　それでも真冬の屋外にいるようだった。視線が合うたび、ミーナは心しん臓ぞうが凍こおりそうに感じた。魔を祓はらう祈いのりの聖句が喉のど元もとまでせり上がってくる。

「残念です、司祭ヴアーリー。あなたを、十五年前の司祭のように始末しないと」

　ランプを持つファランドが言った。宣告はどこか他ひ人と事ごとのように聞こえ、ミーナは訊きいた。

「当時の司祭は告発しようとしたんですってね」

「あいつは大間違いをやらかしたんだよ」

　レイヴェンは思い出す眼まな差ざしをして、皮肉げに口の両端を軽く引いた。

「俺の秘密を知って、親父を説ときふせようとした。ご子し息そくを女神の裁さばきにゆだねるのを怖おそれてはならない、とかなんとか。これだからよそ者の司祭はな。アホウめ。だったら親父も、ジイさんもそのまたジイさんも同罪だ」

　ハッとひらめくものがあり、ミーナは訊いた。

「あなたのお父さまも、妖魔と関わりがあったのね」

　レイヴェンはあっさり肯こう定ていした。

「言わなかったか、司祭さまヴアーリー。俺は親父やジイさんから悪いものを受うけ継ついでいるって」

　聞いた。その血により犯おかした罪と犯すはずの罪を悔くいたい、とミーナに赦ゆるしを求めたのだ。

「あれは作り話じゃなかったのね」

「哀しいことにな」

　平然とレイヴェンは肩をすくめてみせる。彼は他になんて言っただろうか。ミーナは記憶をたぐりよせながら訊たずねた。

「あの話は、全部本当なの？」

「基本的にはな」

「噓うそはどれ」

「懺ざん悔げだよ。あれは、あんたをからかいたかったからだ。キラキラしてたからな」

　彼は眩まぶしそうにミーナを見た。声を立てて笑う。痛みの混じるような、乾かわいたそれで。

「レイヴェン」

「ヨキ、帰って寝ろ。こいつは俺が片をつける」

　ミーナは初めて、ファランドが髪を乱し、しわくちゃのシャツとズボンを身につけていることに気づいた。叩たたき起こされ、床に放り出してあったのを慌あわてて着こんだかのようだ。

「しかし」

「うるさい、少し喋しやべらせろ。それすらも俺にはなしか？」

　詰なじられて黙りこんだファランドは、ミーナを八つ当たりの相手に決めたようだった。

「お望み通りの展開となったようですね、司祭」

　彼はランプの火を書き物机ライテイング・ビユーローのそれに移した。ひとこと、言い置いて出てゆく。

「この部屋を、あまり汚よごしたりしてほしくないものです」

　レイヴェン向けの皮肉だったようだ。彼は顔を顰しかめ、意味の摑めないミーナに教えた。

「おまえをひと思いに殺してやれってことだ。ここを血の海にしたりせずにな」

「あの人にとって、ここは特別な部屋なの？」

　ミーナは訊いた。あんまり平然と「殺す」と言われ過ぎて、逆に実感がわかない。

「ああ。ここには昔、あいつの娘がいた。覚えてるか、キーラの話をしただろ？」

「お嫁入り前日に――っていう？　あれ、ファランドさんのお嬢さんのことだったの!?」

　ミーナは仰ぎよう天てんした。ファランドに娘がいたというのだって驚きなのに。

「あなた、あなた何を……。っていうより、あなたいくつだったのよ」

　動どう揺ようするあまり、妙な質問をしてしまう。レイヴェンは鼻の横を掻かきながら逆算した。

「七年前だから、俺が十三で、キーラが……十九か？」

「まあっ」

　頰ほおがかっと熱くなった。なんてマセガキだろう。

「だからキーラさんは出ていったのね」

「違う」

　ヴェラの言葉を思い出しつつ言うと、レイヴェンが強く否ひ定ていした。

「違う。あいつは去年までここにいた。俺付きの侍じ女じよだった。死にやがったんだよ、流りゆう感かんで。医者が間に合わずにな」

「ごめんなさい」

　謝ったミーナの胸に、レイヴェンの台詞せりふが響ひびいていた。死にやがった。乱暴だけれど、嘆なげく口調だ。

「好きだったのね」

「そうだ」

　至し極ごく当たり前に言われて面食らう。それにしては揉もめごとばかり起こしていると思ったのが顔に出たのか、彼は澄すまして言った。

「それはそれ、これはこれだ」

　ミーナは言い返す気をなくした。とはいえ、ここだけ掃そう除じされていた理由がわかった。ファランドはさぞ気に入らなかっただろう。よりによって憎にくむべき司祭が、亡なき娘の部屋に入ったのだから。

　レイヴェンが、寝台を見てふと眉をひそめた。

「馬ば鹿か。怪け我がしている」

　敷しき布ふに幾いくつも、擦こすれた薄い血の痕あとがあった。足だ、と遅まきながら気づく。足の裏は真っ黒に汚れ、血が滲にじんでいた。中庭でガラスを踏ふんだせいだ。

「怪我ならあなただって――」

　彼の両手首は枷かせで擦れて傷ついていた。包ほう帯たいは巻かれておらず、シャツが染そまっている。

「俺はいい。見せてみろ」

　断る間もなく、ぐいと足を摑まれた。乱暴に引き寄せられ、ミーナは寝台の上を滑すべった。

「ちょっと！」

　レイヴェンは抗議などお構いなしでミーナの足を膝ひざに乗せ、乏とぼしい灯あかりに目をすがめていた。傷に触れられ、するどい痛みが走り、ミーナは身を竦すくませる。

　レイヴェンの手を払おうとすると押さえられた。難しい顔で両足とも調べたレイヴェンは、「ガラスは入ってない」とミーナを解放する。

「ありがとう」

　礼を言いながら妙な気分だった。レイヴェンは髪を引きずりあげたその手で、足を看みる。殺すと言ったくせに、ガラスが残っているかを心配する。

「包帯、必要？」

　血で染まったレイヴェンのシャツの袖そでが気になって訊いた。薬はないが、内着の裾すそを裂さけば包帯は作れる。

「お優しいんだな。自分を殺すって言ったヤツの怪我の心配か」

「そのイヤミ、そっくりそのまま返すわ。自分が殺す予定の人の怪我の心配？」

「おまえな。もしかして本気にしていないのか？　それは間違ってるぞ」

「本気でしょ。ファランドさんだってそうよね」

「だけど女神さまが必ず守ってくださる、か」

「信じるのが、聖職者わたしたちの第一歩で務つとめなんだもの」

　嫌いやそうなレイヴェンに、仕方ないでしょうという顔をしてから本音を言った。

「わたしだって、ちゃんとヒヤヒヤしてるわ。こんなふうにしていられるのは、あなたにまだその気がなさそうだからよ」

「剛ごう胆たんだな。それとも、おまえ馬鹿なのか」

「自分ではどちらでもないつもり。種明かしをしましょうか。切り札があるのよ」

　バスコイのギーがすぐそこで目を光らせている。彼がまだ石化を解とかないのは、危機がそれほど迫せまっていないからだろう。目安になる。

　必要ないというように、レイヴェンが軽くかぶりを振りながら笑った。

「惜おしいな、本当に惜しい。おまえのそういう物言いが好きなんだ。なのに、生かしておくわけにはいかないなんてな」

「生かしておいてくれていいのよ」

「沈黙を貫つらぬくっていうのか？　それはおまえたちにとっては女神に背そむくことだろう？」

「そうよ。でも」

「でも？」

「今回は見逃そうかと思っていたの。ヴェラたちをそっとしておいてくれるなら、って」

「ヴェラ？」

「魔ま除よけが逆さまにされた家の人よ。名前も知らないの？」

「別に興味もないがな」

　あっさり言われてしまった。半なかば呆ぼう然ぜんとしつつミーナは訊いた。

「それなのにあんなことを？　いいえ、待って。あの騒さわぎに、あなたは関わっているの？」

「おまえはどう思う？」

「罠わなにかけるような口調よね。答えたくないわ」

「真ま面じ目めにならどうだ？」

　彼は表情を変えた。黒い瞳ひとみを奥に、信じてほしいと縋すがりつく少年がよぎったように感じる。

　ミーナは目を細めた。この顔は、満月の夜にも見た。痛い目にあわされた。

「騙だまされろよ」

　レイヴェンが両手を上げる。苦笑する声だ。

「あなたね」

　ミーナは呆あきれた。彼は一体、どういうつもりなのだろう。まさか今すぐ死にたいわけではないが、時だけがどんどん過ぎている。

　すぐそこまで朝が近づいているのが、膚はだで感じられる。ミーナには恵みの光になるが、妖魔の力を操あやつる彼はどうなのだろう。

「ねえ。質問をしてもいい？」

「訊いてみろよ」

　横おう柄へいさにミーナはちょっと顔を顰しかめた。小さくため息をつき、気を取り直す。

「どうして、わたしと話そうと思ったの？」

「気晴らし」

　レイヴェンの答えは簡潔だった。

「ヨキ以外と喋ったのは、一年ぶりだ。それくらいいいだろ」

「饗きようされる前に、籠かごに入れて飾られた鶏にわとりみたいな気分よ」

　舌なめずりしつつ、こいつがごちそうになるという目を向けられているようだ。

「それにしちゃ、肚はらが据すわった鶏だ」

　レイヴェンは笑って取り合わなかった。楽しんでいるらしい。キーラが亡くなって以来なのだろう。それ以降、彼は孤独に暮らしてきた。

「ファランドさんとしか話してないのは、北館にずっと閉じこめられているから？」

「そう、北館にな。だが、ずっとじゃない」

「でも、誰もあなたを知らなかったわ」

　ミーナは村で、幾いく度どかその名を持ち出してみたのだ。誰一人反応はなかった。みな、ナリスフレイに兄弟はいないと口を揃そろえた。

　噓や、覚えこまされた台詞せりふには聞こえなかった。ヴェラにしたって、伯はく爵しやく家けについての噂うわさをあれほど率直に語ったのだ。そこだけ喋らないというのも妙だ。

　レイヴェンは箱形寝台の側板に腕を持たせかけた。

「それも言ったろ？　いないことになっているって」

「いないにもほどがあるというか、限度があるように思うのだけれど」

　人の口に戸は立てられない。生まれたての赤子ならともかく、いくら双ふた子ごだって二十年も存在は隠かくせない。普通は。

「俺は『ちょっとおかしい』からな」

　レイヴェンはにやりと表情を変えた。たちまち、闇の〈気〉が甦よみがり、ミーナは身み震ぶるいする。

「寒いか？　悪いな、司祭には毒だったか。けど、俺はこれが昔から得意で、妖魔が集まってくる。そそのかせば、やつら、なんだってやるぞ」

「村人を怖がらせたり？　そういうことをするから、不ふ肖しようの弟なのね」

「まあ、そうだ」

「それも気晴らしなの？」

「時にはな。やめろっていう説教か？　女神が罰ばつをお下くだしになる？」

　からかう調子で言ったレイヴェンが、ふと声音を変えた。

「罰ならもう受けている」

「レイヴェン――」

　彼はミーナの言葉を聞かず、自じ嘲ちよう気ぎ味みに続けた。

「俺への罰は『幽ゆう霊れい』って名だ。誰にも見えない。誰とも話せない」

「そんなことないでしょ。あなたは幽霊じゃないわ。わたしと話してる」

「兄貴にしてみりゃ番狂わせだ」

「そのこと、伯爵さまと話し合ってないの？」

「兄貴は、俺とは喋らない」

「そんな、ひどい。二人きりの兄弟でしょうに」

「そう言ってやるなよ」

　皮肉ばかり言っているくせに、レイヴェンは兄を庇かばった。

「あいつは伯爵で、矢や面おもてに立たなくちゃならない。裏で俺が何をしていても、悪いことなんかしていないって顔でな。みんな、あいつがかぶるんだ。何て呼ばれてるか知ってるだろう？　『魔王伯』。あれは、俺に向けられるはずの言葉だ」

「だったら」と言いかけてミーナはためらった。

「……だったら、妖魔とは余計に関わりを断たたなくてはだめよ。あなたが妖魔を呼ぶのを止めれば、伯爵さまだって」

「認めてくれる、か。夢だな」

　泣き笑いの顔でレイヴェンは否定した。ミーナに手を伸ばす。

「キラキラ。ものごとはそう単純じゃない」

「キラキラなんて呼ばないで。わたしはミーナよ」

　レイヴェンはミーナの髪をひと房ふさ指ですくった。

「マライナ。どうせならそう呼ばせろ」

「その呼び方は好きじゃないの。だめ、髪で遊ばないで」

　髪を引き抜こうとしたが、レイヴェンは摑んで離さなかった。

「レイヴェン」

「キーラに似てるんだ」

「もうそれは聞いたわ。だからと、むやみに触らないで。っていうより、ここから出して」

　ミーナは未だ、出入り口を塞ふさがれ、箱形寝台の中にいる。

「駄だ目めだね」

「あのね。この場所もこの距離も、わたしとあなたの立場にはふさわしくないわ」

「そうだな。これは『恋人』の距離だ」

「言ってなさい。今度こそバヌルの雷いかずちが打ち据えるわよ」

　睨にらんだが、レイヴェンは笑っている。ミーナは胸が痛くなった。こんなささやかなやりとりさえ久しぶりだなんて――。

「ねえ。どうにかできないの？」

　たまらなくなり、ミーナは訴うつたえた。寝間着の下の〈女神の鏡かがみ〉を握にぎりしめる。

「伯爵さまは『手に負おえない』って言ったわ。本当にその通りなの？　わたしじゃ力になれない？　『幽霊』の罰だなんて、そんなのつらすぎる」

「よせよ」

　ふいに、突き放すような声が返った。

「恵まれた聖都育ちのあんたに何がわかるんだ司祭さま。こんな北の果はてで、魔の大陸を目の前にして、きれいごとですむと思うな」

「思ってないわ。思っていたら、今頃、教団本庁に告発文が向かってるわよ。『目を瞑つむる』。そう言ったでしょ。覚えてないの？」

　レイヴェンがぐっと詰つまった。苛立ちを露あらわに、片眉を吊つり上げる。

「だったらどうして興味を持つ？　それが義務だからか？　点数稼かせぎか？　殺すぞ」

「脅おどせばいいと思わないでよ」

　ミーナは目を怒らせた。目の翡ひ翠すい色いろが濃くなる。

　抑えきれずに罵ののしった。

「自分を憐あわれむのはやめたらどう？　点数稼ぎなら、一年間黙ってるわよバカ」

「バカ!?」

「ええそうよ。わたしは上司に拝おがみ倒されてきたんだもの。任期を務めあげたら史上最年少の司教よ！　エラくなりたいなら、ファランドさんに手を抜けと言われた時点でそうしてるわよ」

　一息に言って肩かたの力を抜いた。ごめんなさいとつぶやく。

「ごめんなさい。そこまで言う資格なんてないのに」

　レイヴェンは聞こえなかったフリをして、何気なく言った。

「手を抜け？　あいつ焦あせったな。おまえには逆効果だって、三みこと喋ればわかるだろうに」

「悪かったわね」とミーナは思う。だがまあ正しい。

「それで？　司祭さま。おまえが俺を追いかけたのは、俺や例の家族の力になりたかったからなわけだ。力になれそうか？」

　話を戻し、意地悪くレイヴェンがからかう。できないと思っているのは明らかだ。

「あなたにお願いしたら？　妖魔をそそのかせるのよね」

「やめるよう言えって？　そもそも俺が命じてたならどうする？」

「あなたに、気を変えてくれるよう頼んでみるわ」

「ほう。何と引き換えにだ？　おまえか？」

「レイヴェン」

「ただの冗談だ。だいたい、俺が命じたんじゃないしな」

「妖魔が勝手にやったの？　止めてもらえたりする？」

「しない。理由を答えるつもりもないし、考えを変えるつもりもない」

　指を立てて機先を制され、ミーナは歯を食いしばった。例の案を持ち出す。

「じゃあ、妖魔の目をわたしに向けるのを見み逃のがしてちょうだい。祓はらったりしないわ」

　素す早ばやく息を継ぎ、ミーナは言った。

「彼に任まかせるの」

　机を指さす。ミーナに答えるように、ギーは目だけをぎろりと動かした。バスコイが生きていると知り、レイヴェンは瞬時に察した。

「おまえ！　〈バスコイ憑つき〉か！」

「古い言い方を知っているのね」

　声をかすれさせるレイヴェンに、ミーナは苦い笑みを浮かべた。

　かつて人々は、バスコイの守しゆ護ごを受ける者をそう呼んだ。〈神々の時代〉が遠く過ぎ去ったのち、神と人との距離も開いた。女神はそれを嘆き、祝しゆく福ふくのため、もっとも自由に動ける眷けん属ぞく――バスコイ――を遣つかわすのだとされている。

　解かい釈しやくは当然、吉きつ兆ちようだ。この時代、類を見ない吉兆とさえ言える。

「くそ。兄貴たちは気づかなかったのか」

　毒づいたレイヴェンがミーナを見み遣やった。

「グメーラに何しに来た？　バスコイを連つれて妖魔退治か」

「わたしはただの司祭よ。戦闘職じゃないわ」

　否定したミーナは、本当のことを打ち明けた。

「ここへ来たのは見返りのためよ。他の人は誰も来たがらなかったから、上層部がわたしを餌えさで釣つったの」

「おまえ。いきなり俗ぞくっぽいな。見返りが司教か？」

「そうよ。それとあと一つ取り引きをして」

　レイヴェンは無言で続きを促うながす。ミーナは小さく息を整えた。

「教えてもらえることになっていたの。わたしがどうしても、ずっと知りたかったことを――母のことを」

「おまえの母親？」

　ちくりと胸が疼うずいた。母のことを考えるたび、そうなる。

「名前はキリヤナ。かつてはパラデールの司祭だったそうよ。でも、教団を飛び出して、数年後、生まれたばかりのわたしを本庁の大聖堂の前に置き去りにしたの」

「捨てられたのか」

　同情する声がつらかったが、その通りだ。

「それにおまえ。母親は司祭だったって――」

　聖職者が生しよう涯がい独身を貫つらぬかねばならないのは、誰でも知っている。司祭の身でありながら子をなすのは、罪でしかない。

「だから母のことは禁句なの。本当は、母が司祭だとちゃんと確かめたわけじゃないけど。でも、みんな言っているから。噂って、ずっと暮らしていれば少しずつ耳に入るものだし」

　断片をつなぎ合わせれば、それなりの話になる。

「何度かこっそり調べてもみたんだけれど、わからなくて。名前が平へい凡ぼんすぎるのね」

　聖職者は俗世のものである姓を捨てる。だから母はキリヤナ司祭として記録されているが、該がい当とうする同名の司祭は何百人といるのだ。

「あんたは生まれながらに『罪の子』ってわけだ」

　ぐさりときた。だが彼に傷つけるつもりはなかったようで、言葉を継いだ。

「言っちゃなんだが、よく司祭になれたな。それも本庁の」

　本庁は選ばれた者たちの場所だ。ミーナはそこで破格の出世を遂とげている。

「その、キラキラの力があるからか？」

「あとは彼よ」

〈バスコイ憑き〉。それは何よりも強力な切り札だ。

「ギーは、ずっとわたしと一緒にいるの。わたしが置き去りにされたその日から」

　覚えているはずがないのに、ミーナはその情景をまざまざと思い浮かべることができる。

「――雪の日だったそうよ。見つけたのは今のわたしの上司に当たる人で、わたしは毛布にくるまれて、籠かごに入れられていたんですって。ギーが傘かさをさしかけてて、わたしの産うぶ着ぎには『マライナ』って名札が留とめつけてあって」

　ミーナは言葉を切った。わざとおどけてみせる。

「ギーはわたしを守るよう、母キリヤナに頼まれたんだそうよ。まるで神話みたいでしょ。キリヤナが行方ゆくえ知れずになって、不ふ義ぎの子マライナを産んで、それをバスコイが守ってるなんて。ちょっと役割が変だけれど」

　神話では、魔神にさらわれ、災わざわいの神を産んだのはマライナだ。

　とはいえ、ミーナはその名と〈バスコイ憑き〉であることが、天てん啓けいと受け取られた。だからこそ本庁で育てられ、しごかれ、十八という若さで司祭となった。

「そんな顔しないで」

　ミーナは呆然とするレイヴェンに微笑ほほえんだ。

「これがわたしの運命なの。慣なれちゃったわ。それにけっこう、エリートって気に入ってるの」

「噓つけ」

　言葉が矢のように刺さり、ミーナは泣きそうになった。レイヴェンはなおも言った。

「気に入るわけがない。ごく普通の出も自のがほしかったに決まってる。――俺がそうだ」

　誰も存在を知らないレイヴェン。妖魔の〈気〉を纏い、妖魔たちをかしずかせる。

　レイヴェンがつぶやいた。

「ミーナ、おまえなら言う資格があるな。自分を憐れむなって」

「ううん。そうでもないのよ。わたしがお節せつ介かいなのって、たぶんそれでだから」

　ミーナは否定した。本当は、あれは自分に言ったようなものだ。

「見捨てるって、できないの。バカみたいだけれど、目の前に雪がちらついて。わたしを置いて去って行く母が見えるような気がして――」

　いたたまれなくなって口をつぐんだ。置き去りにされた事実に、未だこんなに傷ついている。

　ミーナのその後の暮らしは、決して悪くなかった。いい人たちに巡めぐり会えたとも思っている。それなのに。

　レイヴェンが突然言い出した。

「気が変わった。おまえ、ここにいろ」

　えっと目を丸くするミーナに、否定の仕草をする。

「やめた、殺すのはナシだ。兄貴とヨキが何と言おうとナシだ。ここにいろ、俺の側に」

「ちょっ、どうして？」

「おまえが、今の俺の一番ほしいものだからだ」

「わたしはあなたのものにはならないわよ、レイヴェン」

「そういう意味じゃない。おまえは俺と普通に話す。味方になる。だろう？」

「それは、力になれればって思うけれど、でも」

「だったら、なれ。グメーラに残れ。それが力だ」

　彼はミーナの髪を握ったままだった。上うわ目め遣づかいに見上げる。

「捨てられた子どもの顔をしないで」

「違いがあるなら教えてくれ。おまえが去ったら同じだ」

「――」

　心臓の、鼓こ動どうがはねた。縛しばりつけないで、と思う。ミーナは想像してしまう。去って行く自分を眺ながめるレイヴェンを。その表情を。

「兄貴に言えよ」

「何を」とミーナは訊こうとした。訊けなかった。視線が絡からんだ瞬間、囚とらわれた。

　レイヴェンの眼差しに、何かの力が働いている。まずいと思ったが、目をそらせない！

「レイヴェン、レイヴェンあなた――」

「俺の得意技」

　こともなげに教えた。ミーナを引き寄せる。動けない。

「あなた、こうやって女性を」

　ミーナは呻うめいた。かすみつつある頭の片かた隅すみで呆れる。だから女性との揉めごとばかり。

「いいな、ナリスフレイに言えよ？　おまえを殺したら、俺が村を全ぜん滅めつさせてやるって」

「言えないわよ。脅おどしたいなら自分でして」

「あいつは俺とは話さないって言ったろ。それにもう時間がない。朝だ」

「こんなことをしてどうするつもりなの」

　今の彼なら何でもできる。本能的な恐怖が炎のように揺らめき、期待となって消えた。どうかしている。操あやつられているのだ。レイヴェンの行動を待っているなんて。

「お守りをやるだけだ」

　答えたレイヴェンが、続けて唇くちびるを動かす。声はなく、言葉を形作る。

　おやすみ。












　お守り？　おやすみ？　意味を考える暇ひまもなく、唇を押しつけられた。

　よけられなかった。突きとばし、罵ば声せいを浴びせなければならないところを、押し寄せた波のような痺しびれに流された。力が抜ける。意思にそむいて瞼まぶたが閉じる。

　甘い。

　口づけは甘かった。そして冷たい。ゆっくりと心が凍こおらされてゆく。

　魔王に囚われた。そう思った。女神に救いを求める聖句が、脳のう裏りでめちゃくちゃに乱れる。だめだ、だめ。何も考えられない――。

　真っ白になった頭の中に、なぜか空が浮かんだ。天頂はまだ闇色だが、東の空は赤く染まり始めていた。地平線に掃はかれた一筋の紅色の上を、橙だいだいと黄色がふちどっている。それらを押しのけるように白色が広がりつつある。

　薄はく明めい。夜明けが近い。太陽がふくれあがって、初めの光をきらりと飛ばした！

　幻まぼろしの朝陽がミーナの目を射い、その瞬間ミーナは我に返った。夢から醒さめたように感じ、急に置かれた状況にぞっとした。今度こそ突きとばして、飛びすさる。

　慌てるあまり、そこが寝台の中だということを忘れた。自由に動けず、低い天てん蓋がいに、いやというほど頭をぶつける。

　がす、という音に、ようやくバスコイが声をあげた。

「ミーナ！」

「遅すぎるわよ、ギーの馬鹿！」

　ショックのあまり、涙ぐみながら怒ど鳴なった。ギーがふっ飛んでくる。側板の縁に止まってレイヴェンを睨ねめつけた。

「おまえ！　ミーナに何をした!?」

「わたしは――」

　彼は呆然としていた。無意識に自みずからの口に手を触れながら、ぎょっとしたようにギーを見た。

「バスコイ！」

「バスコイがどうした」

　凄すごんだギーに彼は手を上げた。待ってくれという仕草だ。

「その前に、ここは？　あなたの部屋か、ミーナ司祭」

「おまえなあ、そらっ惚とぼけるのも――」

「待って、ギー」

　勢いこむギーをミーナは止めた。何かがおかしい。というよりも、これは誰!?

　ミーナに口づけたレイヴェンではなかった。妖魔の〈気〉など微み塵じんも感じない。

　そして、ミーナに劣おとらず彼もうろたえている。名残なごりを確かめるよう唇に触れながら「夢であってほしい」と表情が語っている。

　まるで操られていたかのような振る舞いだ。

　まさか。

　ありえない想像をミーナは否定した。けれど、それ以外に説明がつかない。

　彼はレイヴェンではない。彼は――。

「ナリスフレイ。……伯爵さま？」

　信じたくない気持ちでミーナは訊いた。彼は鞭むち打うたれたようにびくりとし。

　それから絶望的な顔で認めた。
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　中腰だったミーナは寝台にぺたんと尻しりを落とした。

　レイヴェンがナリスフレイ？　ナリスフレイがレイヴェン――？

「入れ替わり、ましたよね？」

　誰にともなく訊きいた。ギーがミーナを守るよう、膝ひざに飛び乗る。猫のようにそれを抱きかかえながら、ミーナはナリスフレイの答えを待った。沈黙に焦じれて、言葉を足す。

「だって、そうでしょう？　あなたたちは顔の同じ所に傷をつけていて、それに、そうよ、レイヴェンは『兄貴は俺と喋しやべらない』って言ったわ」

　正確には「喋れない」だったわけだ。噓うそつきと罵ののしりたいところだが、相手はもういない。

「ねえ、伯はく爵しやくさま。答えて。冗談だと思いたいけれど、あなたたちは二人で、一つの身体からだを使っているのね？　じゃなければ、あなたには二つの顔があるか」

「――――前者のほうだ」

　ややして、ナリスフレイの苦い声が答えた。

「少なくとも、わたしたち自身はそう理解している。どう違うのかとは訊かないでほしい。とにかく、わたしたちは別々の人間のつもりだ。中身としては」

「薄うす々うす、そうじゃないかと思ってました。つまり、一人で二人なのだって」

　ミーナのため息に、ナリスフレイが両手を掲かかげてみせた。

「これもだよね。それと、あのとき叩たたかれたのは致ち命めい的てきだった」

「あれはあなたのせいよ。というか、レイヴェンの」

「言われなくてもわかってる。夜に起きたことすべてが、あいつの責任だ」

「それは、日の出と日の入りで入れ替わると言うことですよね」

　朝だ、とレイヴェンはわざわざ言った。そして「おやすみ」と。

「理解が早くて助かる。だから、初めのあの日、あなたを領地の案内には連つれて行けなかった。夜がそこまで来ていたから」

「ああ」

　ミーナは納得した。たしかに、いきなりレイヴェンに変わったら、伯爵はおかしくなったと思ったことだろう。

　ナリスフレイは低く息を吐き、寝台の天てん蓋がいを見上げた。

「説明が必要だろうね」

「ええ、もちろん」

「わかった、話すよ。けれどその前に場所を変えよう。わたしの執しつ務む室しつに。司祭ヴアーリー、わたしは逃げない。着替えたら、来てくれるだろうか」

「伺うかがいます」

「じゃあ、わたしはひと足先に行って待っているよ」

　ナリスフレイは寝台を出た。詫わびと受け取れるような、曖あい昧まいな仕草をして出てゆく。

「なんてこった」

　ギーがつぶやいた。放心しかかっていたミーナは、その声で我に返る。

「なんてこったじゃないわよ！　あなた、何していたのよ」

「俺だって動こうとしたさ！　動けなかったんだよ、くそ、石化を解といておくべきだった」

「そうよ、のほほんとしているのが悪いのよ」

「アホウ、俺は怒ってたんだよ！　勝手に強気に出るわ、秘密をバラすわ」

「だって。怯おびえればよかったの？　それともあなたを呼べば？　だいたいギー。黙ってたってことは、あなただってまだ平気だと思ってたんじゃない」

　睨にらむと、気まずそうにしたギーが反撃に出る。

「だいたい、誰のせいだよミーナ。おまえがヤツを追ったりしたから」

「あなたなんか、叫さけび声のこと隠かくしていたじゃない」

　罵り合いは果はてしなく続きそうだった。一人と一匹は顔を見合わせる。

「よしましょう。伯爵さまも待っていることだし」

「そうだな。一時休戦だ」

　ミーナは手早く着替えた。顔を洗い、鏡かがみに映うつした顔はほてっていて、自分を殴なぐりたくなる。バカバカバカ。何てことをしたのだろう。贖しよく罪ざいをしなければ。伯爵との話を終えたら、聖せい句くを百ひやつ遍ぺん、いや千せん遍べん唱となえなければ。

　ぱりっとした僧そう衣いに着替え、夜の出来事とは一線を引くつもりで、きっちりと髪を編あんだ。まだ暗い廊ろう下かをランプを手にして歩き、挑いどむような気持ちでナリスフレイの部屋に向かう。

　ノックに応じて扉を開けたのは、当然とはいえファランドだった。彼は無言でミーナを見み下おろし、ざまをみろとでも言いたげな笑みをほのかに見せる。

「あなたが残っていたら、止めたとでも言うの」

　小声で訊くと、ファランドは否ひ定ていした。

「いいえ。さっさとあなたを始末しただけです」

　むっとしたミーナはファランドを押しのけるように中に入った。ギーが羽はばたいて続く。

　向かい合わせに置かれた肘ひじ掛かけ椅い子すの間のテーブルに、お茶が用意されていた。一方に座っていたナリスフレイが立ち上がり、ミーナにもう一方を勧すすめる。

　彼も服をあらためていた。手首の傷にも包ほう帯たいが巻まかれている。

　ミーナが席につくとファランドが茶を淹いれた。お茶からは、果実の甘い匂いが立ちのぼった。ジャムを一ひと匙さじ、カップに落としておいたのだろう。

「どうぞ。飲んでください、司祭。話はそれからだ」

　受け取ったカップに目をやると、茶の中にひらひらとリボンのようなゆらめきが見えた。ジャムは二匙以上入っているかもしれない。歯が溶とけるほど甘そうだ。

　お茶をすすったミーナは、覚悟していたにもかかわらず、甘さに顔を顰しかめた。だが、そういうのをぐっとやりたい心境でもあったので、もう一口運ぶ。

　甘さで脳のうまで痺しびれたせいか、気持ちが落ち着くのがわかった。家令はイヤミだが、その辺りもきちんと心こころ得えているらしい。

　ナリスフレイも眉み間けんに皺しわを刻きざんで、ちびちびと半分ほどを飲んだ。そうやって黙って茶をすすっていたミーナは、ふいに「あっ」と声をあげた。

「朝の礼れい拝はい！」

「礼拝は午ひるに変更です。使用人に、そう村に伝えさせました」

　ファランドが言った。中止としないあたりに気き遣づかいが見えたのが意外だ。毒気を抜かれミーナが礼を言うと、ファランドは無表情に返してくる。

「差し出がましいとは思いましたが」

　よく気がつくのは認めるが、一言多い。

　飲みかけの茶を弄もてあそんでいたナリスフレイが、カップをテーブルに置いた。話を始めるのだろうと、ミーナもそれに倣ならう。

「夜のうちに何があったかはおおよそ、ファランドから聞いたよ」

　ナリスフレイはそう切り出した。

「そのことについて始める前に、まず、弟の非礼を詫びたい」

「レイヴェンを、弟と認めるのね」

「認めるよ。この前は、そうするしかなくて噓をついたんだ」

　ナリスフレイは言葉を切り、ミーナを窺うかがいつつ、言いにくそうに訊いた。

「あいつのしたのが、あれだけだといいんだが。その、つまり、入れ替わったときの……」

「あれだけです」

　ミーナは察して答える。伯爵はあからさまにほっとし、それから投なげ遣やりに続けた。

「お望みなら、わたしを叩いてくれていい。そのほうが気が楽だ。いくらかは罪つみ滅ほろぼしができたように思える」

　ため息を漏もらすナリスフレイに、ミーナは取りなすように言った。

「お互い災さい難なんだったということにしませんか。レイヴェンはあなたに、わたしを問答無用で始末させたくなくてああしたようなので」

「ほらみろファランド。キラキラだ」

　自や棄けみたいな言葉を家令に向ける。ミーナにはわからなかったが、彼は意を汲くんだようだ。

「ええ」

「キラキラってわたしのことですか。二人とも、そこだけ同じ言葉を使うんですね」

「へえ。さすが兄弟、かな」

　ナリスフレイの言葉は苦い嫌けん悪おの響ひびきを持った。ミーナは訊いた。

「伯爵さま。今度こそ教えてくださいますよね、レイヴェンのこと」

「弟、というだけじゃ足りないか」

　声には非難ではなく諦あきらめがあった。もう隠せない、と言うような。

「足りません。レイヴェンは妖よう魔まを操あやつれるって言ってましたし」

「あいつは、人」

　ナリスフレイは短く答え、重い声で足した。

「あるいは妖魔。その両方」

　意味が摑つかめず、ミーナは眉まゆをひそめた。

「半はん人じん半はん妖ようということ？　でも、あなたは違うのでしょう？　同じ身体なのに？」

　可能なのだろうかと思う。それを言うなら、一つの身体に二つの魂たましいというのもそうなのだが。

「忌いまわしい血のなせるわざだよ」

　皮肉げに、ナリスフレイは顔を歪ゆがめて、椅子の背に深くもたれ直す。

「グメーラ伯爵家の宿命と言ってもいい。あなたは信じないかもしれないが、我が伯爵家の祖そには、妖魔の血が流れている」

　劇的に言葉を切ったナリスフレイは、ミーナの反応を窺うかがった。おそらく期待通りにミーナは絶句した。妖魔の血。まったくないとは言わないが、これほど古い家系に連れん綿めんと伝わっているなんて。

「よく隠せましたね」

　つい聖職者の立場で見てしまう。教団に知れようものなら、あっという間に派兵だろう。

　ところが、ナリスフレイは思いがけないことを言った。

「パラデールは承しよう知ちだったはずだよ、少なくとも、そもそもの初めの時代は。公おおやけにならない限り黙もく認にん、としていたんじゃないかと思う。その後もうちはずっと領地出身の専任司祭を置いていたから、問題も公にならずにきたし」

　そのまま時代は下り、グメーラの秘密は教団内で埋うもれた。一方でグメーラは衰すい退たいし、領地から司祭を出し続けることがかなわなくなった。

「だから今になって、騒さわぎになったのね。よそ者がくるようになって」

「ああ。それにしても、なぜそんな忌まわしい者がグメーラに君くん臨りんするに任まかせたと思う？」

　ナリスフレイが訊ね、ミーナが答えるより先に、自じ嘲ちようする顔で答えを言う。

「比類なく高貴な御お方かたがグメーラに庇ひ護ごを与えているんだ。初代伯の血に連つらなる者がここを治めている限り、妖魔たちはグメーラに手を出さないと誓ちかっている。教団にとっても、国としても、ならばそっとしておくほうが楽だしね」

「どなたですか、それ」

「知りたい？」

　気を持たせるように訊たずね、ナリスフレイは明かした。

「エナン」

　ミーナはハッとした。魔神ジャイナルとマライナの息子だ。ジャイナルが滅ほろびたのち、妖魔たちを率ひきいているのが、かの神ではなかったか。

「エナンがなぜグメーラを」

「……理由は伝わっていない。われわれはこれを〈盟めい約やく〉と呼んでいるが」

　それにしては怪かい異いが多くないだろうか。ミーナは訊いてみた。

「あれはやつらにしてみれば、ほんの遊びだ。記録を調べたいなら、喜んでお見せしよう。他とは違って、グメーラに怪異は多いけれど、それほど深刻な事態はないのがわかるから」

　作物や家か畜ちくが荒らされる程度なら、恐おそろしいことには違いないが、些さ細さいな怪異と言える。

「わたしは〈盟約〉は果たされていると考えている。場所柄、ここはもっと恐ろしい場所になっていてもおかしくない」

　キリヤナの加か護ごの及およぶ北端。海の向こうは魔の大陸だとされている。

「そうですね」

「だから領民も堪たえているわけだ。小さな苦痛を受け入れれば、大物には見舞われない」

　小さな苦痛とは領主のことだ。「奇き矯きような」伯爵。

　ミーナの表情が翳かげるとナリスフレイは言った。

「歴代の当主の記録を読んでみるといいよ。正しいと思わざるを得ないから。父も、しょっちゅう矛む盾じゆんすることをしては呆ぼう然ぜんとしていた。あれはあれで苦しいものがあったろうと思う。我に返ると、かわいがっていた猟りよう犬けんを引ひき裂さいたりしているんだからね。そういう伯爵の世話をするんだから、ファランド家は最大の貧びん乏ぼうくじを引いてる」

「とんでもない、フレイ」

　ファランドにわかっているという仕草をし、ナリスフレイは独りごとめいて言った。

「わたしも一人で生まれれば、よくあるおかしいグメーラ伯だったんだろう」

　だが、彼らは違った。その身いれ体ものには二人入っていた。

「どんな呪のろいなんだか」

　ナリスフレイは吐き捨てた。

「正直、時々どちらがよかったのかと思うよ。一人でおかしいグメーラ伯と、夜だけおかしいグメーラ伯と」

「不ぶ躾しつけかも知れませんが、訊いてもいいですか」

「どうぞ、司祭」

「伯爵さまには、レイヴェンのような力は……？」

「ないよ。まったくもって。だからなのか、わたしにはあいつが理解できない」

　声が苦くなった。視線を組んだ足の爪つま先さきにそそぐ。

「面白半分に鶏にわとりを食い散らすとか、女性を引きずりこむとか。あなたもお聞き及びでしょう」

「すみません、少しだけ」

「いいんだ、人の口に戸は立てられない。腹立たしいのはあいつだ。きちんと夜のうちに始末してくれればいいものを、それはこっちに押しつける」

　朝、寝台で見つけた女性に、彼はどんな顔をするのだろう。ミーナは不ふ謹きん慎しんにも想像した。

「あなたのこともそうだ。わたしを窮きゆう地ちに立たせたって、自分で見られるわけじゃないのに」

「じゃああの、夜のことは何も？」

「何も。反対に昼のことは、誰かが教えない限りあいつにはわからない」

　いい気味だと思っているような調子で声が響いた。ささやかな、復ふく讐しゆうにもならない復讐。

「いっそのこと、あいつが穴に入りたくなるような真ま似ねをしてやろうかと思うよ。思うだけだけれどね。どうせ、馬ば鹿かをみるのはこちらだ」

　まくしたてたナリスフレイは我に返ったようだった。

「すまない。愚ぐ痴ちを言ってしまった。見苦しい振る舞いをするつもりじゃなかったんだが」

「そんなふうに思ってませんから。わたし、聞くのは得意ですし」

「ありがとう」

　ナリスフレイは微笑ほほえんだ。急に、疲れたように見える。

　彼はずっと、一人で重荷を背負って来たのだ。昼の伯爵。どんな誹そしりにも黙って耐え、悪いのは弟だと触れまわることもなしに。

　いったい誰が、彼の真似をできるだろうか。ミーナは強さに打たれた。

「レイヴェンを、ずっとは閉じこめてないんですってね」

　伯爵に肩入れし、声に非ひ難なんが混じったかもしれない。ナリスフレイは耳みみ聡ざとく聞き取って苦笑した。

「あれでも弟なんだ。あいつには、誰もいない夜しかない」

　忌いま々いましく、憎にくくもある。それでも弟なのだと彼は言うのだ。

「ごめんなさい」

　考えなしの言葉だった。詫びながら思い出し、涙が出そうになる。

「レイヴェンにも言われました。兄を責せめてやるな、って」

「そうか。きっと恨うらんでるだろうと思っていたのに」

「フレイ」

　否定するようなファランドを、彼は仕草で止める。

「いや。キーラが亡なくなってから、わたしがあいつの話を避さけていたのは事実だ。夜の出来事なんか、聞かないフリをしてきた。ああ、キーラっていうのはファランドの娘で、あいつの世話をしてくれていた」

　説明され、ミーナはうなずいた。

「レイヴェンから聞きました」

「あいつから？　他にはなんて？」

「その、お嫁入りの前日だったと」

　父親の手前ぼそぼそ言った。肯こう定ていしたナリスフレイが付け足す。

「それは正しい。ただ一つ、キーラの名めい誉よのために言うなら、結婚をやめたのは自みずからの意志だ。侍じ女じよとして残ったのもね」

「そうなんですか」

「ファランドは説ときふせられたよ。そうだったろ？」

　意地悪く訊かれ、ファランドは目をそらした。どっちつかずの首の振り方をする。

「娘の決めたことですから。尊そん重ちようしますよ」

　違ったのだと聞き取れる。きっと、果てしない父娘おやこ喧げん嘩かが繰くり広ひろげられたのだろう。

　初めて、ファランドに血の通ったところを見た気がする。よほど言ってやろうかと思ったが、ミーナは黙っていた。かわりに、少しばかりなごんだ空気の中、訊いてみる。

「どんな方だったんですか、キーラさんて」

「姉。かな。思い出がありすぎてちょっと選べない」

　懐なつかしく遠くを見つめる顔が、残るすべてを語っていた。キーラはまだ、ナリスフレイの胸の中にも生きている。

　ナリスフレイもまた、キーラを好きだったのだろうか。そう思うと納得がいく。だからレイヴェンを避けた。弟の恋人となってしまった女性を、永遠に喪うしなって。

『キーラに似てるんだ』

　レイヴェンに繰り返し言われた言葉が、ふいに意味を持った。ミーナは鼓こ動どうが乱れるのを感じながら質問を続けた。

「髪の長い方だったんですよね」

「ああ、そうだね。腰に届く……司祭くらいあるかな」

「色もわたしみたいな？」

「いや。褐かつ色しよくだったよ」

　ガラガラと、言葉の持った意味が崩くずれた。ヤツのにやにや笑いが浮かび、ミーナは叫んだ。

「あんにゃろう！」

　またしても、またしても、やってくれた！

　ナリスフレイが怪け訝げんな顔をし、家令と目を合わせる。ファランドは真相を知り得ないながらも、薄々察したのか笑みを浮かべた。

　ミーナは拳こぶしをかためる。不ふ便べんだと思った。レイヴェンは夜が来るまで現れない。

「司祭。どうぞ、その罪はあいつに贖つぐなわせてください」

　わたしを殴ってくれるな、と暗にナリスフレイが言う。それから、だしぬけに彼は笑い出した。ミーナはぽかんとする。

「伯爵さま？」

「いや、失礼。こういう話を冗談にするのは初めてだと思ってね」

　当然だった。彼らは隠し続けてきたのだから。

　ナリスフレイが、言葉を嚙かみしめた。

「――悪くないな」

　彼は新しい武具を身につけたように、この感覚になじもうとしているようだった。ゆっくり、気持ちを確かめるような顔をする。

　ミーナも不ふ思し議ぎな気分を味わっていた。ナリスフレイに変化をもたらせたのは自分で、それが面おも映はゆい。

「司祭。わたしはファランドから、あなたが力になってくれるようなことを聞きましたが」

「はい。言いました」

　いずまいを正したミーナは、断られたとはおくびにも出さずにおいた。

「それがこんな形なら、わたしは歓かん迎げいしたい」

　ミーナは盲もう点てんを突かれた気がした。ああ、と声を漏もらす。そう、そういう方法もあるのだ。何も妖魔を蹴け散ちらさずにも。

　ほんの少し、話を聞くだけでも。

　一歩、何かが動いたのだと感じる。ナリスフレイからは、穏おだやかではあるものの人を拒こばむ雰ふん囲い気きが消えてゆこうとしていた。

「ミーナ司祭。あらためてグメーラにいてくださるようお願いできるだろうか」

　ナリスフレイのまっすぐな眼まな差ざしに、心が揺さぶられた。ミーナは笑みの形に唇くちびるを結び、しっかりとうなずいて答えにする。

「ただし、やはり無茶はしてほしくない。理由も今ならわかってもらえるかと思う」

「わかります。妖魔を祓はらってしまえないのは、レイヴェンがそうだから、ですよね」

「一つには。あいつの死は、妖魔にとって〈盟約〉の終わりを意味するはずだ。もちろん、一人だけが死ぬとも限らない」

　通常、祓われた妖魔は氷のように融とける。レイヴェンだけ、というのは考えにくい。

「あと一つは、聖歌がやつらを刺激するからだよ。わたしの弟いわく、『頭が痛くなって苛いらつく』そうだ」

　あっとミーナは思った。

「初めて会った日、レイヴェンもそう言ってたわ」

「妖魔はその比ではないらしい。苛立たせるのは得策じゃないだろう」

「でも、グメーラは守られているんでしょう」

「広い目で見れば、という意味でね。けれど絶えずちょっかいを出されているのも事実だ」

　それは怪異の多さが証明している。

「村としては被害は小さくても、ヴェラやフィリカが消えれば、家族はつらい目に遭あう。できれば、そういうのは避けたい」

「あの家族の名前をご存ぞん知じなんですか」

「そりゃあ、いちばん近い村の者くらいは」

　レイヴェンは興味すらないと言っていた。そこが「伯爵」と「魔ま王おう」の差なのだろう。

「どうだろう。司祭としては、お飾りを肯がえんじてもらえるだろうか。本音を言えば、〈バスコイ憑つき〉の司祭に対して持ちかけるのは恐縮なんだが」

　ギーを持ち出され、ついミーナは慌あわてた。

「やだ。〈バスコイ憑き〉ってわかります？　よね。ここにいるものね」

　ギーはミーナの椅子の肘掛けで睨みを効きかせている。

「あの石像なんでしょう？　迂う闊かつだったな。すぐ気づくべきだったよ」

　ぴんと来ていれば、その場で追い返したと言うようだった。きっと、そうしただろう。

「伯爵さま。お気持ちに沿そうよう、うまくできればいいんですけど」

　ミーナが歌えば、どうしたって光が集まる。それが妖魔の怒りを誘うなら、悪あく循じゆん環かんとなる。

「ここがグメーラじゃなければ」とナリスフレイがつぶやいた。

「あなたの歌は救いで、慰なぐさめだというのに。本当は、あなたに思いきり歌ってほしい。領地の隅すみ々ずみまで響き渡るように。皆も同じ意見なんだと思う。だから、あなたに縋すがろうとした」

　けれどここはグメーラなのだ。妖魔に魅み入いられた、忌まわしい土地。

　そして、妖魔の血を受うけ継ついだ伯爵兄弟。

「司祭、訊いてもいいかな」

　小さな沈黙を挟はさんで、ナリスフレイが言った。

「どうぞ」

「昨夜、あいつは何をしていた？　一晩中暴れて鎖くさりを断たち、外へ出た先で」

　ミーナは見たままを話した。熱心に耳を傾かたむけていたナリスフレイが、眉まゆをひそめる。

「じっと、魔ま除よけのひっくり返された家を見ていた、か。何のつもりだろうな」

　ふっと、伯爵の顔に苦笑が戻ってくる。

「品定め、とかね。どっちを選ぶつもりなのか」

「なあ、レイヴェンは『今回は俺じゃない』って言ってたけどな」

　目を上げたナリスフレイに、ギーは続ける。

「止めるつもりはないとよ」

　一瞬、ナリスフレイは凍こおりついた。無理に平静を装よそおう。

「じゃあ、そうなんだろう」

「伯爵さま？」

　答えはなかった。瞳ひとみを翳かげらせたナリスフレイは思案し、ミーナの視線を捉とらえた。












「これを話すということは、あなたを、役割を弁わきまえた司祭と信じるということです」

　嫌いやな前置きだった。警けい戒かいしたミーナに伯爵は言った。

「今回、あの家の誰かが死にます。それはもう止められない」

　ミーナは雷いかずちに打たれたようにびくりとした。二の腕が粟あわ立だつ。

「なぜ」

「弟が知らないと言って見み逃のがすときは、必ずひどいことが起こる」

「どういう意味だそれ？　レイヴェンじゃないからひどいことになるっていうのか」

「そう理解していただいてかまいません、バスコイ。残念ですが、連れ去られた者は戻らないでしょう。あるいは、恐怖で病を得た状態で見つかるか」

　殺された男性、心の病にかかった女性。ヴェラが挙あげていた例を思い出した。ギーが訊く。

「つまり、魔王伯の気晴らしなんかじゃなく本物の妖魔がくるんだな。ちょっかいを出しに」

　ナリスフレイは無言だった。肯定の意味の無言だ。

　村人一人の命くらい、遊びの範はん疇ちゆうだと妖魔は言うのだ。ミーナは目の眩くらみそうな怒りを覚えた。気持ちの抑おさえがきかないままに訊ねる。

「レイヴェンが見過ごしにする理由は？」

「わたしは知らない。夜はわたしの領域じゃない」

「訊いたこともないんですか！」

「あいつは決して言わない。司祭、わたしを怒ど鳴なったって、何も解決しないよ」

　冷静な伯爵にかっとして睨んだ。ナリスフレイは首を振る。

「こらえてくれ」

　彼の目は、口ほど穏やかではなかった。隠しきれない感情が滲にじんでいる。

　妖魔は、夜の闇に躍おどる。

　朝になればすべては終わっているのだとぼんやり思った。ナリスフレイは手出しすらできず、幾いく度ど悲報を聞いたのだろう。

　そういう思いを味わった眼差しだった。彼は苦いものを呑のみこんできた。

　言いようのない悔くやしさが、涙となってぷくりと盛りあがる。ミーナは拳で乱暴に拭ぬぐった。泣きたくない。

「わたし、人を見捨てられないって言ったのに」

　レイヴェンへの恨みごとがこぼれた。あれを聞いても、反応はなしだった。それでいて、何がここにいろだか。

　普通の出も自のがほしかっただろ、だか!!

「わたしを殺すのはナシだって言うくせに、どうしてヴェラたちは見殺しにできるの」

　ことんと、胸にガラス玉がぶつかったみたいに悲しくなった。先代伯が取ったという、矛盾した行動。妖魔の血の作用。それを見せつけられたように感じる。

　ミーナは茶ちや碗わんを両手で包んだ。お茶はすっかり冷えてしまっている。吹きかけた息で、表面に淡あわい紅色のさざ波が立つ。

「ああいうのも、こういうのも耐えてこられたんですか」

　つぶやくように訊いた。手に負おえない出来事。弟の行動。ままならぬばかりの現実。

　それらすべてをごっちゃにした、捉とらえどころのない質問だった。けれどナリスフレイには伝わり、彼は静かに答えた。

「そうだよ」

　ミーナは茶碗を額ひたいに押しつけた。喉のどを震ふるわせないよう、繰り返しつばを呑みこんだ。




　こんなにつらい礼拝はなかった。

　詰つめかけた人々は、いつもの通りに聖歌を待ち望んでいる。歌に酔よいしれ、光あふれるさまを見て喜びを感じる。

　その彼らのうちから、近い将来死者が出るとミーナは知っているのだ。知っていて、明かせない。明かすわけにはいかない。

　ヴェラたちを匿かくまったり、逃がしたりもできない。無む駄だだとナリスフレイに言われた。結局は捕つかまるし、煩わずらわせた分、余計な災わざわいが降ふりかかることになるだろう、と。

　ミーナが囮おとりになるのも駄だ目めだという。バスコイに返かえり討うちにされようと、司祭に祓われようと、妖魔たちにとっては同じなのだ。「邪魔された」のひと言でくくられる。首しゆ謀ぼう者しやがレイヴェンだろうと別の妖魔だろうと、ナリスフレイのせいになるのと変わらない。

　グメーラの司祭でいるなら、ミーナもその状態に甘んじなければならない。異を唱となえず、妖魔を刺激せず、けれどつかず離れず、人々の支えになって。

　誰か一人に肩入れするのは許されない。グメーラ全体を思うならば、小さなものには目をつぶらねばならない。小さなものって何よ、とミーナは反発を感じる。

　なのに沈黙を守ることが、ナリスフレイの味方でいることになる――。




「諦めてないぞ。っていう顔ですね、司祭」

　午ひるにずれこんだ礼拝を終え、伯爵城に戻ったミーナをナリスフレイが迎えた。わざわざ、表に出て待っていた。抜けるような青空の下、影が短く濃い。

　グメーラには今日も風が渡っている。手を取られて馬車を降りるとき、ミーナの白い僧衣がはためいた。

「わかりますか」

　ナリスフレイに手を預あずけたまま、ミーナは悪いた戯ずらを咎とがめられたように小さな笑みを浮かべた。そんな、意思剝むき出だしの、あごを上げた表情をしていただろうか。そうかもしれない。

「ミーナ」

　珍めずらしく名で呼んだ伯爵が、ミーナの手をぎゅっと握にぎった。ミーナが、まるで飛び立とうとする小鳥であるかのように。目に不安が現れていた。何かしでかしやしないかと思っている。

「ずっと考えていたんです」

「聞くのが怖いよ」

　本音を漏らすナリスフレイを安心させるよう、目を動かす。

「レイヴェンは昨夜、秘密を知ったわたしを始末するつもりでいました。やめるって決めたとき、こう言いました。『俺が一番ほしいのは味方だ』って」

「それで？」

「味方ってこの場合、『理解してくれる人』ですよね。理解して、側にいてくれる人」

　孤独な夜を癒いやす、誰か。

　馬車を片づけに行かないファランドに焦れたように、停止させられたままの馬がいなないた。

　ミーナは知らぬフリで言った。

「だから、わたしそうしようと思って。今夜、話します」

「何をするって？」

　慌てるナリスフレイにミーナは繰り返した。

「話をするの。レイヴェンをよく知らなくちゃ理解なんてできません」

「たしかにそうだが」

「それで、訊いてみます。わたしを慰めてくれる人が、どうしてヴェラたちを無視できるのか」

「司祭」

「訊くのも駄目、じゃないですよね？　レイヴェンと話してもかまわないでしょう？」

「かまわないが、話したからとあいつを――」

　言葉は「理解などできない」と続くはずだったようだ。途中で口をつぐんだナリスフレイが、気を変えて訊ねる。

「あいつは、あなたにとって怪物じゃないのか？」

「怪バス物コイなら一匹持参しました」

　意味が違うと承知で答えた。レイヴェンは怖おそれるべき妖魔か？　その答えはまだ、ミーナの中で出ていない。

「あなたは、わたしに接するようにあいつにも接すると？」

「いいえ、たぶんもっと乱暴に。だってレイヴェンは油断も隙すきもないんですもの」

　会うたびにほぞを嚙まされている。心してかからねば。

　ミーナの微笑みにナリスフレイが言葉を失った。それから、呆あきれたようにつぶやく。

「あなたという人は――」

「はい？」

　小首を傾かしげ、わざと訊いた。それが笑みを誘い、ナリスフレイは半なかば諦めたようにかぶりを振った。淑しゆく女じよにするよう、ミーナの背にそっと手をあてがって城館へ歩き始める。

「望む結果が得られるとは限らないんですよ？」

　ミーナはにっこりした。

「ええ、それはもちろん」

「そのにっこりは『だからって諦めるものか』に見えるよ。やれやれ」

　ため息をついたが、ナリスフレイは咎めなかった。彼の変化にミーナのほうが戸と惑まどう。

「とつぜん物わかりがいいんですね」

「まあ、狙ねらいが同じものだとわかった以上はね」

「わたしと伯爵さまの？」

　ナリスフレイは含みのある顔ではぐらかした。古びた玄関を開けて扉を支え、ミーナを通す。

「司祭に、恩を売っておこうかと思って」

　伯爵は笑顔で持ちかけた。悪いた戯ずらっぽく。

「あいつと話し合いたいなら、わたしが助けてあげようか」
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　レイヴェンは、夜と共に戻ってきた。

　初めて足を踏ふみ入れた北館の一室で、ミーナは再び兄弟が入れ替わるのを見た。寝ね椅い子すにもたれたナリスフレイが日没と共に目を閉じ、レイヴェンが……目を開ける。

　それは眠りから覚さめるのに似ていた。ぼんやりとさまよう視線が、次第に焦しよう点てんを結ぶ。

「マライナ？」

　僧そう衣いに身を包み、首からメダルをさげたミーナを見つけたレイヴェンが怪け訝げんそうに目をしばたたく。ミーナは彼の目の前に立っていた。手を伸ばしても、ぎりぎり届かない距離だ。

「ミーナよ」

　訂てい正せいしたミーナを見上げつつ、彼は昨夜どうやって別れたかを思い出したようだった。

「兄貴は慌あわてたか？」

「それが狙ねらいだったくせに。もちろん、驚いたに決まってるでしょう」

「ひっぱたいてやったか？」

「突きとばしたわ。ちょっとだけ」

　レイヴェンは満足そうに笑った。目にかかる前髪を払おうと手を上げ、鎖くさりに縛いましめられていると気づく。左手首に嵌はめられた黒い枷かせから伸びた鎖は、床に埋うめこまれた鉄の輪にくくりつけられていた。

　ここは北館のレイヴェンの部屋だった。正しくはレイヴェンの部屋の一つだ。あからさまに言えば、閉じこめるとき用のものだという。部屋は豪ごう華かな黒木の家具に埋めつくされていたが、家具はどれも傷だらけだった。そして壁や床のところどころに設もうけられた拘こう束そく輪わが禍まが々まがしい。

　レイヴェンはうんざり顔で手を下おろした。

「くそ。また外出禁止か。兄貴は何だって？」

「伝言があるわ」

　澄すました顔で言うと、レイヴェンは眉まゆをひそめた。兄弟の交こう渉しようは絶たえて久しい。身構える。

「言ってみろ」

「『司祭ヴアーリーに手を出したら、終生を獄ごくで過ごさせてやる』」

「ふん。たいした脅おどしだ」

「あなたと殆ほとんど変わらないわよね。村人を皆殺しにするぞって言ったのは誰？」

　指摘するとレイヴェンは黙りこんだ。部屋を見回し、二人きりなのに気づく。

「ヨキとおまえのお供はどうした」

「ギーは北館には入りたくないって部屋で待ってるの。ファランドさんは、あなたの食事の用意を」

「失礼します」

　まさに絶妙のタイミングでファランドが現れた。彼の押す銀のワゴンには、湯気の立つ料理が並んでいる。

「今夜の献こん立だては、ナッツ入り全ぜん粒りゆう粉ふんのパン、香草入りソーセージ、サラダ、根菜のシチュー、蜂はち蜜みつがけの焼き菓子ですって」

　ミーナが教える傍かたわらで、ファランドが食卓を組み立てて皿を並べてゆく。二人分の支し度たくとファランドの態度を、レイヴェンはうさんくさそうに眺ながめた。

「豪ごう勢せいだな。今夜は食事にお相手つきか」

「たまには目先が変わってよろしいでしょう。司祭、ただいま椅子をご用意します」

　ファランドは軽く頭を下さげてみせた。ますますレイヴェンが疑い深い顔をした。

「ミーナ。おまえ何をした？」

「特別なにも。ちょっとした意見の一いつ致ちを見たのよね、ファランドさん」

「そうなるでしょうか」

　午ひるすぎ、伯はく爵しやく城じように戻ってからファランドの態度が変わった。すべてを知った上でグメーラの司祭として残ろうとするミーナを、敵とは思わなくなったのかもしれない。他の理由かもしれない。とにかく、噓うそで固めた柔やわらかな物腰は消えた。普通に扱あつかってくれるようになった。

　そうなるに至った説明はない。意見の一致を見たというのはミーナのでまかせだったが、ファランドはあっさり受け入れた。かまわないようだ。

　レイヴェンはパン籠かごに手を伸ばし、鎖をじゃらつかせながら弄もてあそんだ。ミーナはファランドの運んできた椅子に腰かけた。座り具ぐ合あいは、ファランドがぴったりに調節する。

「誰かと飯を食うのは久しぶりなんだがな」

　レイヴェンは顔を顰しかめまいと努力しているようだった。不ふ機き嫌げんな視線をミーナに向ける。

「ぜんぜん嬉しくない気がするのは、俺のひがみか？」

　ミーナはしらばくれてしゃあしゃあと言った。

「鎖のせいよ。不ふ愉ゆ快かいでしょう」

「これが外はずれたからと、変わるとは思えん」

「だったらものすごく察しがいいのよ。わたしがこれからいやぁな話をするってわかってるんだもの」

「なんだとミーナ？」

「ごめんなさい。あなたの自由が封じられているのは、わたしのせいなの。伯爵さまは、あなたがわたしの首を絞しめるんじゃないかと考えたのね」

　レイヴェンがかっとした。だが彼は怒ど鳴なり散らさず、片眉をぐいと吊つり上あげる。

「おまえ。そうまでして、俺に何が言いたい？」

「食事をしながらにしましょう」

　ミーナは乾かん杯ぱいするように、水で割ったワインの入ったゴブレットを持ち上げた。

　レイヴェンは口を開いて、また閉じた。罵ののしりの言葉を呑のみこんだようだった。あれこれ頭を巡めぐらせていたようだったが、同じようにゴブレットを手にする。優ゆう美びな手つきで掲かかげた。

「いいだろう。兄貴の入れ知恵につき合ってやる」

　たしかに『食べながら怒れる人はいない』と言ったのはナリスフレイだ。見抜かれている。

　ほどなく食事が始まったが、当然、会話は弾はずまなかった。料理の味はすばらしい。ここで暮らし始めて以来、ミーナはすっかり気に入ってしまった。

「食べながら『いやぁな話』はできないらしいな」

　シチューに気を取られていると、レイヴェンがミーナの口調を真ま似ねしつつ嫌いや味みを言う。鼻に皺しわを寄せると、レイヴェンがそそのかした。

「無む駄だは嫌きらいだ。直球で来い」

　ミーナは挑いどんだ。直球、大得意だ。

「誰がキーラさんに似ているんですって？」

「司祭！」

　慌てたのはファランドで、ミーナは我に返った。しまった。予定外の話を始めてしまった。思っていたより、からかわれて傷ついていたらしい。レイヴェンは小鼻をひくつかせた。

「髪の長さと手触り」

　簡潔に答え、レイヴェンがゲラゲラ笑い出す。ミーナはパンをぶつけてやりたくなった。見越した家令がパン籠を取り上げる。

「おかわりをお足しいたします」

　レイヴェンは目め尻じりの涙を拭ぬぐっていた。そこまで笑わなくてもいいじゃない？

「ずいぶんかわいい『いやぁな話』だったな」

「言ってらっしゃい。それから、わたしの同情を返して」

「返せとはがめつい司祭だ。噓をついた俺を、さらに憐あわれんで祈いのるんじゃないのか？」

「祈るのは、原則グメーラでは禁止なのでしょ。わけを聞いたわ」

「ほう？」

　レイヴェンはナイフを置いた。本題に入ったと察し、食事をやめ、寝椅子の背に身体からだを預あずけて胸の前で腕を組む。

「伯爵さまが教えてくれたの。あなたたちのことも、妖よう魔まとの関係も」

「どう思った」

　ミーナはあえて憐れみの言葉を口にするのを避さけた。

「『手に負おえない』がどういう状態かわかった気がしたわ」

「なるほどな。それで、おとなしく兄貴の犬になり下がると決めたか」

　レイヴェンの勘かんは鋭するどかった。完全に当たってはいないが、方向は正しい。

「おとなしくなんて柄じゃないわ。犬でもない。ただ、理由がわかって納得したの」

「納得しようがしまいが、見て見ぬフリをするなら」

「しません」

　きっぱり遮さえぎったミーナは、レイヴェンをまっすぐ見つめた。

「――って言いたいから、あなたに訊たずねたいと思って」

「たしかにいやぁな話だな」

　レイヴェンは鼻を鳴らした。脚あしを広げて座り、床を靴くつの踵かかとで叩たたく。

「村のやつをどうして助けてはくれないの？　って訊きくんだろ」

「あなたはわたしを見み逃のがしたわよね。わたし、あの人たちより危険よ？　光を呼ぶし、バスコイも憑ついてる」

「だが使える。恐おそれを知らん」

「無駄は嫌いなんじゃなかったの？」

　ミーナは厳きびしく責せめた。

「あなたはあの家の人を、あれこれ言えるほど知らないはずだけど」

「くそっ」とレイヴェンは吼ほえた。腹立ち紛まぎれに鎖を引っぱる。

「兄貴の読み通りだ。これがなかったら、おまえを縊くびってるぞ司祭」

　ミーナから司祭に格下げになったが、仕方がなかった。嫌いやがられることをしている。レイヴェンは苛いら立だちを見せていたが、会話をやめるつもりはなかったようだ。

「で。兄貴はおまえの肩かたを持ったわけだ。安全にねちねち訊かせるために俺をつないで」

「そう訊かれたら言えといわれたので、伝言その二よ。『狙いが同じだから、わたしは司祭に恩を売ると決めた』ですって」

　怪訝そうにしていたレイヴェンの目が、すっと細くなった。ミーナをその場に縫ぬいとめるように睨にらみ据すえ、低い声で言った。

「泣きたくなるほどいい兄貴だ。久方ぶりの対話がこれとはね」

「嬉しくない内容なわけ？」

　訊いてみると、レイヴェンは曖あい昧まいな顔をしてから興味なさそうに答える。

「気にするな、身内の問題だ」

「わかった、嘴くちばしをつっこまない。訊きたいのはそれじゃないもの。一度に一つよね」

「闘犬を知ってるか、ミーナ。倍も身体の大きい牛や何かを倒れるまで追い回させるんだが、おまえはその犬くらいタチが悪いぞ」

　射いるような視線を向けておいて、彼は幾いく度どか曖昧にうなずいた。

「だがまあいい。おまえのほしい答えじゃないかも知れんがな、教えてやる。――ミーナ。妖魔ってどんなやつらだと思う？」

　いきなり、想像だにしない質問が来た。どんな？　パラデールで得た知識は、冷たく、惑わく乱らんを呼び、女神とその使徒である人々を憎にくみ、ジャイナルの復活を願う、といったことだ。

　だから、それらを並べたてた。

「あいつらの序じよ列れつは力だ。それが絶対だと言ってもいい。弱い者はかしずく、強い者を崇あがめる。強い者はすべてをほしいままにする。弱い者を使う」

　レイヴェンはミーナが理解したかを確かめるように見、続けた。

「さて、ここに一つの問題がある。グメーラという土地だ。やつらの〈魔の大陸〉のもっとも近くにありながら、全世界において、唯ゆい一いつ手出しの禁じられた場所。命じたのはエナンだ。その辺りの話は、兄貴から聞いているよな」

「ええ、教えていただきました」

「よし。――ジャイナル喪なき今、エナンの命めいはなによりも重い。従わねばならない。領主が魔ま王おう伯はくである以上は。代々、取るに足らない人間の女から生まれていてもだ」

　レイヴェンはゴブレットを弄もてあそんだ。ワインを飲みほすと、ファランドが注そそいだ。

「やつらの感覚では、非常に理り不ふ尽じんな話なわけだ。妖魔の本分が残っているかどうかもわからない、〈人混まじり〉の領主を尊重するなど。だからときどき、ちょっかいを出す」

「ああ。そういうことなのね」

　やっと、妖魔が好き勝手する理屈がわかった。あの怪かい異いは、彼らの憂うさ晴ばらしなのだ。

「正直に、どれくらいがそれなの？」

　レイヴェンは指を二本立てた。二割。それを多いと思うか少ないと思うかは人それぞれだろうが、ミーナは少ないと感じ、残る八割の首しゆ謀ぼう者しやであろうレイヴェンを目で咎とがめた。

「俺は女絡がらみだけだ。それなりに楽しい思いをさせてやっている」

「レイヴェン」

「ああ、わかった。わかったよ」

　説教はごめんだとばかりに両手を振り上げた拍ひよう子しに、鎖が音を立てる。その途と端たん、表情を後ろめたさのようなものがよぎった。誰に対してだろうか。ミーナには判断がつかず、レイヴェンは無理に閉め出すように、あごに力を入れる。

「誰かが殺されるときは、妖魔のしわざだという話よね」

　ミーナは話を戻した。レイヴェンがほっとした様子を隠かくし、あえて言った。

「それを俺が黙もく認にんしているという話だ。しないとどうなるか、考えてみろ」

　ミーナは考えてみた。よくわからない。

「あなたと妖魔が争うとか、そうしたら妖魔がエナンに罰ばつを受けるとか」

「俺が勝つ」

　レイヴェンが断言した。苦々しく付け足した。

「そうなれば、俺はもう戻らない。たぶんな」

「つまり……？」

　説明を促うながした。勝てるならば、勝ってしまったほうがいいように思えるのだが。

「ミーナ。俺が懺ざん悔げを求めたときに言った言葉を覚えているか」

　いきなり話が飛んだ。あれを持ち出すのはこれで二度目で、ミーナが思っている以上に、彼は重要なことを口にしていたらしい。

「大体でいいなら。挙あげましょうか」

「いや、いい。俺は覚えている。血の話をしただろう？」

「妖魔の血を引くというあれね。その血があなたを狂わせ、そそのかすのでしょう？　……お父さまの話を聞いたわ」

　しんみりした。耐えず矛む盾じゆんに揺ゆれ、呆ぼう然ぜんとするしかなかったという先代伯――。

　ミーナははっとした。レイヴェンもなのか！

「察しがいいな」

　顔色を変えたミーナに、レイヴェンが陰いん気きな笑みを向けた。

「いつも、血がざわめいている。痛めつけろ、殺せ、殺せ。怪異に怯おびえる人間の顔を見ると、笑いがこみあげてきやがる。月が欠かけるごとに抑おさえられなくなる。どうにもならなくて、家か畜ちくに手を出す」

　女神の力の及およばない朔さく夜や、衝しよう動どうはもっとも大きくなる。

「やつらは、そういう俺が好きでな」

　人よりも妖魔に親しみがある呼び方をした。たしかに関わりは深い。

「もっとやれとせがむんだ。人間を城壁から吊つるしてやったら喜んで大変だろうな。ましてや妖魔を殺そうものならどうなるか」

　レイヴェンはゴブレットをテーブルに置き、押して遠ざけた。

「あいつらの信じるものは力だ。それだけがものを言う。強い者が王になる。俺が妖魔に勝てば俺が王だ。少なくとも、そこいらをちょろちょろしているやつらは俺につく」

「それがいけないことかしら。グメーラに手を出すな、と言ってやれば終わりじゃないの？」

「終わりだろう、俺ごと。俺はもう何も考えなくなる。自分が言ったことなんか忘れて、誰彼なく首を刎はねて、腸はらわたを引きずりだして高笑いするさ。一度だって身を任まかせたら抑えられなくなる。やつらはそれを待っている。俺が本当の魔王伯になるのを」

　ぞっとし、ミーナは喉を鳴らした。レイヴェンは気を紛らわせるものを探すつもりなのか、食卓にざっと目を走らせた。ソーセージに目を留めたが、引きはがす。結局、浅ましい姿を見せずにすむゴブレットを再度引ったくった。毒のように呷あおる。

「二人分だからな」

　ゴブレットを叩きつけてつぶやいた。「兄貴の分も俺が背負った」と。

「レイヴェン。あなた、力が強いの？」

　訊きながら、訊くまでもないと悟さとった。だからこそ妖魔がつきまとっている。すでに手下もいる。彼らはレイヴェンが王となる日を夢見ているのかも知れない。

　ためらいがちに、ファランドが口を挟はさんだ。

「先代は、新伯爵が育ったと判断した妖魔によってその座から引きずり下ろされました」

「親父がばりばり嚙かみ砕くだかれる音は凄すさまじかったな」

　レイヴェンが投なげ遣やりに言った。ミーナは知った。それが「伯爵の父殺し」と言われている噂うわさの真相なのだ。

　先代伯の死は、レイヴェンに対する妖魔の挑ちよう発はつだったのかもしれない。やり返してみろ、という。だとしたら卑ひ劣れつだ。レイヴェンは復ふく讐しゆうに走った瞬間、完全な魔に染そまる。

　どんなに悔くやしかっただろうか。死んでゆく父を前に、彼は何もできなかった。

「ごめんなさい。わたし、わたし無神経なことばかり言ったわ」

　ミーナは自分を恥じた。後悔がどっと押し寄せる。

　グメーラでは誰もが耐えてきていた。それをミーナが引っかき回した。よかれと思って始めた。けれどそれがすでに間違いだったのだ。

　何て愚おろかなのだろう。ヴェラたちを、レイヴェンは好きで見過ごしにするわけじゃなかったのに。

「ファランドさん、あなたは理由を知っていたんですね」

「レイヴの世話をしておりますから。フレイは知りません。話しませんでしたから」

「知ったところで苦しむだけだ。どうにもできないことが、また一つ増える」

　ミーナに怒りもせずレイヴェンが告つげる。ナリスフレイとレイヴェン。どちらがより過か酷こくなのだろう。たまらなかった。ミーナは心を掻かきむしられた。

「レイヴェン。どうして踏みとどまれたの？　苦しいでしょうに」

「――キーラ」

　レイヴェンがぽつんと答えた。「遺ゆい言ごんなんだ」と。

　苦しい息の下から、彼女は繰くり返かえしたという。大丈夫よ、大丈夫。あなたならできる。

「大した女キリ神ヤナね」

　ミーナの批判にレイヴェンが反論した。

「俺が頼んだ。こちら側につないでくれ、って」

　大切な人の最さい期ごの言葉だからこそ、何よりもたしかな楔くさびになる。

　なぜそこまで。ミーナはそう訊くのをやめた。一人じゃないからに決まっている。

　彼らは、二人で一つに生まれた。

　祈りが、歌が、レイヴェンたちを癒いやせればいいのに。グメーラを守れればいいのに。ここではそれが災わざわいの元となる。妖魔たちがざわつき、怒り、牙きばを剝むく。

　ミーナは無力感に襲おそわれた。今日明日にもヴェラたちはさらわれてしまうかもしれないのに。

　前触れもなく、部屋の扉が開いた。不意をつかれた三人は、はっと入り口を見み遣やる。

「ギー」

　ミーナは迎えに立った。宙を横切ったギーが食卓に着地する。

「北こ館こは嫌なんじゃなかったの？」

「そうも言ってられなくなったんでな。やつらが来るぞ」

「そうだろうとも」と答えたレイヴェンは冷静だった。

「部屋へ戻って、布ふ団とんでもかぶってろ。ここにいたければいてもいいが、ろくでもないものを見るはめになっても俺は責任を持たない」

　彼は、長い鎖をつけた両手を投げ出し、だらしなく椅子にもたれた。

「何が始まるの」

「〈楽しい虐ぎやく殺さつの集つどい〉への誘い。決行は明日だからな。朔が来る」

「出ていたほうがいいでしょう。見ていて気持ちのいいものじゃありませんから」

「あなたは残るの？」

　ミーナの問いにファランドは顔を曇くもらせた。

「いえ。――つらすぎてできません」

「ミーナ」

　急せかすギーに彼女は首を振った。

「せめて、ここにいるわ」

　宣せん言げんした声が少しだけ震えた。理由を察したレイヴェンが、皮肉な笑みを浮かべた。

「自分を責めてるのか？　好きにしろ。今のうちに言っておくが、俺に近づくな。おまえが俺の手を握にぎったところでどうにもならん。無意識の俺に縊くびり殺されるのがオチだ」

「させるか、魔王」

「俺を見くびるなよバスコイ。血がたぎったら、貴様ごときどうとでもなる」

　その口調は、すでに妖魔じみていた。目の奥が底光りする。

「レイヴ、お許しを」

　ファランドが退室した。責めるのは間違っているだろう。彼は繰り返し、引ひき裂さかれるような思いを味わってきている。

「立っていられると目め障ざわりだ。椅子を隅すみに持っていって座れ」

　ミーナは言われた通りにした。ギーが膝ひざに乗ったので抱かかえる。

「黙っているつもりか。気を紛らわせるくらいしろ。話せ」

「そう言われたって」

　社交としてのお喋しやべりなんて、必要としたことがなかった。とっさに思いつくのは聖典や神話ばかりで、――余計苛立たせるに決まっている。

「じゃあ訊くから、あなたが答えて」

　だしぬけに狼おおかみの遠とお吠ぼえがあがった。窓ガラスが鳴る。風も出始めている。

　レイヴェンが眉み間けんにきつい皺を寄せた。彼の耳には遠吠えが、意味のある言葉として聞こえているのかもしれない。

　ミーナは外の様子からレイヴェンの気をそらそうと質問をした。まるで部屋のあちこちに質問が落ちているかのように見回し、思いつきを口にする。

　どれもこれも、返事は一語で足りた。「ああ」もしくは「いいや」。

　どんなに探しても部屋からは何も見つからなくなると、ミーナはため息をついた。額ひたいを、ごつごつしたギーの後頭部に押しつけてぼやく。

「自分が、こんなにつまらない人間だとは思わなかった」

　無理をしてつき合っていたレイヴェンが声を出さずに笑った。その瞬間だけ暖かみが戻り、けれどすぐに、蠟ろう燭そくの芯しんのように燃え尽つきる。

　時間が経たつにつれ、レイヴェンは落ち着かなくなっていった。意味もなく鎖を揺らし、両手で頭を抱える。先日聞いたように叫び声をあげないのは、ミーナがいるからだろう。

　外では、狼の声はしなくなっていた。だが去ったわけではなさそうだ。無数のざわつく気配がある。この城を取りまいていたとしても、ミーナは驚かない。

　この部屋をじっと見つめる妖魔たちを、ミーナは想像した。そう、一つ質問があった。

「レイヴェン。なぜ伯爵家には妖魔の血が混まざったの？」

「先せん祖ぞに馬ば鹿か女がいた。妖魔を受け入れた。愛した。子までなした」

　淡々と答えたレイヴェンが、ふっと言葉を切り、おかしそうに言う。

「愛だなんてな。無理強いじゃなく。そのクソ〈愛〉が未み来らい永えい劫ごう、一族を軛くびきにつないだがな」

「恨うらんでいる？」

「まあ、……半々だな。これだけ苛つかせられても、『魔王』でない自分を想像できない」

　レイヴェンは奥歯をふいに嚙みしめた。腿ももの上で拳こぶしを握る。

「だがな、くそ。何度耐えても慣なれることはないな――」

　語尾がひしゃげ、激痛に耐えるかのように顔が歪ゆがんだ。息を殺し、そろそろと吐く。

　部屋が急激に冷えた。足の甲を冷気に撫なでられ、ミーナは足を引っこめた。ギーを背もたれに移し、膝を抱えてしまう。

　片手で額を押さえたレイヴェンが、指で合図した。もっと話せ。

　ミーナは話題を探した。食事の話、教団の暮らしとの比ひ較かく。

　レイヴェンが自分を抱き、身を二つに折おった。額を膝に押しつけ、今度は耳を塞ふさぐ。彼を、妖魔が、血が誘う、その証しよう拠このように思えて、ミーナは声をはりあげた。

　矢や継つぎ早ばやに喋った。つまらないかそうでないかなど考える暇ひまがなかった。途切れさせたらそこで終わりのような気がして、脈みやく絡らくを無視して言葉をつなぐ。

　そうしながら、身を切られるような思いだった。わかっていたとはいえ、レイヴェンは苦しんでいる。ミーナの手前、必死に声を殺して。

　どうしてこれほど、運命は彼らに残ざん酷こくなのだろう。妖魔の血を引いているから？　初代伯が妖魔の王と〈盟めい約やく〉を結んだから？

　たしかにそれは、女神に対する背はい徳とくだ。だがパラデールは黙認していた可能性がある。なぜ？　それがグメーラの永遠の罪だから？

　キリヤナさま。すべての物事にあなたのご意志が働いているのなら、この意味は？

　答えは、天から降ふってはこなかった。レイヴェンがまた合図している。話せ。

　けれどもう話なんてない。やめてと言いそうだった。これ以上苦しまないでと。

　言えない言葉だから呑みこむ。呑みこんでも、ミーナは、キーラのようには彼を励はげませない。だって充分に彼は、彼らはこらえてきた。そうでしょう？

　熱い感情がミーナの理性を押しやる。ミーナにできることは一つだ。どんなときもそれに頼ってきた。どんなときも。

　突き動かされたミーナの口から、ひとりでに歌がこぼれた。澄すんだ声が――響いた。





　傷ついた子よ　その削そがれた耳をすませ

　傷ついた子よ　その顔をあげよ






　いけない！　ミーナは我に返った。レイヴェンをさらに追いこむように、歌を――。

　慌てて口をつぐもうとしたが、遅かった。だめだ。「はいった」。

　本来は鎮ちん魂こんのための言葉が、うねるように紡つむがれてゆく。この祈りを引いたのは、無意識にレイヴェンを傷ついた魂たましいに見立てたからだろう。

「ミーナ！」

　赤く焼けた火ひ箸ばしを押しつけられたように、レイヴェンが身を起こす。怒りに燃える黒い目が、ミーナを見た。心しん臓ぞうに、氷の杭くいを打ちこまれたかのような感覚。

　ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい。ミーナは目で詫わびた。でももう、止められない。

　光が、ミーナに集まり始めていた。朔の一日前。空にあるのは、今にも息絶えそうなみそかの月だというのに。

「マライナ！」

　レイヴェンが吼ほえた。手負いの獅し子しのようだった。振りかざした手につられ、鎖がうなる。

　ああ、なんてことを。ミーナは自分を責めた。けれどそれは一瞬で、驚きに目を瞠みはる。

　不ふ思し議ぎなことが起きていた。

　細かな月の光が、レイヴェンに降りかかっている。光がミーナ自身の〈声〉だとわかるのに、しばしかかった。〈声〉はレイヴェンの周りで溶とけ、彼の〈気〉に吸いこまれる。そのたびに、凍いてついた〈気〉が緩ゆるむ。

　これは浄じよう化かだ。そうなのだ。この〈気〉を追い払えば、いつものレイヴェンが戻ってくる。

　ミーナは声量を上げた。月光を捕つかまえるような気持ちで、心の手を天に伸ばす。





　いと高きところより　女神がおいでになる

　あたたかい恵みで　そなたらの傷を癒す

　そなたらは　かつての姿を取り戻すだろう

　祝しゆく福ふくされた姿で　輝かがやきの導くまま　さあ踏み出しなさい






　歌い終えたミーナは崩くずれるように椅子に座った。その音で、自分が立っていたのだと知る。

　レイヴェンは寝椅子の背板で肘ひじをつき、油断なく獣けもののようにミーナを見ていた。こめかみを指で押さえている。

　だが、氷の〈気〉が消えている。

「こういうことができるのか」

　つぶやいた彼は、ふいに口元を歪めた。怒ったのではない、笑ったのだ。

　呆あつ気けにとられるミーナをよそに、身体を震わせ始める。吹き出し、初めこそ声を殺そうとしたものの、次第にのけぞるほどの大声になった。声を振り絞るようにして笑い、最後には涙を滲にじませて、ぎらつく目をミーナに向けた。

　レイヴェンは、挑いどむように言った。

「おもしろい。おまえにそこまでの力があるとはな、司祭さまヴアーリー」

　レイヴェンは獲え物もののようにミーナを捉とらえていた。やがて訊ねる。

「あの家族を助けたいんだよな」

「レイヴェン？」

「おまえの声で、俺を正気につなげ。引き戻せ。それができるならやってやる」

　突然の申し出に、心臓が大きな音を立てた。それだけが条件。

「わかったわ、やるわ」

　即答した。バスコイが激しく顔を顰める。レイヴェンはそれを横目にミーナを手招きした。

「来い、ミーナ。――ヨキ！　手枷を外せ！」

　部屋の外に向けて怒鳴ったレイヴェンは、ミーナに言った。

「あとで寝こんだら、おまえに看みてもらう。やさしくしろよ？　そっちは義務だ」
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　ミーナが支し度たくをしている間中、ギーはずっと怒ど鳴なり続けていた。

「許さないぞ。絶対、許さないからなミーナ！」

　ミーナは聞こえないフリをしていた。髪を解といてきっちりと編あみ直なおす。首にかけたメダルを、乾かわいた柔やわらかい布で磨みがいた。いちぶの曇くもりもないようにする。

「おまえが関わることじゃないだろ。おまえは、こんなことしなくたっていいんだ」

　それは間違っているとミーナは思っていた。これはミーナの始めたことで、始末をつける機会をレイヴェンがくれたのだ。

「ミーナ！　何かあったらどうするんだ」

「大丈夫よ」

「俺がいるからなんて思うなよ。守りきれる保証はないからな」

「それを聞いたからって、わたしは怯ひるまないわよ」

　ミーナはお目付役にきっぱりと言った。書き物机ライデイング・ビユーローの抽ひき斗だしをあけ、母の形かた見みのメダルを取り出す。懐ふところに差し入れた。ひやりとしたメダルが、膚はだで同化するように温ぬくもる。

「一生後こう悔かいしながら暮らすなら、どんなに危険でも片をつけたいもの」

「ふざけるなよミーナ！　俺はキリヤナからおまえを託たくされたんだぞ！」

「知ってるけど、ギー。悪いけど、これは譲ゆずれない」

　ミーナは足早に部屋を横切り、廊ろう下かに出た。待っていたファランドがランプをかかげる。灯あかりの翳かげで表情がこわばるように動いた。

「何とか言えよ、おまえ」

　ギーがファランドに八つ当たりする。ミーナは彼に「大丈夫よ」とだけ言った。ファランドは無言でミーナに頭を下さげ、レイヴェンの元へ案内した。北館の一階だ。

　レイヴェンは壁の灯りに照らされて、大ホ広ー間ルになっている一階に佇たたずんでいた。黒ずんだ床は埃ほこりまみれで、彼の足跡がついている。壁際には打ち捨てられたも同然の、色いろ褪あせ、擦すり切れた椅い子すが散らばっていた。その一つの背板を指でなぞっていたレイヴェンが振り向いた。

「司祭ヴアーリーというのはつまらんもんだな」

　何のことかと面食らったが、彼は服について言ったようだった。着替えても変かわり映ばえしないからだろう。

　そのレイヴェンは黒衣を纏まとっていた。シャツも上着も、何もかもが黒い。形もシンプルで冷たい感じがするほどだった。ただ、質だけは兄のものにも劣おとらない。

「それが、本当のあなたの恰かつ好こうなのね」

「ああ、そうか。おまえに会うときはいつも、着替える気にもならんときばかりだったな」

　自分を見み下おろしたレイヴェンが言う。ミーナにすっと手を差しのべた。

「おまえに手出しをさせるつもりはないが、できるだけ近くにいろ」

　ミーナはためらったが、レイヴェンの手を取った。

「おまえはどうする、バスコイ。来るも来ないもおまえの自由だ」

「行くに決まっている」

　歯は軋ぎしりするような声が答えた。たとえ腸はらわたが煮にえくりかえっていても、彼はミーナの護ご衛えいだ。

　ファランドが北館の玄関を開けた。奈な落らくのような夜が覗のぞき、湿しめった風が滑すべりこむ。

　レイヴェンがミーナを連つれて出た。ギーが続き、ファランドが扉を閉める。

　漏もれくる灯りが閉ざされると、そこはほぼ完全な闇が支配した。ギーの目が青い燐りん光こう色しよくへと変化する。

「来い」

　腰を引き寄せたレイヴェンが狭は間ざま胸きよう壁へきへと跳とんだ。胸壁から外を見下ろす。

　夜に慣なれないミーナの目にも、蠢うごめくものが見えた。多くの、早く短い息づかい、獣けものの臭い、黄色い目。――狼おおかみだ。

「ルシャイン」

　瞬またたく間に黒い影が三つ、狭間胸壁に現れた。美しい青年たちと半はん人じん半はん獣じゆうの恐おそろしい男。

　昨夜――そう、まだ昨夜なのだ――レイヴェンにかしずいた三人だった。彼らはそれぞれ、あるじに恭うやうやしく頭こうべを垂たれた。

「お出ましをお待ちしておりました」

　青年の一人が言った。整った顔と同じくらい、なめらかで冷たい声をしている。彼はレイヴェンの腕の中のミーナに目をやり、嫌けん悪お感かんを露あらわにした。

「パラデールの司祭……！」

　胸元のメダルに、悪あく臭しゆうでもするように三人が身を引いた。半人半獣の男が唸うなり声をあげる。

「バスコイ！」

　ギーは彼らの頭上にいた。羽はばたきながらじっと見下ろしている。

「裏切りと、おぞましい光の臭い。何をなさるおつもりです、ルシャイン」

　彼らは「レイヴェン」と呼ばないことにミーナは気づいた。レイヴェンは彼らによく似た、表情を崩くずさない淡々とした喋しやべり方で返した。

「ちょっとした余よ興きようをな」

　ミーナをなぶりものにすると早合点した妖魔たちが顔を輝かがやかせた。薄く笑ったレイヴェンが否ひ定ていする。

　それだけで、彼の手が冷ひえた。不安になったミーナはその手を強く握にぎった。

「おまえたちにはこの上なく不ふ愉ゆ快かいなことが起こるぞ。それでも見ていたいならば止めない」

「ルシャイン？」

「これから、血の報復をする。俺の親父を殺したやつらが同じ目に遭あうだろう。それから二度と、グメーラで好きには振る舞えぬと知るだろう」

　妖魔たちは集まった狼たちの向こうを透すかし見るそぶりをした。そこには闇よりも濃い影があって、黒い炎のように揺ゆらめいていた。

　妖魔たちが固まっているのだ、とミーナは思った。数名が寄り添いあいひそひそと言葉を交かわしあっているように見える。

　レイヴェンはその方角へ向かって手で小さく合図した。侮ぶ辱じよくの仕草のようだ。

「ルシャイン。報復がなぜわれらを不快に？　われらはあなたを王子と崇あがめる。その地位がよりたしかになる行為のどこが」

「光の歌を聴かせるからだ」

　妖魔たちが愕がく然ぜんとした。白い膚が海のように青ざめる。

「わがきみ」

「たぶん、おまえたちがそう呼ぶのも最後だ。俺は留とどまる、こちら側にな。その証あかしの歌だ」

「あなたは人になると仰おおせか」

「もとより人だ。ただ闇の血が混まざってはいる。だから俺は惹ひかれる」

「惹かれるままに、こちらにおいでにはならぬと？」

「ならんな。我が一族は、妖よう魔まを離れてあまりにも長い」

「たぶらかしたのはおまえか」

　妖魔の一人が美しい顔をミーナに寄せた。

「こざかしい光の娘。おまえの入れ知恵か」

「こいつに絡からむな。おまえは答えなくていい」

　いいもなにも、ミーナは気を呑のまれて答えようがなかった。虚きよ勢せいを張り、平然とするので精せい一いつ杯ぱいだ。

　これほど近くで妖魔を見たことはなかった。レイヴェンを妖魔のように思ったことも。彼の白い膚は氷のように見えた。目は炭すみのようで、昏くらく燠おきのように燃えている。

　本当にレイヴェンを連れ帰れるのだろうかと不安になった。ここにいると彼はたやすく闇に囚とらわれてしまいそうだ。

　怖おそれをさらに強めるように、揺らめく黒い影が近づいてきた。思った通り、数人の妖魔だった。みな、軽けい蔑べつの眼まな差ざしをしている。

「臆病者が盾たてを持って現れたか」

　一人が揶や揄ゆした。レイヴェンは微笑ほほえみで答え、その途と端たん、妖魔は雷いかずちに撃うたれたように吹っ飛んだ。

　さっと目の前に銀色の煌きらめきがよぎる。それが膚で溶とけ、ミーナは氷の欠片かけらだと知った。狼たちが身を捩よじるような声で絶ぜつ叫きようした。でたらめに走り回るのが聞こえる。

　攻撃を免まぬがれた者たちがレイヴェンを見る。彼らにレイヴェンは言った。

「我が領土のものに、今後いっさい手を触れるな」

「〈人混じり〉がなにを――！」

「ああそうだ。だがその〈人混じり〉にも劣るのはどこのどいつだ？」

　レイヴェンは笑った。哄こう笑しようと言ってよかった。触れている場所から痺しびれるような力が伝わり、ミーナは目め眩まいを起こしそうになる。

　ミーナを見つめ、虜とりこにしようとしたのなど、これの比ではなかった。氷の波動。

「だめよ、レイヴェン」

「わかっている。黙ってろ」

　うるさそうに答えたレイヴェンは、妖魔たちに目を向けた。命じる。

「跪ひざまずけ。赦ゆるしを乞こえ」

「ばかな、なにを」

　言いかける妖魔をレイヴェンは遮さえぎった。

「できんなら、手伝ってやろう」

　突然にぶい音がした。「馬ば鹿かな」と抗あらがった妖魔の両りよう脚あしが折おれた。骨が飛び出し、立っていられず、妖魔は空中のその場に膝ひざをつく。

　夥おびただしい血が地を濡ぬらした。生臭さが鼻を突く。愕然とした妖魔が宙から滑り落ちた。胸壁の手前に落ちる音。獲え物ものの血の臭いに狼たちが猛たけった。獣が妖魔を引ひき裂さき、掻かきむしる音にミーナは自分を抱き締めた。

「レイヴェン！」

　悲鳴を、彼は人さし指で封じる。まだだ、そう言うようだった。『報復はまだ終わっていない。気のすむまで果はたしたその後、おまえは俺を引き戻せ』と。

「いいえ、もう手が冷たい。こんなに冷えてる」

　ミーナは唇くちびるからレイヴェンの指を外はずした。そのひと触れで、心しん臓ぞうに氷の矢を撃ちこまれたように凍こごえた。空気も、霜しもが下おりそうなほどしんと張はり詰つめている。

「ここでおしまいよ。これ以上はだめ。あなたは戻れなくなる」

「戻すのは、俺の仕事じゃない。あんただ司祭さまヴアーリー」

　名前ではなく「司祭」と、蔑さげすむように呼んだ。レイヴェンの中のバランスは「魔ま王おう」の側に傾かたむき、急速に彼を支配している。

　仲間を失った妖魔と、レイヴェンの配下がミーナたちを見比べた。狼に食い散らされただろう仲間よりも、ミーナが気になるようだ。

「せっかく、わがきみが血の証あかし立だてをしたのに、邪じや魔ま者ものがいる」

「王命により尽つくしてきた我らの手から、誉ほまれを奪おうとしている」

　王というのはエナンのことだろう。

「その盾を壊こわしてはどうだ」

　群むれている妖魔がミーナを指さした。

「そうだ、それがよい。さっきから目め障ざわりでな、そいつの光が」

　憎々にくしげに言って、手をかざした。それを見たレイヴェンの〈気〉が冷える。警告する。

「手を出したら殺す」

「やって見せよ、〈人混じり〉」

　侮ぶ蔑べつした妖魔に黒い炎が蛇へびのように跳んだ。妖魔に触れるとそれは青く燃え、瞬またたく間に彼を灰にする。

「言っただろう」

　レイヴェンは何かをこらえているように声を軋きしらせた。

「手を出すな」

「なれどルシャイン。その小娘が、御おん身みをつまらぬ世に押しこめているのはたしか。我らを哀あわれとおぼし召し、そやつをどうぞ打ち捨てられますよう」

　配下の青年が懇こん願がんし、別の妖魔が仲間とせせら笑った。

「言っても無む駄だではないか？　そいつがほしいなら、小娘は消すしかない」

「さよう。われらは欲しはせぬが、その男の真の姿を見てみたい」

　仲間を二人消され、妖魔たちの態度が変わりつつあった。興味が浮かんでいる。

「きさまら。幾いく度ども繰くり返かえさせるな」

　レイヴェンの苛いら立だちが怒りに変じた。声を叩たたきつける。

「失うせろ！」

　ぱきんと空気が鳴った。それほどまでに冷えた。レイヴェンの表情が一瞬、まるで別人のようになる。

　ミーナは総毛立った。ジャイナル、と言葉が浮かぶ。根こん拠きよは全くなかったが、その表情は想像上の魔神そっくりに思えた。

　なぜか、身体からだの深い場所に痺れが走った。魅み入いられた――？

　妖魔たちも同じものを見たのだろうか、「おお」と呻うめき声ごえがあがる。

　妖魔たちはふいにためらいを捨てた。ミーナに目を向ける。

　殺意を感じた。彼らはこう思っている。ミーナを消したら、「魔王」が手に入る。

　来る。無数の力の気配にミーナはぎくりとした。レイヴェンが迎え撃とうとする。だめ、それはさせられない！

　短く、強い聖句がミーナの口から飛び出した。

「光あれ」

　妖魔たちがその場に縫ぬいとめられる。レイヴェンがぎょっとしたが、ミーナは歌い始めた。

　これほどの妖魔を祓はらったことはない。祓えるかもわからない。けれど身を守り、レイヴェンを守るためにはそうするしかなかった。

　女神の加か護ごを頼み、〈光こう臨りん聖せい歌か〉を選ぶ。頼りない月の輝き。でも、見て。こうして呼べば、光が紡つむがれる。降おりてくる。

　ぎゃっと妖魔たちの間から凄すさまじい声があがった。レイヴェンの配下が飛びすさる。忌いま々いましい女神の力に目を剝むく。

　細かな光がミーナに集まり始めた。粉のようだったそれは小さな欠片になり、溶け合って珠たまになり、あっという間にミーナを包む。

　身体の芯しんに温もりが甦よみがえり、ミーナはそれにしがみついた。光。命の灯。人を生かすもの。

「何だその女は！」

　妖魔が訊いた。声に威い厳げんはなく、ネズミのようにキーキーしていた。

「俺の光だ」

　答えたレイヴェンの声がくぐもっているのは苦しいからだろうか。

「御身、滅ほろぼされますぞわがきみ」

　配下が吼ほえた。彼らは皆、光に触れないところにまで下がっている。

「さあな、どうだろうな。やってみるか」

　レイヴェンは嘯うそぶいた。配下に言う。

「塵ちりと消えたくなければ去れ。俺はおまえらを嫌いじゃない」

「わがきみ！」

　レイヴェンは配下を無視した。そそのかす顔をする。

「歌っていいぞ、マライナ。祓っちまえ」

　確かめる代わりに目を丸くすると、彼はうなずく代わりににやりとし、妖魔らに宣言した。

「今日より俺はやり方を変える。こういうふうにな！」












　合図するように背中に触れた。歌えと言うなら歌おう。

　それがミーナにできるただ一つのことなのだから。

　ミーナは歌に集中した。〈光臨聖歌〉を歌い継ついで光を溜ためる。途中でレイヴェンの配下が駆け去るのがわかった。その場から無理に身を剝はがし、ちらりとレイヴェンを見た。名残なごり惜おしげに、ミーナには見えた。

　動けずにいるのは二体。どちらも目だけがぎらついている。頭を抱かかえようとして凍こおりついたかのように、両手を不自然に上げかけたまま。

　ミーナは空を見上げた。〈光臨聖歌〉から息を継がず、〈祝しゆく降こう歌か〉に転じる。光あふれる歌は、最大の攻撃歌でもある。

　キリヤナ。天なる女は神はよ。ミーナは胸の裡うちで呼びかける。わたしの、あなたの娘であるわたしの声が聞こえる――？

　手を差しのべて。この地に、グメーラに光を。

　刹せつ那な、ミーナを包む光がはじけた。真昼のようなまばゆさで辺りを照らす。

　光に触れ、妖魔だったものがぐず……と形を崩した。灰となり、あふれ出すように広がって消える。

　狼たちはすでに、影も形もない。

　目を眩くらませる光は、瞬きながら徐々に萎しぼんでいった。何とか目を開けていられるようになると、隣でレイヴェンが苦笑していた。

「恐ろしい女だな、おまえ」

　彼の額ひたいには脂あぶら汗あせが浮かんでいた。顔色も悪く、立っているのもつらそうだ。

「大丈夫？　――レイヴェン！」

　ミーナはふらついたレイヴェンを支えた。一緒に腰を落として彼に膝をつかせる。

「ったま痛てえ。吐く――」

　つぶやいてミーナの肩に頭を押しつける。抱きとめたミーナに、呼吸の切れ間に言葉を押し出すように言った。半なかば笑うように。

「おまえ……これで帰れないぞ……。俺はおまえがいなけりゃ、あっち側にいくからな……」

　レイヴェンがミーナの手を探し、きつく握った。

「ミーナ、どこにも行くなよ。側にいろ。頼む。……たぶんおまえは……」

　わたしは何？

　答えは聞けなかった。レイヴェンが意識を失う。

「おっ、重っ」

　いきなりずしりとかかる体重に、ミーナはひっくり返りそうになった。胸壁の上で、後ろは崖がけ同然！　ひやりとした彼女を、固い手とぶつくさ言う声が救った。

「ここで転落なんて、かんべんしてくれよミーナ」

　ギーだった。ミーナを押し戻し、きちんと座り直せるようにする。

「ありがとう。ずっと見ててくれてたのよね」

「あったりまえだろうが」

「……ありがとう」

　ほっとして礼を繰り返した。ぶすっとしたギーはまだ怒りの冷めやらない様子で、けれど答えなければならないと感じたように言った。

「おまえに何かあったら、キリヤナに申し訳が立たないんだよ。そう言ってるだろ」

「聞いてる。けど」

　理由は聞いていない。『何か意味があるんだろ、とにかく頼まれた』、の一点張りなのだ。

　また訊きいてみようかと思った。今まで幾度もはぐらかされ、しつこいと逆上されてきたが、ギーは何かを知っているはずなのだ。まったくゼロ、ということはない。少なくともミーナを託したときのキリヤナの様子は見ているのだから。

　ミーナにはそれすら知らされていないのだ。母のことは何もかもが秘密。

「あのね。わたしのお母――」

　顔を上げたミーナは、みなまで言えずに凍りついた。祓ったはずが、まだ影がある！

　宙で妖魔が見つめていた。逃げた配下の一人だ。戻ってきたのだ、青く輝く、氷の槍やりを手に。

「忌いまわしい小娘め……！」

　吐き捨てた彼は、氷の槍をミーナ目がけて投げた。

　闇を切り裂き、槍が飛んでくる。まっすぐ、ミーナの心臓に。

　伏せることもできず、ミーナは喘あえいだ。聖句も唱となえられない、間に合わない。

　その瞬間、ギーが飛んだ。

　バスコイの翼つばさが――大きく伸びる。灰色の膚が漆しつ黒こくに変わり、手足が伸びた。

　怪物から、人型を取る。妖魔の前に立ちはだかり、腕のひと振りで氷の槍をはじいた。

　氷の槍は砕くだけ落ちる。ギーは居い竦すくむ妖魔に向かって手を振った。

　遙はるか天空が光った。放たれた稲いな妻づまが妖魔を討うち滅ぼす！

　ミーナは鋭く息を吸った。ギーはバスコイじゃない。これが本性なのだ。彼は――。

「ラバト――！」

　軍神バヌルの息子だ。雷の精せい霊れい。神話上の位置付けは、怪バス物コイよりもずっと高い。

　そのラバトが、どうして自分のお目付役になど。

　呼びかけにラバトが振り向いた。炎の髪をなびかせ、目だけがギーと同じ嵐の夜の色だ。

　美しい精霊にミーナは呆ぼう然ぜんとした。近づいてきたラバトは、やや背の高い青年と言ったふうだった。無表情にミーナを見下ろし、彼女とレイヴェンを狭間胸壁から下ろす。

　北館の扉が開き、ファランドが出てきた。敷しき石いしに横たわるレイヴェンに息を呑のみ、ミーナを見、ラバトに青ざめる。精霊がどんな姿をしているかは知っていても、彼らが姿を現すことなどありえないのだ。

　ギーだと言うべきか、ミーナは迷った。そのミーナの髪をラバトがほどいて指で梳すいた。波打つ髪が背を覆おおい、うっすらと残る月明かりで煌めく。

　ラバトは何も言わず、微笑むことすらなく消えた。

　ミーナもファランドも何も言えなかった。見つめ合ったまま、どうしようもなく時が過ぎる。

「あなたは」

　やがてファランドが言った。声を引っかけ、咳せき払ばらいする。

「正しく、きちんと呼ぶべきなのかもしれない。女マ神ラのイ娘ナと」

「ミーナでいいわ」

　答えたミーナは声に「そう呼ばないとただじゃおかない」と脅しを籠こめつつ、表向きは惚とぼけて言ってみせた。

「だって、わたしはただのパラデールの司祭ですもの」
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　ミーナの歌の余よ波はで寝こんだのは、レイヴェンだけでなくナリスフレイもだった。同じ身体からだを使っているのだ、当然と言えば当然で、頭痛と高熱を引き起こした状態は、夜から昼へも引ひき継つがれる。

「司祭ヴアーリーにはわからないだろうね。目が醒さめたらいきなり、地じ獄ごくから這はい出してきたように具合の悪い感覚は」

　そのナリスフレイが真っ先にやったのは、銀のピアスをむしり取って放り投げることだった。何だか子供っぽくてミーナは笑ってしまったが、どうやらあれはレイヴェンの趣味のようだ。

　天てん蓋がい付きの寝台で、ナリスフレイはミーナの看かん護ごを受けていた。看みろ、といわれたのはレイヴェンだけだが、迷惑を被こうむった形のナリスフレイにも申し訳なく思い、ファランドと交替しつつ二人とも看ている。

「それに、蚊か帳やの外とはどういうことか、身を持って体験する気持ちもね」

「すみません」

　悪くないのはわかっていたが、ミーナはつい謝った。恨うらみがましくもなるだろう。すべては夜のうちに起こったことで、気づいたら終わってしまった後だったのだ。

「ラバトも出たらしいじゃないか」

　ミーナが教えたわけじゃないので、ファランドの報告だろう。

「また出ると思うかい？」

「出ないんじゃないでしょうか」

　あの後しばらくして、ギーはバスコイに戻り、帰ってきた。「あなたがラバトだなんて知らなかった！」と詰なじるミーナに、ギーは「仕方なかっただろうが」と答えた。

「緊急事態だったろ、おまえを死なせられるか」

　ラバトだと明かさなかったのは必要がなかったからだそうで、そもそもバスコイに身をやつしたのは意思の疎そ通つうを図はかるためだという。

「ラバトが喋しやべらなかったの、わからなかったのかよ」

　精せい霊れいと人とでは、言葉を交かわしあう形の会話は成り立たないのだそうだ。住んでいる「高さ」があまりにも違うせい、なのだという。

「喋れないとつまんねえ」から、ギーは今後もバスコイでいるらしい。「俺がラバトになるような真ま似ねは二度とするなよ」と、しっかり釘くぎまで刺さされた。

「それにしても、せめて一目なりとも、司祭が妖よう魔まを祓はらうところを見たかった」

「あんまり気持ちのいい経験じゃありませんでしたけど」

「なるほど。そういえばレイヴは倒れたんだっけね」

　初めて愛称で呼ぶのを聞いた。驚くミーナにナリスフレイは言った。

「少しは身近になった気がするからだよ」

「そうなんですか」

　会うことが叶かなわないこと自体は変わっていない。

「たぶんこの幾いく日にちかで、今までにないほどあいつの話を聞いたからだろう。お互い、関わってどうなるものでもないという諦あきらめもあったし、キーラの死や、その前は父の死や、それにまつわる噂うわさ話ばなしの処理なんかもあってね」

　今のミーナよりも若い頃に、対応を迫せまられた。とても余裕なんてなかっただろう。

　伯はく爵しやくの寝室からは麓ふもとの村が見える。暮れかけた斜しや面めんで、黄色い小花が風に揺ゆれている。

　ナリスフレイが、ミーナに訊きいた。

「レイヴはあなたを帰さないと言ったらしいけど、今の状態だと、そうなりそうだよね。かまわないのかい？」

「かまわなくはないですけど」

　一応、ミーナの任期は決まっている。いずれ教団本庁からも帰庁命令が出るだろう。

「でも、妖魔に喧けん嘩かを売ってしまったわけですし、レイヴェンには止める人と、話し相手が必要でしょう？　それから、村に司祭も」

　朔さくを過ぎて三日経たったが、ヴェラたちに危害が加わることはなかった。もう大丈夫だとファランドが宣言し、ヴェラもフィリカも畑に出るようになっている。

　村人はミーナに感謝したが、ファランドとミーナの雰ふん囲い気きの変化を察し、二人の功こう績せきと受け止めるようにしたようだ。

　村には穏おだやかな生活が戻ってきた。

「とりあえず、わたしはここに一年いるよう言われてきましたけど、なかなかうまくやっているって知ったら、二年かそれ以上に延びるでしょうから」

「その間は、グメーラの司祭として過ごしつつ？」

「ええ。みんなにとっていい道を探します。頑張ってみようと思って」

「そう聞けて嬉しいよ。わたしはあなたにいてほしい。わたしも、と言おうか」

　ナリスフレイがミーナを見つめた。

「あなたを、あいつ専用にする気はないからね」

　伯爵の真顔に鼓こ動どうが早まった。これってもしかして――。

　ふっと笑ったナリスフレイは話題を変えた。

「司祭といえば、司祭館の建て直しが始まったよ。初雪までには完成するだろう」

「本当ですか。新しい木の香りのする聖堂なんて、素敵」

　ミーナは顔を輝かせた。どきどきはムリヤリ、脇に押しやる。

「こじんまりとしたものになるだろうが、気に入ってもらえると思う。けれど、条件がある」

「はい」

「暮らすのは、この城にしてほしい。あなたが住まいを移せば、ここは火の消えたようになるだろうから。それは寂さびしくてね」

　ミーナは、さっと頭を巡めぐらせ検討した。彼らの秘密を守らねばならないことを思えば、そのほうが都合がいいだろう。

「わかりました。ですけど部屋は」

　あれはキーラの思い出の部屋だと言うより早く、ファランドの声がした。

「部屋は新しく用意します。同じ西館になると思いますが」

「レイヴが北。わたしが南にいるから、ちょうど真ん中で公平だろう」

　そういうものだろうかと思ったが、ミーナはうなずいておいた。

「あと一つ、司祭。いい加減呼び方を戻してほしい」

「あら。あれって仲良しごっこのためだったのでしょ？」

　わざと訊いてやると、伯爵は顰しかめ面つらをした。

「まあそうだけどね。何というかよそよそしくてさ。じゃあ、あらためてというのはどうだろう。今度こそ本当に長いつきあいになりそうだし。そうだろう？」

　悪いた戯ずらっぽい笑顔にミーナも笑って答えた。

「そうですね、ナリスフレイさま」

「よろしく、司祭。ようこそグメーラへ」

「みなさまの力になれるよう、懸けん命めいに励はげみます」

　ミーナたちは笑顔を交かわす。新しく始めるために。

　ナリスフレイが、窓の外に目をやり言った。

「早いものだな。もう日が暮れる」

「秋が近づいてますから」

　次第に長くなるのは夜だ。レイヴェンの時間が多くなる。

　なんとなくミーナはメダルに触れた。見ていたナリスフレイが片かた眉まゆを上げる。

「そういえば。司祭、レイヴがあなたに口づけたことの贖しよく罪ざいは――」

　身を起こしながら訊たずねるナリスフレイに、ミーナはむすっと答えた。

「まだしてもらっていません」

　するつもりなのかもわからない。

「そうじゃなくて、具体的にはどのくらいの罪なのかと思って。赦ゆるしの聖せい句くを何なん遍べん分ぶん？」

「とりあえず、百はいただきたいですけれど」

「その後で『反省しています』の個人礼れい拝はいだよね」

「まさか伯――ナリスフレイさま、肩代わりするつもりですか」

「まさか。いくらなんでも、そこまでお人好しじゃない」

「よかった。それはだめ、と言うつもりでした」

「安心していいよ。今訊いたのは自分のためだから」

「まあ、じゃなくてええっ？」

　顔が近づいてきて焦あせった。ままま待って！

「あいつが物もの凄すごく羨うらやましい気がしたんだ。またしてもね」

　またしても？　ささやきに、何が、どこがと混乱している間に、彼の唇くちびるが頰ほおに触れた。え？

　呆ぼう然ぜんと見つめると、ナリスフレイは降こう参さんの仕草をした。

「さすがに、聖職者の冒ぼう瀆とくはちょっとね。司祭、『わたしは伯爵だよ』」

　芝しば居いがかった声になり、にやりとする。

　充分冒瀆、という言葉は喉のどで引っかかった。気が抜けたせいもあり、笑い出してしまう。

　ファランドとギーのため息を聞きながら、ミーナは思った。この人は踏み止とどまったのだ。

　それがナリスフレイなのだ。かまうもんか、とやってしまうのはレイヴェンで。

　この人の、こういうところは嫌いじゃない。その強さを尊敬もしている。

　グメーラ「魔ま王おう」伯。

　昼と夜で入れ替わる兄弟。暁あかつきは伯爵、黄たそ昏がれは魔王。

　自分が真ん中で、二人と手をつないでいるように感じた。昼と夜の橋渡し。おそらくここに住む限り、ミーナはファランドと共に、そんな役割も果はたすのだ。

　風変わりだが、……そういうのも悪くない。かもしれない。












　ミーナはふと母キリヤナを思った。一年後、教えてもらえるはずの秘密。知りたい気持ちは変わらない。けれど今はグメーラで手一杯だ。当分は。

　ミーナはしれっとしているナリスフレイを睨にらんだ。

「頰でもですね、ナリスフレイさま。聖句十遍いただきますから」

「それはツケだな。じゃあ、また明日」

　けしからぬことをさらりと言い、その瞬間陽が沈む。

　呆あつ気けにとられたミーナはさらに吹き出した。寝台に突っ伏して必死に口を押さえる。




　そして、また夜が来る。




「ミーナ？　おい？　――何笑ってるんだよ！」





終わり
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　こんにちは、響ひびき野の夏か菜なと申します。

　この本を手に取って下さってありがとうございます。

　他レーベルでは仕事をしておりますが、こちらビーズログ文庫では、これが「はじめまして」の本になります。１冊目です。やっほう。

『女神の娘の恋歌　暁あかつきは伯はく爵しやく、黄たそ昏がれは魔ま王おう』、どうぞよろしくお願いします。

　しかし「はじめて」って緊張しますね。ひゃー。わたしも現在に至るまで、幾いくつもの「はじめて」を経験してきたはずなんですが……、こればっかりはいつまで経たっても慣なれません。ドキドキです。




　ドキドキしたまま、作品の顔であるタイトルについて少々。

『女神の娘の恋歌　暁は伯爵、黄昏は魔王』。すみません、ちと長いタイトルです。一応、前半分が総タイトル、後ろ半分がサブタイトル、ということになってます。

　実はここに至るまでに、紆う余よ曲きよく折せつありました。振り返るとボツタイトルの屍しかばねが累るい々るいです。一時は決まらないんじゃないかと本気で思いました。『無題』っていうのはなし、とか（なしでしょう）、「何か記号でも描いとく？」とか（描きません）考えましたが、そういうふざけたことを口にしだす前に決定してほっとしております。

　ところで『恋歌』ですが、これ「こいうた」とも「れんか」とも読むようです。タイトルには「こいうた」を採用しましたが、略すと「メガコイ」か「メガレン」か……。でっかい恋に一票なら前者、なんか呪じゆ文もんぽいのがお好きなら後者をお選び下さい。ていうかね、かわいくないぞこれ。

　かといってあとは「メガムス」だよ。どうしよう。でかいおにぎり？

　ああ、緊張のあまりバカ話をしてしまった。自分からすすんでオトしている気もしますが、このお話、コメディじゃなく、ヒロインが成長していくお話です。のはずです。




　さて。その成長しているはずのヒロイン及および、登場人物のことなどを。

　まずヒロインのミーナ。18歳の新米司祭で、ワケあって物語の舞台であるグメーラ伯爵領に赴ふ任にんしてきました。聖都の教団本庁育ちで、言うなればエリートなんですが、まあ何というか、妖よう怪かいみたいな上司たちを相手にしてきたせいか、非常に元気です。というか、上司たちは振り回されて案外喜んでいたかもですね。なかなか複雑な事情持ちなので。

　次にナリスフレイ。20歳のグメーラの若き伯爵は、作者にちっとも協力的じゃありませんでした。あなたのせいでどれほど改かい稿こうしたか、とわたしはこのヒトに言いたい。

　とはいえ、ビジュアル的には大変威い力りよくがありました。もちろんイラストの椋くら本もとさんのお力なのですが、送られて来たラフに撃うたれました。なぜこんなにカッコいい!?

　裏話をひとつしますと、彼の長髪は椋本さんのご提案です。わたしも担当女史もめっちゃ腰こし砕くだけになって「長髪イイ」と採用しました。あの横にすっと流れた髪がね。たまらんです。

　それからレイヴェン。作品最優秀協力キャラ賞を与えるなら彼でしょう。たんに作者が一番理解できたヒト、というだけかもしれませんが。

　最後にファランド。想定より血の気の多い人でしたね。書く前は、一言も喋しやべらんで終わるんじゃないかと思いましたが、コメカミの血管切れそうでおかしかったです。




　といったところで、終わりにする前に幾つかお礼を述のべさせてください。

　担当のＹさま。とてつもなく長い伴ばん走そうをありがとうございました。顔合わせをして、プロットを出してからここまで、かかりましたよねぇホント。おそらく女神世界についは、すでにわたしより詳くわしいのではないだろうかと思います。読みこんで、たくさんバックアップしてもらいました。誰よりも先に感謝を。

　イラストの椋本夏か夜やさま。引き受けていただけたときは奇き跡せきかと思いました。たぶんわたし、あの時点で今年の運使い果たしましたよ（笑）。魅み力りよくあるキャラクター、著者校の励はげみでした。ありがとうございました。誰よりも深い感謝を。

　この本を手にしてくださったみなさま。誰よりも大きな感謝を。感想などありましたらぜひ聞かせてください。文庫ＨＰからメールでも送れます。

　また、こんな素敵な機会をくださった、すべての方々、巡めぐり合わせにもしみじみ幸せを嚙かみしめております。

　あら、外国のうんたら賞受賞のスピーチみたいになってしまいました。でも、まあいいか。




　物語の舞台は、とある大陸の北ほく端たんにあります。風が強く、雲は手が届きそうに低く垂たれこめる厳きびしい土地で、背の高い木はあまり生はえません。その代わり、短い夏の野は鮮あざやかで、命を精せい一いつ杯ぱい咲かせた黄色い花に包つつまれます。湖は深く青く、海は嵐のように黒く――。

　そんなグメーラでのお話を楽しんでいただけたら幸いです。

　いつかまたお逢あいしましょう。




　８月、まだ蝉せみの鳴いている夏の終わりに


響野夏菜






　公式ブログ「響野夏菜のそのひぐらし」http://www.higurasi-bin.cocolog-nifty.com/




著者

響野夏菜

Kana Hibikino




11月20日、埼玉生まれ。蠍座、Ｏ型。

ビーズログ文庫では初めましてとなります。

代表作は『カウス＝ルー大陸史』シリーズ、『東京Ｓ黄尾探偵団』シリーズ（コバルト文庫）など。

こちらも代表作となりますよう、頑張りますのでよろしくお願いします。




公式ブログ『響野夏菜のそのひぐらし』

http://www.higurasi-bin.cocolog-nifty.com/

アホ話、裏話など公開中です！







イラスト

椋本夏夜

Kaya Kuramoto




紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛するハロウィン生まれの関西人。

ジャック・オ・ランタンをみると

わくわくします。

整理整頓が大の苦手です。

メイドさんプリーズ！




http://home.att.ne.jp/yellow/kuramoto/
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